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    プロローグ


    　


    　　※


    　


    　嫌な季節だ。


    　そう思いながら、窓の外に煙を吐く。すっかり緩んだ日差しが、花を散らした並木道を照らす。歩道に、学校や会社に向かう人間が行きかう。辺りの空気とは対照的な顔で、県警までの道を進む。


    　着信音が聞こえ、舌打ちをしてから脇に車を停めた。


    「おはようございます。手短にお願い出来ますか」


    タバコを灰皿に入れ、質問に答える。


    「昨日、酔っ払いの喧嘩止めて、殴られた口が痛いんです」


    　他人事の様な言葉に、眉間のシワが深く寄った。


    「この時期だけでもいいんで、増員お願いしたいんですけどね」


    　返ってきた声に、大きく息を吐く。


    「お蔭で、負傷したんですよ。あのボケが、さっさと動かんかったから」


    　笑い声が聞こえ、絆創膏を貼った口の端がうずく。


    「竹山(たけ　やま)、使いもんにならんかったら、解雇して下さいよ」


    　まだ一週間じゃないですかと言われ、言葉が続く。


    「そんなん、お前より分かっとるわ。それより、今日から大阪府警やろ」


    　少し間を置いてから、返ってくる。


    「上の決定には、何も言えませんよ。こっちは、末端の刑事なんですから」


    　先ほどより間を置き、返ってきた言葉に、口を大きく開ける。


    「身内に、ようそんな事言えるな！　お前らが思っとるより、あの子は普通の子やで!!」


    　返ってきた笑い声と言葉に、目を大きく開いた。


    「そら、お前より近くに居たからな。それに、俺は、お前らみたいに割り切れんからな」


    　返ってこないが、続ける。


    「お前の判断は、間違ってないわ。竹山のボケは任せとけ。すぐに、使いもんになるようにしたるわ」


    　ありがとうございますと言われ、言葉が続く前に言った。


    「やないと、止めれるの、おらんくなるからな」


    　お願いしますと、通話が切れた。大きく息を吐いてから、セブンスターを咥える。


    「……『メンヘラ』ちゃん、頼むから、暴走せんとってや」


    　ぼそりと呟き、火を点けてから、車を発進させた。

  


  
    第１話　メンヘラ刑事再び

  


  
    　


    　　１


    　


    「本日づけで、こちらに研修生として配属されました警部補の梅林寺凛々子(ばいりんじりりこ)です。趣味は、長生きの研究。将来の夢は、百歳まで生きる事です」


    もう、桜の花は落ちてしまった、四月中旬の穏やかな朝。


    復元された城を取り囲む、広大で森のような大阪城公園からすぐ。数年前、大規模な改修工事がされた大阪府警本部。


    城壁を模した外観は、警察署と知らず、観光客がカメラを向けるほど立派だ。


    「あだ名は、……『メンヘラ』で構いません。研修期間満了まで、よろしくお願いします」


    明るく、商業施設並みに綺麗な大阪府警の一室に、抑揚のない声が響く。


    大阪府警本部捜査第一課殺人犯捜査第四係の部屋。


    杉田(すぎ　た)巡査部長は、自己紹介を終えた新しい同僚を、黙って見つめている。目の前の顔の中、口角が左右に少し上がり、にやりという効果音が聞こえた。


    杉田の顔が一瞬で引きつったのに構わず、肩までの黒髪を揺らし、珍しい名前の主が頭を下げる。


    華奢(きゃ　しゃ)な体型に、化粧気の無い顔。黒いリクルートスーツを着ているのもあり、失礼だが、就活生のようだ。


    だが、杉田の一階級上、警部補。


    ……研修生やのに、さすが、キャリア警察官……。


    そう思った時、杉田は部屋の静けさに気付いた。


    辺りを見回すと、いつもは大きな声を響かせている四係の人間たちが、口を閉じている。自分もだが、新入りと、隣に居る人物に、どう声を掛けていいか分からないのだろう。初めて見るキャリア警察官たちに、再び顔を向ける。


    「梅林寺さんは、自宅療養後の復帰になりますので、みなさん、お手柔らかに対応してあげて下さい」


    頭を上げない隣から、穏やかな声が上がった。本年度から、直属の上司になった、捜査第一課管理官の松波隼人(まつ　なみ　はや　と)。


    二歳年上で、すでに、三階級上の警視。優美な笑みを浮かべる姿に、噂通りだと杉田は思った。


    四係の仲間には口が裂けても言えないが、格好良い。密(ひそ)かに憧れていた松波に、「はい」と、元気よく返そうとしたときだ。


    「管理官様、そのキャリアちゃんといっしょに、捜二に帰ったほうがいいんちゃいます？　キャリア様たちに、捜一はキツいと思いますわ」


    まくしたてる声に、杉田は顔を向ける。眉間にシワを深く刻んだ柳下(やなぎ　した)が席を立ち、田淵(た　ぶち)と山上(やま　がみ)も続いた。三人は『キャリア様』のふたりに近づき、鋭い眼光を向ける。


    「柳下さんの言うとおりっす」


    柳下の後ろに立つ田淵が、ほほとあごにたっぷりついた肉を揺らし言った。


    「うちは、キャリアの研修生やからて、手加減や特別扱いしませんからね」


    そう言ってから、山上が八重歯を覗かせ、柳下とアイコンタクトを取りうなずきあう。


    「キャリアちゃんではありません。梅林寺凛々子です」


    機械のような小さな声が、三人の動きを止めた。


    「手加減や、特別扱いなど望んでいません。私は、仕事のためなら何があっても構いませんので、これからよろしくお願いします」


    リリコのはっきりとした口調に、柳下たちは言葉を返さない。杉田は、目の前の光景に大きく驚いた。


    四係に赴任して二年間。大先輩である、府警配属三十年の柳下に怒鳴られ、先輩の田淵と山上に小言を言われるのは日常だ。多少理不尽だと思う事でも、我慢してきた。


    警察組織の中、上下関係は絶対だと思って。だが、目の前の研修生のキャリアは、そんなものどうでもいい様に見える。


    上げられた顔の、黒縁メガネのレンズの奥。黒目がちなふたつの瞳を、なぜか、杉田はとても怖いと思った。


    「梅林寺さん、すぐ暴走するんで。みなさん気を付けてあげて下さいね」


    そう言って笑みを浮かべた松波に、杉田がごくりと喉をならしたときだ。天井につけられたスピーカーから、大きく聞こえた。


    『西区靱(うつぼ)公園周辺のマンションで、遺体発見の通報あり、四係は現場に急行』


    柳下は表情を変え、田淵と山上を従えて、すぐに部屋を出ていく。杉田があとに続こうとすると、後ろから肩を叩かれた。


    「杉田君、僕と、梅林寺さんといっしょに行こうか」


    「えっ」と杉田が振り返ると、整った松波の顔がすぐそばにあった。


    　


    　　２


    　


    こんなに緊張するのは、いつ振りだろう。


    ……落ちてしまった、国家公務員Ⅰ種試験の朝や……。


    そう思いながら杉田は大阪府警を出て、これ以上ないくらい安全に、車の運転をする。隣には、シートベルトを締め、ぴしりと背を正したリリコ。後部席には、長い脚を組む、憧れの松波。


    緊張で、車内に流れる、無線からの現場概要が上手く耳に入らない。


    「梅林寺さん、早速事件で嬉しそうですね」


    後ろからの声に、杉田は隣をちらりと見た。


    「別に、嬉しくはありません」


    そう言ったリリコの顔に、表情は何も浮かんでいない。


    「そうですか？　受信メールが来たときと、同じ顔してますよ」


    「松波さん、今は仕事中です。仕事以外のお話はしないでもらえますか」


    ふたりの会話を聞きながら、杉田は目を大きく開く。


    目上の人間、しかも、管理官の松波に口答えをしている。先ほどから、いくらエリート候補でも、リリコの態度は警察官としてあり得ない。


    「杉田君、歳も近いし、これから梅林寺さんと仲良くしてあげてね」


    松波は、何も気にしてない様子で言う。「はい」と、杉田が答えようとしたが、


    「松波さん、私は、同僚の方たちと必要以上に近づきたくありません」


    隣からの声に、口を閉じる。ちらりとリリコの顔を見ると、無表情のままだった。


    「杉田君、梅林寺さんは照れてるだけだから。よろしくね」


    杉田は、小さく「はい」と答え、運転に集中した。


    外は、春の光に照らされた市街地がのどかに輝いて見え、息苦しい車内との温度差にハンドルを強く握る。窓を開けるのを我慢し、十分ほどで現場に着いた。


    戦後、占領軍の飛行場として使われた歴史から、東西に細長い形をした靱(うつぼ)公園。オフィス街がある、市営地下鉄本町駅の近く。大阪の主要地である、梅田駅となんば駅との真ん中あたりにある。


    バラ園など、緑溢れる整備された公園は、都会のオアシスだ。環境がよく、通勤に便利な靱公園の周辺は、マンションが建ち並ぶ。


    その中のひとつに、パトカーや救急車が集まり、入り口には立ち入り禁止の黄色いテープが巡らされていた。


    「梅林寺さん、暴走しないで下さいね」


    松波が喋っている途中で、リリコは車を降りていた。


    「杉田君、追いかけてくれるかな。あとは、頼んだよ」


    松波に笑顔で言われ、杉田は「はい」と大きく答える。車を出て、急いで黒いリクルートスーツに追いつく。


    「あの……、梅林寺さん」


    「ご心配しなくても、結構です。どうぞ、先ほど聞こえづらい言葉を話していた方たちのところに行って下さい」


    後ろを振り向かず、リリコが言った。


    杉田は口を閉じ、代わりに警察手帳を見せながら、中にすたすたと入る背中を追いかける。


    「方たちって……、柳下さんと、田淵さんと、山上さんですよ」


    リリコは足早に階段を上っていき、杉田も後ろから続く。


    「そうですか、では、その方たちのところへ行って下さい」


    「そやから」と杉田が言葉を続ける前に、警察の人間が溢れている三階にふたりは着いた。


    「私とは、行動をともにしないほうがいいですよ」


    人を器用によける狭い背中に、杉田が続く。


    「私は、厄病神ですから」


    小さな言葉に、杉田は足を止めた。それに構わず、リリコは開け放されている扉に消える。続こうとした杉田は、中から出て来た鑑識の人間とぶつかった。


    床に落ちた証拠品を、素手で拾おうとし、大きな声で止められてしまった。慌てて白い手袋をつけ、杉田が「すみません」と言ったときだ。


    「……もう一回、言ってみろや!!」


    大きな怒声が、両耳を強く突いた。嫌な予感に、素早く両足を動かす。


    扉の中に入ってすぐ、先ほどの車内よりも、更に重い空気を感じた。外と同じく、大勢の人間がせわしなく動いている。ワンルーム型で、それほど広くない部屋の奥。


    ベランダに続いているだろう、カーテンが開いた窓際の光景に、杉田は目と口を大きく開く。


    床から少し浮いている、ぶらりと、紐で吊られた体。遠目からでも、事切れたホトケだと分かった。


    杉田は顔を下に向け、息を止める。ハンカチを取り出すより先に、小さく聞こえた。


    「そんなに、大きな声を出さなくても聞こえていますし、もう一度、言います」


    顔を上げ、ホトケのすぐそば、柳下たち三人に取り囲まれたリリコに気付く。


    「ホトケは、自殺体ではありません」


    リリコの声から少し経ち、部屋の中に大きな笑い声が響きだす。


    「あんた、メガネ屋行ったほうがええで」


    柳下の言葉に、後ろのふたりも笑い出す。


    「では、あなたは、耳鼻科に行ったほうがいいですね」


    リリコの言葉に、柳下が口を閉じる。


    「捜査に支障をきたす前に、鼻を治したほうがいいです」


    「……てめえ!!　誰に向かって、口きいとるんや!!」


    そう叫び、柳下がリリコの正面に立つ。１９０㎝近くある、厚い体の胸の前にある顔。下がる事なく、柳下に向けられている。


    杉田は、慌てて、ふたりの間に入ろうとした。だが、床にあった服に足を滑らせる。


    「京大!!　この女邪魔やから、連れて帰れや!!」


    顔を真っ赤にした柳下が、杉田を見下ろし叫んだ。


    「行きましょうか、杉田さん。これ以上は、お話が出来ないようです」


    リリコが上から手を差し伸べる。杉田は冷たい手を取り、床から立ち上がった。


    「京大!!　送ったったあと、すぐに戻ってこいよ!!」


    狭い背中を追う杉田に、柳下が叫ぶ。「はい」と振り返り、鼻をひくつかせてから、扉から出た後ろ姿を追った。


    「待って下さい……」


    階段を足早に降りるリリコの隣に、杉田は追いついた。


    ホトケを前にしても、柳下に怒鳴られても変わらなかった横顔。それを見ながら、杉田は次の言葉を探す。ふたりは口を開かず、マンションを出た。


    「おかえりなさい。早かったね」


    助手席に座ったリリコに、松波がのんびりとした言葉をかける。車内に入り、杉田は、後ろに向き「すいません」と小さく言った。


    ……頼むって言われたのに、……めっちゃ怒られる……。


    「杉田君、ありがとう」


    「へっ？」と、杉田は、下げていた顔を上げる。


    目の前には、予想に反し、柔らかい笑顔があった。


    「梅林寺さん。柳下さんは、桜田(さくら　だ)さんの十倍手が早いんですよ。無事で良かったですね」


    松波の声に、リリコは返事をしない。


    「杉田君、府警に戻ってくれるかな」


    「はい」と言ってから、杉田は前を向く。シートベルトを締め、車を発進する前に、ちらりと横を見る。


    やはり、リリコの横顔は無表情なままだった。


    　


    　　３


    　


    車内は無言で、行きよりも重い空気を感じながら、杉田はふたりを大阪府警本部に送った。リリコは、何も言わず車を出て、松波は、「ありがとう」ともう一度言った。


    ふたりの後ろ姿に大きく息を吐いた後、すぐに杉田は現場に戻る。柳下たちと、実況見分、近隣住人らへの聴取、遺体発見者たちへの聞きこみ。


    全て終わったのは、午後三時すぎだった。府警に戻る前に、遅い昼食をとる為、本町駅近くの定食屋に四人で入った。


    「なんやねん、あの女!!」


    セルフサービスのお冷(ひや)を、杉田が人数分テーブルに運んだ。すでに、席の三人は盛り上がっている。


    「東大出のキャリアなんか、現場で役に立つか!!　あいつら、さっさと、捜二に行ったらええんや!!」


    客が少ない店内に、柳下の大きな声が響いた。


    大阪府警本部に、一日にかかってくる１１０番の電話は３５００件。


    日本で一番軽犯罪が多いと言われ、それを払拭するよう、犯罪撲めつと抑止に力を入れている。そのため、捜一の現場の刑事は、酷使されていた。


    「ほんまっす。てか、注文したのまだっすかね」


    丸いパイプ椅子から、大きな尻をはみ出している田淵が言った。隣に、杉田は体を小さくして腰かける。


    「ほんま、ほんま。もうちょっと色気あったら、可愛がったげてもいいんですけど」


    柳下の隣に座る山上が言った。隣に居た薄い体を思い出し、確かにと杉田は思う。


    ……色気の前に、……色々、普通の女の子とちゃう……。


    「山上!!　お前、何、同僚をやらしい眼でみとんや!!」


    「って、杉田君が言うてました」


    「えっ」と、驚いた杉田に、柳下が口を大きく開いたときだ。テーブルの上に、四人が注文した品が置かれ出した。


    田淵は、ラーメンと大盛りのからあげ定食。柳下と山上はカツ丼。三人は、がつがつと食べ始める。


    「京大!!　はよ、食べろや!!　まだ捜査終わってへんぞ!!」


    柳下に言われ、杉田は、目の前のざるそばに箸をのろりと動かす。


    「杉田君、まだホトケさん慣れへんの？　あかんで、刑事は……」


    山上の言葉途中で、杉田は「すいません」と席を立ち、トイレに駆け込んだ。便器に顔を突っ込み、げえげえと声を出す。


    刑事になって二年目。


    杉田は、仕事上、致命的な欠点があった。遺体の匂いを嗅ぐと、しばらく食べ物を受け付けなくなってしまう。


    刑事になりたてのころに経験した、一家心中の現場。夏場の、三日経った遺体の匂いは強烈だった。それがトラウマになり、まだ克服出来ていない。


    先ほどの密封された部屋での匂いを思い出し、また、胃液が上がってきたとき、


    『では、あなたは、耳鼻科に行ったほうがいいですね』


    平坦な言葉が、耳に再生される。すっきりするまで声を上げ、杉田はハンカチで口をふきながらトイレを出た。テーブルに戻ると、三人は食べ終わっている。


    「ホトケさんの解剖結果出たらしいから、さっさと帰るで!!」


    「柳下さん……、ホトケの死亡推定時刻と、……発見時刻って、同じでしたか……？」


    柳下が目を開き、杉田は上がってくるものを堪(こら)えた。


    　


    　　４


    　


    「それで、分かったんですか？」


    「死斑の様子から、死後三時間は経過していました。何か仕掛けがないと、あの狭いワンルームの窓と扉が全て閉まった密室なら、春先だとしても、もっと匂いがあるはずです」


    ぐつぐつと、湯気が上がる鍋からは鰹ぶしのいい香りが漂う。それを挟んで、松波とリリコが向かいあう、広く清潔なリビング。野菜を鍋に入れながら、松波が口を動かす。


    「死斑の状態もですが、死体の匂いなんて、なんで梅林寺さん知ってるんですか」


    「アメリカで、犯罪学を学んでいるときに、死体マニアの知り合いが居たので」


    「それ、深く聞いたら、ヤバい話になりますか？」


    「ホトケの顔にうっ血は見られませんでした。絞殺体ではなく、首つり体という証拠です。違いは、椎骨(つい　こつ)動脈が塞(ふさ)がれているかどうかです」


    ヤバいんですねという松波の声に応えず、リリコは続ける。


    「首つりは、もっとも簡単な自殺方法です。椎骨動脈と頸(けい)動脈を同時にふさぐと、瞬時に脳への血液供給が止まり、死に至ります。きちんと角度さえついていれば、首にかかる力は体重の20％で可能です」


    松波は、手を動かしながら黙って聞く。


    「匂いと死斑の相違に、首つりの自殺体には、あり得ない点がありました」


    「現場で、梅林寺さんしか、気付かなかったんですね」


    　リリコは頷き、口を動かす。


    「頸動脈を完全に遮断しても、意識は十秒間あるといわれてます。その間、よほどの意志がなければ、苦しさから縄をほどこうとします。ホトケは、首も爪も綺麗な状態でした。なのに、髪の毛が、縄に挟まっていたんです」


    　松波が首を傾げ、リリコは続ける。


    「特に後ろ髪が、相当量縄に挟まっていました。自殺者は、凶器であるロープの威力を充分発揮させる為、髪の毛を挟まないよう細心の注意を払うんです。死を覚悟した心理で、致死率と確実性を高める為、少しでも凶器と接しようとすると学びました」


    「さすが、梅林寺さんですね」


    「検死の結果が出れば、あの方たちに納得して頂けるはずです。松波さんから、説明お願いしますね」


    「その看破、現場で披露すれば良かったのに」


    「松波さん、もう、おうどんも入れてしまうんですか？」


    質問で返され、松波は一旦口を閉じた。


    「はい、これが、大阪名物『うどんすき』です」


    ほうほうと、リリコは説明書の紙を読み始めた。松波は、小さく息を吐いてから、鍋に具材を入れていく。


    「意外です。松波さんが、お料理されるなんて」


    土鍋のフタをし、グラスでビールを飲む松波に、リリコが言った。


    「実家でやらせてもらえなかったんで、楽しいですよ。それに、これ、取り寄せですから。全部材料も切ってあったし、煮るだけですからね。梅林寺さんが、外食したくないって言うから」


    「歓迎会など、必要ないと言いましたよね」


    「そんな寂しいこと言わないで下さいよ。これから、毎日いっしょなんですから」


    「今日のように、出迎えはいりません」


    松波は、思い出し笑いをする。


    「あれ、一回言ってみたかったんですよ」


    現場から大阪府警本部に戻り、松波は会議に出席し、リリコは日勤の定時上がりで自宅に帰った。


    中之島駅近くの川沿い、辺りで一際目立つ、四十階建ての豪華なマンション。神戸のときよりも厳重に守られたエントランスを抜け、三十二階の部屋の扉を開けると鍵が開いていた。


    パタパタと奥から聞こえる音に、ポケットに手を入れ待つ。


    『おかえりなさい。お風呂にしますか、ご飯にしますか、それとも』


    扉が中から開き、現れたのは、エプロンをつけた松波だった。セリフの途中、リリコは『お風呂で』と答え、松波の横を通って部屋に入った。


    「先にいらっしゃってる時は、連絡を下さい」


    「梅林寺さんて、普通の服も持ってるんですね」


    松波は、白いＶネックのニットに、黒いタイトスカート姿のリリコに言う。風呂上がりだが、髪の毛は乾かされ、いつもどおりすっぴんだった。


    「ゴスロリより、そういうほうが、竹さん好きだと思いますよ」


    少しして、リリコの顔が真っ赤に染まっていく。面白いなと思いながら、松波はフタを取った。


    「出来ましたよ。食べましょうか」


    リリコの前に、松波は取り分けた小皿を置く。


    「梅林寺さん、お酒呑めないんですか」


    「上司命令なら。ところで、こんな資料は、いりません」


    松波はグラスにビールを注ぎ、顔色が戻ったリリコの前に置く。


    「じゃあ、上司命令です。とりあえず、食べましょう」


    松波は「いただきます」と言い、箸を動かし始める。


    「後でいいのに」


    「命令なので」


    そう返し、リリコはテーブルにあった紙の資料をめくっていく。


    「柳下警部補って、五十歳に見えませんよね。おっきな桜田さんて感じで。あっ、そこにありませんが、田淵巡査部長って、三十八歳ですが軽度の糖尿病です。ふたり１８０㎝越えてるから、貫禄がありますよね」


    大阪府警捜査第一課第四係の面々の、詳細な情報が書かれた資料。リリコは、返事をせずに読み進めていく。


    「山上巡査部長って、三十一歳で、すでにバツイチなんですよ。社内でも有名な女の子好きなんですって、気を付けて下さいね」


    「松波さん、黙って下さい。集中出来ません」


    顔を上げたリリコに、ゆるんだ顔をした松波が続ける。


    「杉田巡査部長は、いかがでしたか？」


    「質問の意味が分かりません」


    「明日から、僕は現場に行けません。柳下さんたちは無理なんで、梅林寺さんは、杉田さんと、これから行動をともにして下さいね」


    少ししてから、リリコは返す。


    「それは、上司命令ですか」


    「はい」と答え、松波はグラスを傾けた。


    「梅林寺さん、すぐ、暴走するから。でも、杉田君なら、任せて安心です」


    「しませんよ。約束を……」


    リリコが途中で言葉を止め、松波がにやりと笑う。


    「ふたりは、仲が良くていいですね。うらやましいです」


    目の前の顔が、どんどん赤くなる。固まったリリコを眺めながら、松波はひとりで鍋を平らげ、グラスを空けていく。


    食後、片付けをひとりで終え、「また、明日」と残し、松波は部屋を出て行った。やっとひとりになれた部屋で、リリコはソファに寝転ぶ。


    ……四ヶ月ぶりの出勤は、……思っていたよりも疲れた……。


    目を閉じると、眠気が襲ってくる。それを、今日嗅いだ死臭が邪魔した。ほとんど食べていないので、ムカつきは感じなかった。


    弱くなったと、思ったときだ。ソファの脇に置いてある鞄から、震える音が聞こえた。


    リリコは起き上がり、携帯を取る。


    『お前、電話出ろよ』


    通話を取ると同時に、リリコは立ち上がった。


    『おい、聞こえてんのか』


    「さっきまで、松波さんとご飯を食べていたんです。食事中に、電話は取れないでしょう」


    『何食べた。ちゃんと食べたのか』


    質問に答えず、リリコは窓まで移動する。


    『おい、聞こえてんのか!?』


    「聞こえてますよ。大きな声、出さないで下さい」


    ベランダに出ると、まだ少し冷たい春の夜風が体を包む。熱い顔にちょうどいいと、リリコは思った。


    「松波さんが、『うどんすき』というのを作ってくれました。ちゃんと食べました」


    『嘘つくな。松が、あんまり食べてなかったって言ってたぞ』


    「竹山さん、知ってるなら聞かないで下さい」


    竹山の声が聞こえなくなる。眼下に広がる、神戸よりもごちゃごちゃしている大阪の夜景を見ながら、リリコは声を待つ。


    『ちゃんと食べろ。ぶっ倒れんぞ』


    「はい、気を付けます」


    『暴走して、松に、迷惑かけんなよ』


    「はい、気を付けます」


    『……ちゃんと、約束、守ったんだな』


    リリコは返せず、『早く寝ろ』と言って、竹山が電話を切った。携帯を耳から離し、リリコは手すりに額をつけた。


    「……本当に、保護者ですね」


    冷たさを感じながら、つぶやく。


    「さっさと、ヤってしまわないからですよ」


    後ろからの声に振り返り、リリコは右眉を上げる。隣に並んだ松波が、笑顔で口を動かす。


    「『カオル君』の事件から、ずっといっしょで、時間はあったのに」


    「……私は、四年同じ女性に振られ続けている、松波さんのように強くありませんから」


    「僕が、梅林寺さんと同じ立場なら、もう、警察官やめてますよ。見返りがあるかどうかも分からないのに、なぜ、大阪に来たんですか」


    「松波さん、竹山さんに、私の様子を報告するのやめてもらえますか」


    「聞きましたよ、約束」


    　リリコは視線を外さず、松波は続けた。


    「自殺方法の研究をやめて、捜査中、知識をひけらかさない。周りに迷惑をかけず、同僚と仲良くしろ。竹さんらしいですよね。今後、報告はしませんから、僕にはお願いしますね」


    「松波さん、竹山さんに、余計なことは絶対に言わないで下さいね」


    「竹さんに言った、警察官続ける理由。自分の事って気付いてないですよ」


    ふたりは無言で見つめ合う。


    「言いませんよ。兵庫県警の本部長さんの命令ですし」


    松波の言葉に、リリコは口角を上げ、いつもの無表情に戻る。


    「安心して下さい。僕は、陰ながら梅林寺さんのサポートをさせてもらいますから」


    「よろしくお願いします」と、リリコは松波に頭を下げる。


    「通常の捜査は、ほどほどで構いませんから。梅林寺さんは、カオル君の裏に居た人物を、暴走しない程度に追って下さい」


    「分かりました」とリリコが顔を上げる。目の前に、真面目な表情があった。


    「それに、竹さん、まだ終わってないって知ったら、今度こそ、壊れちゃいますよ」


    少ししてから「そうですね」と、リリコが言った。


    「すべてを思い出してから、梅林寺さんが思ってる以上に、十年前の事件と、藤井(ふじ　い)さんのこと悩んでますから」


    「分かってます。だから、大阪に来たんです」


    松波が、大きく目を開く。


    「でも、連絡をとらない選択はできなかったんですね」


    にやりと笑った顔に、今度はリリコが少し目を開いた。


    「意地悪でしたね、すみません。鍵、替えないで下さいね。僕が合鍵持ってるのも、毎日、梅林寺さんの様子を見ることも、上の命令ですから」


    「はい、分かりました」と、リリコが言った。松波は、「おやすみなさい」と言って、部屋を出て行く。


    しんと静かになった部屋で、リリコはソファに座る。目を閉じ、先ほどまでの松波との会話を反すうする。四ヶ月前、冬のプールでの光景が広がる。


    銃で、初めて人を撃った感触が、両手にびりびりとよみがえった。


    事情を全て知っている松波が、心配するのは当たり前だとリリコは思う。


    ……一週間前、竹山さんは兵庫県警に復帰した。


    もう、関係を絶ったほうが、いいんだろう。甘えていては、捕まえることはできないだろうから。


    ……十年前の事件を起こした、本当の犯人を……。


    四ヶ月前、『カオル』が命令し、風間(かざ　ま)に荒らされた部屋。


    そこにあった久しぶりのラブレターには、水族園ではなく、プールへの待ち合わせ時間があった。


    竹山もいっしょにとあったが、ひとり赴いた。リリコは『カオル』の正体を知り、交渉を持ちかける。


    ――竹山さんが、ここにたどり着けたら、殺さないと約束して下さい。


    ――その代わり、目の前で自分を好きにしていいですよ。


    『カオル』は、竹山を撃つのを条件に許した。『そうすれば、竹山さんは死にませんが、完全に壊れます』という、リリコの言葉があったからだ。


    やりとりをしている時、『あの人』に相談してから答えを出すと言った。


    『十年前から協力してくれてる～あの人に～、竹山さんは殺せって言われたんだけど～』


    そう、プールの現場でも言っていた。妄言とも取れたが、カオルの力だけでは不可能だろう。


    十年前も、四ヶ月前の事件も、周到すぎる。決定的になったのは、風間の重たい口から聞きだされた証言だった。


    ――自分のような信者たちとは別に、協力者が居た。


    ――直接は知らないが、『カオル』は、『あの人』に相談してから行動をしていた。


    十年前、風間が参加していた、カオル不在のオフ会。そこでは、ネット上で繋がったカオルの信者たちが集まっていた。


    竹山が入院している間、リリコは、現在の信者たちの動向を調べ、話しを聞いていった。


    容易ではなかったが、『あの人』は、大阪に居たと突き止めた。その過程で、『カオル』が用意し、竹山を撃った銃は、半年前、大阪府警から行方不明になっていたものと知る。


    「不祥事を騒がれたら困りますよね」と、叔父に頼み、リリコは大阪府警本部に異動となった。監視と、自身に危険が及ばない範囲までという条件つきで。


    大阪府警本部の捜二から、捜一に、直属の上司として松波が異動となった。それぐらい、『あの人』が脅威だと、上が判断したからだろう。


    ……私は、疫病神だ。……もう、周りには……。


    そう思ったとき、リリコの手の中が震えた。


    握ったままの携帯に、新着メールがあった。


    


    【寝たか】


    


    短い文面に、リリコは全身の力を抜く。


    「……まだ、九時前ですよ。そっちは、お仕事中ですよね」


    携帯に、リリコは小さく言った。返信の画面を開き、文字を入れる。


    


    【もう、寝ます。死んでません】


    


    約束した文言を入れ、メールを送信する。すぐに、メールが返ってくる。


    


    【おやすみ】


    


    「……死んでたら、メールは打てませんけどね」

  


  
    第２話　ソラに近い

  


  
    　


    　　１


    　


    「ど、動物園とか興味あります……？」


    「ありません」


    「じゃあ、通天閣とかは……？」


    「ありません」


    杉田は、隣にある無表情な横顔に口を閉じた。信号が青に変わり、小さく息を吐いてから車を発進する。


    『杉田君、今日は、梅林寺さんを大阪観光に連れて行ってあげて。楽しませてあげてね』


    そう、一時間前、松波に言われた言葉が耳に再生される。


    「どこか、大阪で観光したいところないですか……？」


    「ありません」


    隣を見なくても、どんな表情か杉田には分かった。ちらりとカーナビの時計を見ると、出発してから一時間あまり。


    大阪府警本部から天王寺駅までなら、十五分程で着くのだが、観光名所が集まっている、大阪駅、なんば駅を通ったためだ。車内には、重い空気がずっと流れている。


    杉田は、リリコが赴任して、一週間経ち、悪化し続ける職場の空気とどちらがましか考えた。


    答えは出ず、車はＪＲ天王寺駅を過ぎようとしていた。


    「あれは、何の建物ですか？」


    思わず聞こえた声に、隣を見る。リリコは、天王寺駅の向かいにある建物を見ていた。


    「あ、あべのハルカスです」


    先月、妹を連れてきたのを思い出しながら、言葉を重ねていく。


    「最近出来て、横浜のビルを抜いたらしいです。確か、地上３００メートルの展望台があって、ガラス張りで、大阪の市街地だけじゃなく京都タワーまで見えるみたいで……」


    「行きたいです」


    こちらを見ずに言った言葉に、杉田は驚く。慌ててハンドルを切り、天王寺駅の隣にある駐車場のビルに入った。四階に車を停めると、リリコは先に降り、すたすたと進んでいく。


    「待って下さいよ……」


    エレベーターの前で追いつき、杉田が言った。


    「すみません」


    こちらを振り向かず、リリコはエレベーターに乗り、杉田も続く。一階で降り、杉田は少し躊躇(ちゅう　ちょ)してから隣に並んだ。思っていたより低い身長に驚く。


    天王寺駅から、あべのハルカスがある近鉄百貨店にかかる横断歩道。信号を待ちながら、杉田はちらりと隣を見る。やはり、無表情な顔。


    『お前、エリートかもしらんが、先輩に対する礼儀と、顔の動かし方、どっかに置いてきたんとちゃうか!!』


    今朝の、柳下の大きな声を思い出す。


    リリコが赴任してから、一週間。杉田は、松波に言われたとおり一緒に行動していた。


    鋭い観察眼だけで、事件を解決していくリリコ。現場で、柳下たちの口を閉じ、杉田の常識を覆していく。早期解決のお蔭で、足を動かすことは減っているが、四係の空気は悪くなる一方だ。


    ……柳下さんは言いすぎやけど、……確かに、言葉と表情が少なすぎるわ……。


    そう思ったとき、杉田は信号が青に変わっているのに気付いた。リリコが、すたすたと歩いていくのにも。


    「梅林寺さん。一人で行かないで下さいよ……」


    「すみません」


    隣に並ぶと、リリコはこちらを見ずに言った。杉田は小さく息を吐き、横の早足に合わせて歩く。


    ……エリートを、鼻にかけるところなんてないんやけど。


    しかし、と杉田は思う。柳下たちのような、生粋の大阪人とはそりが合わないだろう。それを決定的にしたのが、今朝の、四係での朝礼だった。


    松波が終わりに何かありますかと言い、リリコがはいと手を上げた。


    『柳下さん。もう少し、小さい声で、ゆっくり喋ってくれませんか。あと、訛りが強すぎて、聞き取れません』


    田淵と、山上が取り押さえるより先だった。動けなかった杉田の隣、柳下がリリコの胸ぐらを掴(つか)んでいた。怒声に、リリコは、言われたとおり顔色を変えず返した。


    『お前は止めて頂けますか。先輩であっても、同僚です。名前で呼んで下さい』


    口を大きく開いた柳下を、田淵と山上が部屋から退散させた。


    その様子を、目を大きく開き、見ていただけの杉田。小さく笑う声が聞こえ、笑顔の松波に、リリコを頼まれた。


    「あ、梅林寺さん、こっちからのほうが……」


    今朝の攻防を思い出していると、少し先を歩くリリコは、百貨店に入っていった。杉田は、狭い背中に続き、ぶわりと化粧品売り場の匂いに包まれた。


    きつい匂いに、顔をしかめる。上りのエスカレーターに乗り、杉田はポケットからハンカチを取り出す。


    「気分が悪いんですか」


    「へっ」と顔を上げると、一段先からリリコがこちらを見ていた。


    「あ、いえ。きつい匂いが、苦手なんです……」


    「そうですか。すみませんでした」


    そう言って、リリコは背中を向ける。杉田は開いている口から、言葉を取り出せなかった。二階に着き、リリコはエレベーターへと進み、杉田はそれに続く。


    「杉田さん。展望台に、すぐに行って構いませんか」


    「はい」と返し、ふたりでエレベーターに乗る。ガラス張りになっている奥の壁は、上昇していく景色がよく見え、杉田は階数を見るようにした。隣に居るリリコは、振り返り、景色をじっと見ている。


    ……何を、考えてるんやろう。


    答えは出ず、エレベーターは売り場に止まりながら、十四階に着く。壁や天井にある案内に従い、長いエスカレーターを、無言でふたりは上がっていった。


    美術館を併設した、展望台に向かうエレベーターがある十六階は、平日だが人で溢れている。だが、先月、杉田が妹と訪れたときは休日で、倍以上の人間が居た。


    展望台に上ると言い出した妹は、行列に耐えられないと諦めてくれた。状況と相手から、今日は、逃れられそうにない。


    眺めが見える透明な壁の向こうを、杉田は見ずに、リリコに続いて、チケットカウンターへ向かう。


    「えっ、二階じゃないと、買えないんですか……？」


    カウンターの女性が、申し訳なさそうに笑う。杉田が隣を見ると、リリコが無表情で固まっている。


    「梅林寺さん、買ってくるんで、待ってて下さい……」


    そう言って、杉田は、長いエスカレーターに戻る。


    ……目が、少し大きくなってたよな……。


    そう思いながら、両足を動かし、エレベーターで二階に降りる。扉が開くと同時に、また、キツイ匂いが鼻を突く。なるべく息をしない様、チケットカウンターの案内に従って進む。


    杉田はふたり兄妹で、二歳下の妹は、リリコと同じ歳だ。


    兄を兄として慕わず、ワガママで、自分のぶんを横取りした様に感情の起伏が激しい。それに、幼少の頃から付き合わされ続けた。


    『ちゃんと調べて、連れて来てよ。さっさと、チケット買ってきてや！』


    と、今の状況なら言われているだろう。


    ……あれで、保育士というのやから、恐ろしい。


    そんな事を思いながら、チケットを購入し、行きとは違う、教えてもらった十六階まで直通の高速エレベーターに向かう。


    ……歳は一緒やけど、全然ちゃうわ。


    感情を素直に出されると、困る時もあるが、楽なのだ。リリコとともに、行動する様になって気付いた。いつも無表情で、何を考えているか分からない人間は、怖いというのも。


    「……きゃっ!!」


    ぼんやりとしていた杉田は、横から向かってきた人間に気付かなかった。ぶつかり、床に、学生鞄が落ちる。


    「あ、ごっ、ごめんなさい！」


    「いえ、こちらも」と言い、ブレザーの制服を着た女の子がしゃがむ。杉田も一緒に、こぼれた中身を拾う。受け取った女子高生は、友達と一緒に百貨店の中に入っていった。


    後ろを向き、ぺこりと頭を下げた顔に、杉田も頭を下げる。すると、床に、まだ残っているものがあった。


    「あのっ……」


    顔を上げると、姿は見えなくなっていた。ふうっと、息を吐いて、拾い上げポケットに入れた。と、同時に、反対のポケットが震える。


    『おい!!　何、呑気にエリートに付き合ってんや!!』


    通話を取ると同時に、柳下の大きな声が聞こえた。


    『さっさと、戻ってこいや!!　さっき、ホトケが発見されたんや!!』


    「分かりました」と言うと、お前ひとりで来いと言ってから、柳下が通話を切った。杉田は私用の携帯をポケットに戻し、深く息を吐く。とりあえずと、足を動かした。


    教えてもらった高速エレベーターに乗ると、十六階まですぐだった。辺りを見回す。狭い背中と、無表情な顔が見当たらない。もしかしてとガラスの向こう、緑が茂る庭園を見る。


    ベンチにぽつんと座る、小さな姿。杉田は、少し経ってから足を動かした。


    「梅林寺さん、遅くなってすいません……」


    辺りを見ない様、リリコの隣に立つ。透明な壁に囲まれた庭園は、吹き抜けで、頭上には雲のない晴天。


    地上とは違う、春先の澄んだ風が吹き、緑の葉を揺らしている。周りでは、子ども達が楽しそうに走りまわり、皆、ガラス越しの景色を眺めている。


    そんな大多数の人間が気持ち良く感じる空間が、杉田には、恐怖だった。


    「杉田さん、顔色が悪いです」


    「大丈夫です。行きましょうか……」


    ……どうして、高い建物の壁は、ガラス張りなんやろう。


    下を向きそうな杉田の隣に、リリコは立つ。伸びてきた、細い腕。顔の前に出されたものに、全てが吹き飛ぶ。


    「さっき、落とされましたよ」


    向けられている、写真に収められた笑顔。「あ」という言葉を何度か呟き、杉田は自分の定期入れを受け取った。


    「行きましょうか」


    リリコは背を向け、すたすたと庭園を出ていく。杉田は、放心しかけた頭を振り、後を追いかけた。入場ゲートを通り、ようこそという声を遠くに聞きながら、高速エレベーターに乗り込む。


    「杉田さん、壁、綺麗ですよ」


    小さな声に、言い訳を考えるも、何も出てこない頭を上げる。杉田は、思わず、「わ」という声を漏らした。薄暗い中、目の前の黒い壁に無数の輝く丸。ぐうんと、上昇するのに合わせ、瞬く光が天に走っていく。


    「宇宙みたいですね」


    隣の顔を見ると、無表情だった。だが、声は、少し弾んでいる様に聞こえた。「そうですね」と返し、杉田は、人工の光に見入った。


    普通、展望台に向かう施設のエレベーターなら、景色が見える様透明のガラス張りだ。こんな演出もあるのかと見入っているうちに、展望台に着いた。


    「六十階に到着です。ようこそ、天上回路へ」という声の後、扉が開く。眩しい光に、杉田は目が痛くなり、焦点が合ってから絶望した。


    「杉田さん、行きましょう」


    そう言って、リリコはすたすたとエレベーターを出る。天上回路と言われた場所は、天井と床以外、全てが透明なガラスだった。


    六十階からの眺めが、どこからでも見れるためだろう。逃げ場所がないと理解し、杉田は顔を下に向け、外に出た。


    ……風は感じない。


    先ほどの庭園よりはましだ、見ない様にしていても、想像が出来てしまうから。そう、自分に言い聞かせ、周りを見ない様にリリコの背中をゆっくり追う。


    「……何、してるんですか！」


    幅広通路の一番奥、追いついたリリコは、ぺたりと透明な壁に体をつけた。


    「危ないですよ！」


    「何言ってるんですか。これぐらいの体重に耐えられない様な造りに」


    顔を上げてしまった杉田に、リリコは途中で言葉を止めた。


    「杉田さん、高所恐怖症なんですね」


    真っ白な顔に、リリコが言った。杉田は顔を下に向け、透明になっている床に飛びあがった。


    「すみません」


    そう小さく聞こえ、体が後ろに引っ張られる。杉田はずるずると引きずられ、すぐ近くのベンチに座らされた。


    「気分が悪いですか」


    「……すいません」


    杉田は、顔を床から離さず言った。


    「情けないですよね……」


    死臭もだが、自分には、苦手なものが多すぎる。そう思い、自己嫌悪に全身包まれそうになったとき。


    「苦手なものは誰にでもあります」


    そう聞こえ、顔を上げる。


    「付き合って頂き、すみませんでした」


    何の感情も、浮かんでない。だが、まっすぐにこちらを見ている顔は、怖くなかった。


    「……いえ、こちらこそ」


    　そう言ったあと、杉田は、言葉が思いつかない。


    「この間の自殺体について、松波さんから説明はありましたか」


    「……あ、はい。写真だけで看破出来るなんて、やっぱり、松波さんて凄い人なんですね」


    　検死の結果もあり、柳下たちは大人しく聞いた。現場に足を入れなかった松波を、睨みつけてはいたけれど。


    「あのホトケは、生きる意志がありました」


    　リリコが、前を向いて口を動かす。


    「冷蔵庫に数日分の買い置き、洗濯機は空。部屋は、日常生活を送るに支障が無い程度には、片付いていました」


    　横顔を見ながら、柳下たちが、現場でちょろちょろしやがってと言っていたのを思い出す。


    「あんな風に首を吊る精神状態では、なかったはずです。死を決意するには、強い意志が必要なんです。明日を考える余裕など……」


    　明らかに、リリコが言葉を途中で止めた。杉田は、何も言えず、ごくりと喉を鳴らす。


    「杉田さんは、ご長寿の家系ですか」


    　突然の質問と、こちらに向いた顔に、杉田は返せなかった。


    「長生きについて色々調べたのですが、健康に配慮していても、寿命は、遺伝子で決まってしまうそうです。体に悪いとされている行為をし、節制をしなくても、長生きをされる方はズルいですよね」


    　杉田が「はあ」と返し、リリコは言葉を重ねる。


    「どれぐらい生きられるか、病院で調べる方法があるらしいです。仕事が落ち着いたら、行ってみようと思います。話は変わりますが、定期入れにあった写真は、杉田さんの恋人ですか」


    予期せぬ質問に、杉田は、徐々に顔を赤く染めていく。


    「いいですね。写真を持ち歩くぐらい愛されていて」


    「……違うんです！　彼女じゃなくて、僕は、いちファンで！」


    大きな声に、周りの人間の目が向く。どれが恥ずかしいか分からないが、杉田は顔を下に向けた。


    「あの写真、盗撮ではなかったですよ」


    「……ブロマイドですから。……あの子は、アイドルなんです……」


    「なるほど」


    そう言って、リリコからの声はなくなった。しばらくしても無言な隣に、杉田は口を開く。


    「……キモいですよね」


    先月、彼氏と別れて暇だからと、一人暮らしの部屋にいきなり遊びにきた妹。隠せなかった品々を見て、説明をさせられ、


    『十七歳のアイドルが好きで、ライヴ通ってるとか、めっちゃキモい』と散々なじられた。


    二十六歳で、社会人の男が何やってるんだ、と自分でも思う。それに比べ、キャリア警察官候補のリリコは、立派な人間だ。


    ……不快にしか、思われていないやろうな。


    「じゃあ、同じ事をしている私も、キモいですね」


    少ししてから、顔を上げ、杉田は隣を見た。


    「……梅林寺さんも、……アイドルが好きなんですか？」


    「いえ、そうではなく。写真を」


    明らかに、言葉途中でリリコが固まった。小さく口を開いたまま、顔が真っ赤になるのを、杉田は目を開いて見ていた。


    「……お手洗いに行ってきます」


    いつもより早口で言い、リリコが立ち上がる。背中を向け、すたすたと歩いていく姿。小さくなるのを見ながら、杉田は、自分も頬が熱くなっているのを感じた。


    ……言葉と表情、あるやん……。


    片手で頬を触り、床を見ながら、杉田は思った。


    国家試験に落ち、警察官として欠点だらけの自分。劣って見えるだろうに、見下す態度は一切ない。それどころか、馬鹿にせず、共通点があると言った。


    ……アイドルちゃうなら、彼氏の写真なんかな……。


    そう思い、杉田は、自分をキモいと思った。
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    床を見るのにも飽き、杉田は、私用の黒い携帯を取り出す。


    『すみれ色のため息』というブログのブックマークを開き、数時間前にエントリーされた日記を読む。


    新曲の作詞をしたという、絵文字が多く入った文章。杉田が持ち歩いているのと同じ、笑顔の写真で締めくくられている。六十階に居るだけで、生きた心地がしないが、マシになった。


    顔が緩んでないか、杉田は頬を触った。熱さは、もう引いている。


    「遅いな……」


    すっぴんの顔に、化粧直しはいらないだろう。お腹を壊しているのかと、十分以上、じっと待っていた。そういう気の遣い方は、ありがたくないが、妹で慣れている。


    ……梅林寺さんの彼氏って、どんな人なんやろ……。


    そう思ったとき、画面が着信を知らせた。こんな高い場所でもつながるのかと驚き、耳から少し離して通話を取る。


    『おい!!　さっきから仕事の電話取らんと、何してんや!!　早く戻って来いや!!』


    柳下の怒声に、耳の奥がキンと痛んだ。


    「すいません……、もう、戻りますから……」


    杉田はそう言いながらポケットを探り、仕事用の携帯を、車に置いてきたのに気付く。


    『早(はよ)せえや!!　鑑識の結果まだやが、今日のホトケ、一週間前の、靭(うつぼ)公園のマンションのホトケと、状態が一緒なんや!!』


    ひゅうっと、杉田の背中が冷たくなった。


    『忙しなるから、早く帰って来いよ!!』


    「はい」と言い、通話を切ると、鼻の奥に匂いが蘇ってきた。杉田は立ち上がり、トイレの看板を探し、足早に向かう。トイレの壁もガラス張りだったが、それよりも、個室に入るほうが先だった。


    フタを開け、顔を突っ込んで声を上げる。


    ――一週間前、大阪府警本部に収容された遺体。


    監察医の説明のもと、杉田はじっくり見分した。自殺体と見られていた遺体に、おかしな点があった為だ。


    靭(うつぼ)公園の遊歩道の正面に、発見されたマンションは建つ。公園は、早朝からジョギングや散歩をする人間が多い。少し見上げれば、カーテンが開かれた窓がよく見える。


    第一発見者は、発見日の午前九時、犬の散歩中に見つけた。しかし、死亡推定時刻は一日前。


    聞き込みの結果、発見日の午前九時前に、遺体を見たものはいなかった。部屋の中は、遺体の指紋のみ。窓も玄関の扉も、内から鍵がかかっていた。


    状況から自殺体と判断出来るが、発見時間と松波の看破から、他殺の線でも捜査を行っている。


    通常の現場と合わせ、柳下たちは、生前の人間関係を探っていた。それを、リリコには言うなと、杉田は柳下に言われている。


    便器から顔を上げ、気持ち悪さを誤魔化す為、事件の概要を思い返していたとき。ポケットが震え、慌てて取り出す。


    『……娘を、さらった。……返して欲しかったら、あべのハルカスの展望台に来い。警察に通報すれば、娘をすぐに殺す』


    杉田が言葉を返す前に、通話が切れた。手の中には、ピンク色の携帯。杉田のものではない。


    チケットを買った直後、ぶつかった幼い顔を思い出す。一週間前に見た、自殺体の白い顔が、それに重なる。


    「……どうしたら……」


    ……柳下さんたちに、連絡をした方がいいやろう。


    そう思い、自分の携帯を取り出す。電源を入れると、ぴーっという音とともに落ちた。最悪だと、黒い画面を眺める。ピンクの携帯を使おうと思ったが、柳下の番号が分からない。


    大きく鳴っている胸を押さえ、杉田は個室を出た。


    ……落ち着け、……まずは、職員に声を掛けるんや。


    そう思い、足早にトイレを出た途端、視線が低くなった。


    「……なんで、こんなときに」


    尻を床についた杉田は、ぼそりとつぶやく。


    「……こんなとこに、落とさんとってよ」


    少し先にある、足を滑らせた小さな体を手に取る。視線の先、展望台へのチケットを見て、杉田は目を開く。


    「なんで……」


    小さくつぶやくと同時に、ポケットが震えた。チケットの代わりに、ピンクの携帯を手にし、通話ボタンを押す。


    『無駄な抵抗はせず、凶器を捨てて、女子をこちらに渡しなさい』


    聞こえた声に、杉田は心臓が止まりそうになる。うるせえ、だまれという大きな声の後、リリコのいつもより大きな声。


    『こんな、トイレからすぐの倉庫で大声を出すと、誰か来ますよ』


    立ち上がり、辺りを見回す。男子トイレと、女子トイレの間に杉田は居る。


    『従業員用扉は、鍵が掛かってないんですから』


    真ん中に通る廊下をゆっくり進むと、女子トイレ側の壁に見つけた。


    『従業員用口』と札がある、少し間が開いた扉。少し迷ったが、杉田は、周りを窺(うかが)ってから中に入る。業務用の大きなエレベーターに、挟まれた部屋。


    左右に扉があり、杉田は、心臓の音が大きくなっているのを感じながら声を待つ。


    『右に何があるか分かりませんが、こちらに人が来たらどうするんですか』


    左のドアを、息を大きく吸ってから開ける。天上回路の溢れる自然光と違い、蛍光灯に照らされた、窓のない廊下が先まで続いている。


    『二番目の倉庫に隠れるなら、一番奥まで行った方が良かったのではないですか』


    幸い、ドアは片側の壁にしかついていなかった。杉田が、ノブに手を掛けたときだ。


    どさりと、大きな音が、リリコの声の代わりに聞こえた。


    杉田は、動きを止める。


    ……このまま、……中に入っていいんやろか。


    今、持っている、ピンクの携帯を落とした女子高生。人質として、拘束されているのだろう。そして、なぜか、リリコが犯人と対峙している。


    ……多分、犯人は凶器を持っているんやろう。


    杉田は、今、対応出来る様なものは持っていなかった。警察学校でも、大阪府警本部に赴任してからも、護身術など武術は習っている。だが、現場では、柳下たちの後ろに居て、役に立てた事はなかった。


    杉田が迷っていると、大きな叫び声が耳に響いた。来るなという声のあと、平坦な声が聞こえる。


    『そんな様子で、人は殺せませんよ』


    どんっと、心臓が鳴った。


    携帯を強く握り、ノブにある手を動かす。ゆっくりと開き、見えた光景に、両目を大きく開いた。


    「残念ですね。私は、殺されても良かったのに」


    中から聞こえた声に、携帯を下ろす。乱雑に段ボールが積み上げられた部屋の中、三人が居た。床にへたり込み、大きく目を開く、呆然(ぼう　ぜん)という表情をした女子高生。


    すぐ傍に、警備員の格好をした男とリリコが居る。


    「杉田さん、手錠を持っていたら、拘束お願いします」


    リリコは、下から視線を逸らさずに言った。杉田は、言葉が出ない。仰向けの男に馬乗りになり、眉間に刃物を当てている姿。


    表情のない横顔を、杉田は、とても怖いと思った。
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    六十階の展望台に、近くの所轄署の警官たちが現れ、辺りの空気は一変した。観光客を押さえ、開けた道。警官に左右の腕を持たれ、顔を下に向けた男が歩いていく。


    「良かったんですか、手柄横取りされて」


    「……手錠持ってなかったですし」


    様子を最後尾で見ている杉田が答える。隣に顔を向け、大きく目を開く。


    「……梅林寺さん！　怪我してるじゃないですか！」


    リリコの胸元に、杉田が大きく声を上げた。


    「大丈夫ですよ、服を切られただけです。これは、古い傷です」


    対照的な顔で、リリコが言う。よく見ると、赤は滲んでいなかった。


    「気にしないで下さい」


    杉田は、リリコの言う通りには思えなかった。切れた白いブラウス。胸元から覗く、痛々しい【×】の大きな印に、目を離せない。


    「……あっ、すいません」


    我に返り、顔を背ける。慌てて上着を脱ぎ、隣に差し出す。


    「着といて下さい……」


    見えたキャミソールを思い出し、顔が赤くなる。無言で受け取られた上着に、ほっと小さく息をつく。


    「……あのっ、刑事さん……」


    後ろから聞こえた声に振り返ると、女性警官に肩を抱かれた女子高生が居た。


    「……助けてくれて、ありがとう……」


    そう言って、女子高生は頭を下げる。隣から一歩踏み出し、リリコが取った行動に、杉田は驚く。


    「頑張りましたね」


    リリコは、両腕の中に女子高生を収めた。少しの間のあと、嗚咽が聞こえてくる。


    「偉かったですね」


    リリコの胸の中、女子高生は深く頭を埋める。その光景に、杉田は何も言えず、目を大きくして見ているだけだった。


    「……あの、これ……」


    リリコにもう一度礼を言い、去っていく時、やっと杉田は声を掛けた。


    「勝手に使って、ごめんね……」


    いえと言い、下を向いた女子高生が、震える手を差し出す。


    ……しまった、……男が、怖いんや。


    杉田は、女性警官に渡せば良かったと後悔した。手のひらにピンクの携帯を乗せ、手をすぐに引っ込める。


    裏に貼ってあった、赤い目のシール。自分を、睨んでいる様に見えた。


    女子高生が連れられていき、杉田は息を大きく吐いた。隣を見ると、自分の上着を着たリリコが、すたすたと歩き出している。


    「梅林寺さん、どこ行くんですか？」


    「観光は終わったので」


    エレベーターに向かう背中に、杉田は黙って続いた。扉が閉まり、二人だけになる。


    「先ほどの事情は、府警に帰ってから報告すればいいそうです」


    黒い壁に、光の粒が、下に向かって滑り落ちていく。


    「……お役に立てずに、すいませんでした」


    隣の顔を見ずに、杉田が小さく言う。


    「立ちましたよ。杉田さんがもう少し遅ければ、私は暴走してましたから」


    隣に顔を向けると、表情は何も浮かんでいない。だが、声の響きが、犯人に対するものとは明らかに違った。


    ……この人、ほんまは……。


    そう思ったとき、エレベーターは十六階に着いた。先に降りた背中に、杉田も続いて降りる。


    「……あの、楽しくなかったですよね……すいません」


    リリコは振り向かず、すたすたと歩いていく。楽しませてあげてという、松波の声を思い出し、杉田は大きく息を吐いた。


    女子高生の身を守ったのはリリコで、自分ではない。上司命令も、仕事も満足にこなせない。


    ……高所恐怖症なのも、……すみれちゃんの事もバレてしまった。


    最悪だと思い、下を向いて歩いていると、どんとぶつかる。


    「杉田さん、少し寄ってもいいですか」


    すぐ前にある背中から、声が聞こえた。顔を上げると、ワゴンの土産物屋がある。「はい」と答えると、リリコは進んでいった。


    杉田も追いつき、少し後ろで様子を眺める。顔を近づけ、土産物を見ている顔。


    ……何を、考えているんやろう。


    どんな場面でも、何も浮かんでいない顔。現場でも、柳下に怒鳴られても、犯人をおいつめていた時でさえ一緒だ。


    ……でも、悪い人ちゃうわ。


    女子高生に対して、顔も声も変わらなかったが、とても適切な態度を取っていた。


    ……あん時、変わってたな。


    赤い顔を、杉田が思い返したとき、後ろから聞こえた。


    「すみません、これ、落としましたよ」


    「え」と振り返ると、すみれの笑顔が目の前にあった。


    「……す、すいません！」


    杉田は、慌てて、定期入れに手を伸ばす。ひやりとした指先と、向こうにある顔に、大きく目を開く。


    「蒼井(あお　い)すみれさん、お好きなんですね」


    そう言って、右目に眼帯をした顔の中、薄い唇が左右に上を向いた。杉田は何も言えず、男を見つめる。


    ……白い、蛇みたいや。


    そう思ったが、目の前の長身の男は、黒いスーツ姿だった。


    「杉田さん、こちらに来てもらっていいですか」


    聞こえた声に、びくりと体を震わせたあと、杉田は振り返る。無表情な顔を見たあと、後ろに向く。


    きょろきょろと辺りを見回した後、杉田は定期入れをしまい、リリコの隣に立った。


    ……どこ、いきはったんや。


    そう思っている杉田の前に、リリコが差し出す。


    「これ、もらったら嬉しいですか」


    丸いプレートに、あべのハルカスが彫られた銀色のキーホルダー。


    「どうですか」


    「……う、嬉しいです」


    まっすぐな両目に捉えられ、ちょっととは言えなかった。「分かりました」と言って、リリコは精算をする。


    ……まったく、読めん……。


    　そう思った杉田に、リリコが先に車に戻って下さいと言った。言われたとおり、あべのハルカスを出て、駐車場にひとり戻った。運転席で腰を深く沈め、大きく息を吐く。


    　刑事になって二年、あんなに、緊迫した状況はなかった。それでもと、リリコの冷静な姿を思い返し、杉田が再び自己嫌悪する前。とんとんと外から窓を叩かれ、全身をびくりと揺らす。


    「お待たせして、すみません」


    　そう言い、新しいシャツを着たリリコが助手席に入ってきた。


    「……早くて、驚きました」


    　上着を受け取り、杉田が返す。


    「私は、自分の服装や買い物に、こだわりがありませんから」


    　言う通り、破れたシャツとの違いが分からない。上着を着ながら、杉田は漏らす。


    「……さっきのは、お土産ですか？」


    シートベルトを締める、リリコの動きが止まった。


    「松波さんには、言わないで下さいね」


    こちらを向いた顔に、こくりと首を振る。リリコが前を向き、杉田は口を閉じた。


    ……やっぱり、怖い。


    杉田は車を出し、府警への道を走り始めた。まだ、一時過ぎなのかと、車の時計に気付く。夜勤明けと同じくらい、もう、今日は疲れていた。


    「杉田さん、ひとつ聞いていいですか」


    突然の隣からの声に、杉田は、びくりと肩を揺らす。


    「……なっ、何ですか……？」


    「杉田さんが、好きなアイドルさんは、どんな歌を歌っているんですか」


    危うく、急ブレーキを踏みそうになった。


    「アイドルは、歌を歌うんですよね」


    「……はい。……携帯に入ってますが、充電がなくて」


    「知ってます。さっき掛けたら繋(つな)がらなかったので、機種は何ですか」


    杉田が答えると、リリコは鞄から充電器を取り出す。シガーソケットと繋ぎ、携帯をと言う。信号で止まり、杉田は素直に差し出す。


    「聞かせてもらえますか」


    繋がった携帯を受け取り、杉田は音楽ファイルを探る。信号が変わり、車を出すと同時に車内に響き出す。


    ……これは、嫌がらせなんか……？


    ぴこぴこした電子音に、高い、アニメに出てくるような歌声。いつもは、通勤中や自宅、すみれが立つステージでしか聞かない。柳下たちには、格好のネタにされるので秘密にしていた。


    「素敵ですね」


    歌に乗せて聞こえた声に、杉田は顔を向けた。リリコは、前を向いている。


    「声と歌詞がいいです」


    聞き間違いではなかったのが、小さく動く口で分かった。


    「……良かったら、ＣＤ貸しましょうか」


    「是非」と答え、くり返しのサビを一緒にリリコが口ずさんだ。杉田は目を大きくし、前を向いた。


    『ブルーラブ』と重なる声に、何を思ったらいいか分からなかった。


    　


    　　４


    　


    「よく、咄嗟(とっ　さ)に判断出来ましたね」


    「あの女の子、素晴らしいです。携帯を落とし、届けられているかもと、犯人にお父さんのものではなく、自分の携帯番号を教えるなんて」


    「いや、女の子もですけど。連れ去るのを目撃して、気付かれないよう尾行。犯人とのやりとりを観察して、ポケットに入れた携帯で、杉田さんに電話。梅林寺さん、冷静過ぎるでしょ」


    「お蔭で、展望台のチケットをなくしてしまいました」


    　そういうの集めてるんですねという松波の声に、リリコは答えなかった。


    「どうして、女の子の携帯番号って分かったんですか？」


    「松波さんは、自分の番号以外覚えていますか」


    「大事な人は。まあ、普通は自分の番号ぐらいですよね」


    そう言いながら、エプロンをつけた松波は、ダイニングテーブルに皿を置く。リリコの家のダイニングに、とんこつスープの匂いが漂っている。


    「松波さん、私、ラーメンあまり好きじゃないです」


    「ラーメンじゃありません。『温(うー)めん』のテールスープです」


    にやりと笑って、松波はパッケージを見せる。


    「『盛岡温めん』です。焼肉屋さんの冷麺の温かいやつですよ。好きな具を載せて食べて下さいね」


    白濁したスープに、平べったい麺が入ったどんぶり。ふたつ置かれた間には、もやしやかいわれ、煮卵、チャーシューが並んでいる。


    「これも、お取り寄せですか」


    「はい、伸びるんで食べましょう。いただきます」


    リリコに返してから、松波は手を合わせる。ずるずると、美味しそうに食べる向かいの顔に、リリコは「いただきます」と言ってから箸を動かし始めた。


    一週間前、大阪に来てから、夕飯はなぜか松波とともにしている。


    定時に上がっている自分とは、仕事量が違うだろうに。わざわざ、夕飯を作って待ち、食べてから府警本部に帰っているのをリリコは知っていた。


    「おいしいでしょ？　漫画で知ってから何回か食べてて」


    松波が、もりもりと、どんぶりに具を載せながら言った。


    「麺がいいんですよね、スープもこってりしてるけどしつこくなくて。梅林寺さん、もっと野菜食べて下さいよ」


    リリコのどんぶりに、どさどさと具材が載っていく。


    「こんなに、いいです」


    「食べないと、竹さんに怒られますよ」


    リリコは、素早く箸を動かし始める。松波は、面白いなと思った。ふたりは無言で、どんぶりを平らげた。


    「今日は私が」と、リリコが後片付けを始める。皿を洗っていると、松波が横に立ちふきんで拭いていく。


    「松波さんて、色々と意外ですね」


    「ああ、よく、食べてるのが想像出来ないって言われます」


    「生活感ありませんから」


    「それも言われますけど、失礼ですよね。ちゃんと食べて、ちゃんとした生活送ってないと、警察みたいな体力がいる仕事出来ませんよ」


    「なんだか、松波さんて」


    水と、言葉をリリコは止めた。


    「何ですか？　怒らないから言っていいですよ？」


    松波に顔を覗き込まれ、答える。


    「もの凄く、まともな人間ですよね。こちらに来るまで、誤解していてすみません」


    目を丸くした後、松波は声を上げて笑う。


    「それは、こちらもですよ。梅林寺さんに、同じ事思ってましたから」


    「そうですか」と返し、リリコはまくっていた袖を直す。


    「逆にありがたいんですよ。監視の名目で、家でご飯作って食べれるから。お取り寄せってひとりぶんないですし、それに、誰かと一緒の方がおいしいです」


    「松波さんが、女のひとにモテるのが分かります」


    「お茶淹(い)れるんで、座って待ってて下さい」


    リリコが言われたとおりダイニングの椅子に座ると、テーブルに置いていた携帯が震えた。


    「気にせずに、返信して下さいね」


    携帯を手にすると同時に、松波が目の前に湯飲みを置いた。元に戻し、手を伸ばす。


    「いただきます」


    「自殺体の件は、柳下さんたちにお任せして、あべのハルカスの件は、杉田君とお願いしますね。明日の休みは、神戸に行くんですよね」


    にやにやした顔に、ずずっとお茶をすする。


    「花房(はな　ぶさ)先生のところで、受診があるので。松波さん今日の」


    「緊急の事件、入らなかったらいいですね。気を遣って、キムチは出さなかったんで」


    　言葉を遮られ、リリコはどういう意味ですかと聞いた。


    「僕も、明日は神戸なんです。梅林寺さんと違って、嫌々でしょうけど」


    「私も、変わりませんよ」


    「あんなに、心配してもらってるのに？」


    リリコは返せず、松波は楽しそうに首を傾げ、お茶をすすった。「明日は、楽しんできて下さい」と残され、リリコは部屋にひとりになった。


    携帯を手にし、指でなぞると、新しいメールが来ている。


    


    【明日、終わったら先に部屋行っとけ】


    


    ぎゅうっとした感触が、全身を包む。


    


    【分かりました。今日も、死んでません】


    


    メールを返してから、リリコは、熱い顔をテーブルに乗せる。目を閉じると、昼間の鈍い光が瞼に浮かぶ。


    やはり、十年前と同じだと思い、熱が冷えていった。
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    「前回同様、痕跡は縄の跡だけです。そして、死亡推定時刻は、第一発見者の通報から、一日前です」


    説明をしながら、監察医は、遺体に掛けられたシートを外す。ハンカチを鼻に当てる杉田は、顔を背けたくなったが、我慢する。


    「べっぴんさんなのに、もったいないなあ」


    杉田の前に居る山上が、遺体の顔をまじまじと見る。


    ……顔を近づけるなんて、よく出来るわ。


    「ふたつの遺体の首に巻いてあった紐は、同じものでした」


    白い皮膚に、ぎちりと紫に変色した痕。それを指でさしながら、監察医は続ける。


    「ホームセンターなどで買えるもので、偶然の一致でもおかしくはありませんが、カーテンレールにくくりつけられた結び目も同じでした。あと、ふたつの遺体は、脳内が酸欠になる場所に縄がぴたりと合っています」


    「ふたりは、同じ方法で殺されたんやな」


    　山上の隣で、眉間に深くシワを寄せる柳下が聞いた。


    「実況見分では他殺体の様ですが、遺体の状態は、自殺体です」


    「そんなん、他殺やないと、ふたつの遺体が同じ状態にならんやろ」


    「今は、情報が溢れていますからね。同じ首つりの知識を持ち、実行しても不思議ではありませんよ」


    　答えに、ふんと柳下は鼻を鳴らし、杉田は一日経った匂いに耐えられなくなっていた。


    「先の遺体と、解剖の結果も同じでした」


    　そう言って、監察医は手袋をした手で、遺体の手を握る。


    「死亡推定時刻は、遺体の皮膚に浮き上がってくる死斑と、解剖で決めますが、発見時刻同様、一致しませんでした」


    　これですと、指をさされた場所に、杉田は死斑を判別出来なかった。よく見ると、白い皮膚にくっきりと血管が浮き、変色が始まっている。目を背けたくなったが、我慢した。


    「死斑の状態は、三時間程度ですが、胃の中の状態は一日経過していました。真冬の雪深い地域で、外に放置されていた遺体に、同じ状態のものがありました。今回は、ふたつとも、春先のしめきった室内にありましたからね。状態は自殺体ですが、何らかの外的要因がないと、こうはならないはずです」


    そこまで聞き、「すいません」と言って杉田は部屋をあとにする。


    トイレに駆け込み、個室で朝食を吐き出す。


    「杉田くん。大丈夫？」


    外から山上の軽い声が聞こえ、杉田は顔を上げる。


    「大変やなあ。庶務課に、転属願出した方がいいんちゃう？」


    個室から出ると、山上に笑顔で言われた。「すいません」と、杉田は白い顔を下に向ける。


    「冗談やって。杉田くんは、四係に必要やで」


    ばんと肩を叩かれ、杉田はふらつきながら洗面所に向かう。


    「今日は、休みなくなって残念やったなあ」


    「……もう、慣れました……」


    水で口をゆすぎながら返す。大阪府警に配属され、思っていた以上に、杉田の生活は仕事だけになった。


    基本は、日勤と夜勤は交代制で、休日はサラリーマン並みに取れる。だが、事件が起こってしまえば、休みは潰れ、署内に泊まりになる事も珍しくない。


    「エリートふたりは、休みとれてんのになあ。あの研修生なんか、毎日日勤の定時退勤やで、ありえへんわ」


    隣の洗面台に腰掛け、山上が口をとがらす。


    「昨日のハルカスの事件やって、俺達に丸投げして帰りやがってさあ。杉田くんが解決したのに、腹立たんの？」


    蛇口を閉め、杉田は、無理やり作った笑顔を向ける。昨日の事件を、リリコが、どう報告したのか。分からないが、自分の手柄になっていた。


    『梅林寺さんの暴走を止めてくれてありがとう。現場での様子は、他言しないでね』


    昨日、府警に戻ってから。すぐに、松波に呼び出され、杉田はそう言われた。


    「杉田くんは、やっぱり優しいなあ。今流行の草食系で、女の子受け良さそう」


    「山上さん……。褒めても、キャバクラは付き合いませんよ？」


    「えー、いいやん。最近、付き合い悪いけど、彼女出来たん？」


    山上に詰め寄られ、杉田が言葉に詰まっていたときだ。


    「おい!!　いつまでサボっとんじゃ!!　聞きこみ行くで!!」


    ばんっと扉が開かれ、柳下が現れた。ほっと息を吐き、杉田は口の周りをハンカチでぬぐった。


    　


    　　※


    　


    地下鉄なんば駅に着いたのは、七時半だった。本当なら、一度家に帰り、シャワーを浴びてから向かうはずだった。柳下の聞きこみに付き合っていると、杉田が定時に上がれる事はない。


    平日の、帰宅する人間が溢れている地下街。世界で一番歩くのが速いと言われる集団の中、ぶつからない様に歩くのは大変だ。杉田は周りに注意しながら進む。


    駅に向かう周りの人間と逆行して、家電量販店の地下売り場に着く。エスカレーターで地上に出て、やっと、大きく息が出来た。横断歩道を渡り、独特な街の入り口に着く。


    パソコンに強い家電量販店が並び、ゲームセンターのビルや、オタク向けの路面店が続く表通りと、マニアックな店がひしめく裏通り。


    『でんでんタウン』と言われる、日本橋(にっ　ぽん　ばし)の電気街は、西日本一の規模を誇る。


    ここ数十年で『萌え』を扱う店が乱立し、街の雰囲気は一変した。日本橋は、西日本のオタクの聖地となっている。


    同じような歴史を持つ、東京の秋葉原と比べると規模は小さい。だが、大通りの堺筋からひとつ西に入った通り、オタロードと呼ばれる道は平日でも人が溢れ、活気では負けていない。


    スーツ姿で、善良なサラリーマンに見える杉田。メイドの格好をした女の子に、次々と声を掛けられていく。「すいません、急いでるので」と言い、頭を下げ、笑顔と名刺を受け取る。


    この道を通うようになって、三ヶ月。以前なら、顔を下に向け通り過ぎていた。彼女たちの苦労を知ってしまい、なるべく優しく対応している。


    ……キモいな、自分。


    そう思いながら、足を素早く動かし、まっすぐ進む。百貨店の家具専門店の建物が、横断歩道の向こうに見える。堺筋沿いに伸びる、日本橋筋商店街のアーケードの始まり。


    杉田はそこで足を止め、一階の扉を開いた。


    「おかえりなさいませ、ご主人様」


    語尾にハートマークがついているだろう声が、来客を知らせる鐘とともに聞こえる。


    「あっ、ただいま……」


    杉田は、慣れない言葉を返す。


    「すぎっち様、今日は、遅いおかえりですね」


    太ももが半分見える、フリルにまみれた、ノースリーブのメイド服を着た女の子。杉田の顔を覗き込み、笑顔で言う。


    「すぎっちく～ん。遅いぞ～」


    言葉を取り出す前に、ピンクと白が眩しい店の奥から、低い声が聞こえた。


    「公務員は大変だね！　さあ、こっちに来なさい！　今日の、新しい振付を伝授してあげよう！」


    「もう～、先に、注文しなけりゃですよ～」


    「おっと！　失礼したな！　誰か！　至急、すぎっち君に、メニューを！」


    奥で、いつもの様に、杉田のよき師匠であるふたりが座っている。杉田がウーロン茶を頼むと、女の子は「かしこまりましたにゃん」と言い背中を向けた。


    むき出しの肌に、顔を下に向け、ふたりが待つ席へと向かう。


    日本橋筋商店街の始まりに建つ、雑居ビルの一階。『CUTE　ID　CAFE』は、メイド喫茶だ。


    平日の夜だが、店内に空席はない。杉田たち以外は、それぞれひとりの世界を作っている。男達がＰＣやスマホを操っている姿は、店の雰囲気と対照的だ。


    白にピンクの水玉の壁、天井から下がる、カラフルなプラスチックのシャンデリア。カウンターの向かいの壁には、一面に、大量の漫画とぬいぐるみ。メルヘンな空間に、静かな男達と、可愛らしい女の子。


    杉田は訪れる度、異国に来たような気分になる。


    「ご主人様、お待たせしました。異国からお取り寄せしたお茶になります、愛情たっぷりに注がせて頂きました」


    「お～、良かったねえ、すぎっちくん～」


    「心して、味を楽しめ！」


    杉田が二人の向かいに座ると、女の子がテーブルにグラスを置いた。「ありがとうございます」と小さく言うと、女の子は笑顔を残し、厨房に戻った。


    テーブルには、空のパフェグラスがふたつと、カップとグラスがよっつ。そして、ノートＰＣがふたつ。


    「見たまえ、すぎっち君！　これが、新作の振りだ！」


    いつも大げさに語尾を強調する、『アウト（笑）』が、杉田に画面を見せる。ＰＣの画面の中、両手の指全てに光る棒を持ち、激しく踊る姿。


    「いや～、突貫で作ったから、画質悪くてめんご～」


    『もももち』が、そう言って、顔に照れ笑いを浮かべた。チェックのシャツをズボンに深く入れているのは、画面でも目の前の姿も同じだった。


    「今日は、遅かったから、ぶっつけ本番だ！　国の犬として、生きるのは辛かろう！　早く、こちらに来るといい！」


    「いやいや～、今、大阪大変やからね～。すぎっち君みたいな～、有望な若者が居る方がいいっしょ～」


    ふたりのやりとりに、ここでは『すぎっち』と呼ばれる杉田は、力ない笑いを返す。


    杉田が初めて『CUTE　ID　CAFE』を訪れた日。『アウト（笑）』と『もももち』に話しかけられた。


    ふたりは常連で、一年前のオープン当初から、不定休な店に毎日通っている。杉田に、この世界での知識や礼儀などを教えてくれ、たまに飲み物を奢ってくれる。


    ……『クロラン』の、『黒ぴょん』みたいやなあ。


    この店に通うまでハマっていた、家庭用携帯ゲーム機で遊ぶ『クローバーランド』。


    ゲームの案内役は、黒うさぎの『黒ぴょん』。


    向かいにいる、柳下とそう歳が変わらないだろう中年ふたりに、うさぎの耳がついているのを想像する。


    「すぎっち君～、あと五分で始まるよ～覚えた～？」


    吹き出しそうになり、杉田は下を向く。


    「正確なフリより、パッションだ！　さすれば、すみれ嬢は分かってくれるだろう！」


    定期入れにブロマイドを入れるのが、ファンの証(あかし)と教えた『アウト（笑）』が叫ぶ。


    「でた～、『アウト（笑）』さんの、出たとこマッチ～」


    お蔭で恥ずかしい目に遭いましたと言えなかった杉田の代わりに、『もももち』が笑顔で言う。


    「ご主人様方、ステージの用意が整いました。どうぞ、二階にお上がり下さい」


    奥の階段からの声に、男達が一斉に席を立つ。


    「すぎっち君～、ちゃんと、ビームサーベル持ってきた～」


    「はい、『もももち』さんから教えてもらったところで、買ってきました」


    そう言って、杉田は、長時間対応の太いサイリウムの棒を鞄から取り出す。


    「おお！　新型だな！　すぎっち君も、頼もしくなってきたのう！」


    『アウト（笑）』に褒められ、杉田はへへへと笑う。三人は席を立ち、他の人間に続いて、狭い階段を上がる。二階の薄暗い空間は、むっとした男臭い匂いが充満していた。


    「すぎっち君～、今日も、そこでいいの～？」


    「はい……、どうぞ、みなさんは前に」


    杉田は、ステージの端、丁度柱がある位置から動かず、ふたりは最前列に向かっていく。周りでは、皆、様々な色のサイリウムの棒をにぎり、静かに待っている。


    自分の様に、紫が多い。


    ……それに、嬉しいと思ってしまうのは、いつからやろう。


    そう思った時、杉田の目の前が眩しく光りはじめた。


    「本日は、『CUTE　ID　CAFE』のステージに来て頂き、ありがとうございます！　精一杯、『NPB8』のみんなで頑張るから、楽しんでね！」


    聞きたかった、高く、弾む声。杉田の体が一瞬で熱くなり、大きく電子音が鳴り始める。


    暗転し、スモークが焚かれ始めたステージ。ばんと、強く光を浴びて登場した『NPB8』のメンバーに、野太い声が響き出す。


    「ため息なんか、ついてる暇ないけどー！」


    五人の女の子たちの真ん中。紫色の服を着たひとりが、マイクを観客に向ける。「すみれ、女の子だもん」と、野太い声の合唱が、ステージに向けられる。


    「ありがとうございます！　蒼井すみれ！　今日も、元気に歌います！」


    ……また、言えなかった。


    そう思いながら、杉田は、きらきらとしたすみれの笑顔を見つめた。


    　


    　　※


    　


    明日も仕事なのを忘れ、杉田が日本橋で盛り上がってる頃。エリートのふたりは、一時間前から、ダイニングテーブルを挟んでいた。


    「松波さん、もうそろそろ帰って下さい」


    「冷たいなあ。これ空けるまで付き合って下さいよ」


    松波は手にしているワインの瓶を、リリコのグラスに傾ける。テーブルの上には、空になったワインの瓶が二本あった。それを横目に、リリコはなみなみと注がれたグラスに口をつけた。


    「梅林寺さんて、お酒強いんですね」


    「松波さん。頬、血が滲んでますよ」


    「ああ、酔っぱらってるから、痛くないです」


    松波は、左頬に貼ってある大きな絆創膏を撫でる。


    「なるほど、お酒は、そういう効果もあるんですね」


    リリコは、ぐいぐいとグラスを空ける。


    「心の傷は、痛いですけどね」


    「松波さん、詩人ですね」


    「恋をしていると、皆詩人になるって誰か言ってましたよ」


    「At the touch of love, everyone becomes a poet.　プラトンです」


    「哲学者でしたよね」と言って、松波は、グラスに口をつけ一気に空けた。


    「松波さんは、どうして」


    「振られ続けて、やっとこぎつけたデート中に、なぜ我慢出来なかったんですか。……ですか？」


    リリコの言葉を遮り、松波が早口で言う。


    一時間前、リリコは家に帰ってきた。同じく神戸に行くと言っていた松波が、ダイニングで「おかえりなさい」と出迎える。すでに、ボトルを一本空けて。


    「……梨花(り　か)さんじゃなかったら、しません。いけないと分かっているのに、我慢できないんですよ」


    「強制わいせつ罪で、訴えられてもですか」


    ははっと笑い、松波は両肩を下げた。


    「それ、やりかねないですね。でも、向こうも悪いですよ」


    「男の力に、女は勝てないんです。梨花さんは嫌いですが、今日の事は同情しますし、それぐらいの傷で済んで良かったですね。私なら、暴走していたと思います」


    松波は口を閉じ、酒を飲んでも変わらないリリコの顔を見つめる。


    「弁明の余地はないと思いますが、松波さんは上司なので、言い訳を聞きますよ」


    「竹さんとふたりの時に、ラブホテルで自殺した女性の話をされたら、どう思いますか」


    そう言って、松波はにやりと笑う。リリコは、少し開いている口から言葉を取り出せなかった。


    「ムカつくでしょ？」


    リリコの返事はなかったが、松波は続けた。


    「会って、エレベーターでふたりになった途端、あの時は、竹山の為にありがとうなんて言われたらねえ？　こっちは、デートだって、めっちゃ浮かれて」


    「合意のない、一方的な性的接触は犯罪です」


    「抱きしめただけですよ。キスする寸前に、引っかかれて、蹴り飛ばされましたから」


    「松波さん、桜田さんに、同じ事されたらどう思いますか」


    松波は、リリコの言葉に黙った。


    「それに、私には、ムカつく権利がありませんよ。はっきり拒絶される松波さんが、羨ましいです」


    そう言って、リリコはグラスを一気に空けた。


    「瓶は空きましたよね。お帰り下さい」


    後片付けは私がしますと言われ、松波は、リリコの部屋から出て行った。ひとりになってから、リリコは顔をテーブルに乗せる。強烈な眠気に逆らえず、目を閉じた。


    鞄の中で、ずっと震えている携帯を取る前に。


    　


    　　※


    　


    リリコの部屋の隣。自室に帰り、松波はリビングのソファにどさりと寝転ぶ。目を閉じ、そのまま眠ろうとしたが、ズボンのポケットが震えた。着信を確認し、上半身を起こす。


    『あいつ、ちゃんと帰ってるか!?』


    ……過保護か。


    そう思いながら、松波は口を開いた。


    「さっきまで、梅林寺さんの部屋で、一緒に呑んでました」


    『はあ？　……あいつ、呑みすぎてなかったか？』


    「ワインのボトル、一本は空けてましたね」


    『おい、それ、大丈夫じゃないだろ!!』


    焦った声に、松波は少しイラついた。


    「じゃあ、今からこっち来ればいいですよ」


    返事はないが、言葉を続けた。


    「竹さん、明日お休みですよね。何で、梅林寺さんを泊めなかったんですか」


    また、声はない。


    「梅林寺さん、今日の格好、竹さんの好みに合わせたんですよ」


    　紺色のロングスカートに、白い、仕事用ではないシャツ。歳相応の私服を思い返し、言葉を待っていると、治まってきた。


    「……すみません。今日、また梨花さんにフラれたんです」


    『……こっちこそ、すまん』


    小さな声に、松波は顔を緩める。


    「なんか、嫌な感じですね。竹さんは、モテモテで羨ましいです」


    『……そんな、いいもんじゃねえから』


    言葉どおりの声の響きに、松波は笑い出す。


    『何が、おかしいんだ？』


    「いえ、ちゃんと、自覚はしてるんだなと思って」


    返事はなく、少ししてから松波が言った。


    「拒絶しないのは、約束を思い出したのに、守れないからですか」


    『……あいつ、松に何か』


    「僕みたいに、拒絶されるのが、羨ましいって言ってましたよ」


    返事がなくなるのは分かっていた。松波は、「また、連絡します」と通話を切る。


    ソファに寝転び、今度こそ目を閉じた。


    ……羨ましいのは、こっちだ。


    さっきの言葉で、優しい先輩は悩むんだろう。自分より、リリコの気持ちを考えて。


    「……壊れないで下さいよ」


    小さく呟き、松波は手から携帯を落とした。


    


    


    


    　


    　　２


    　


    


    「杉田さん、寝不足ですか」


    「あ、す、すいません……」


    杉田は、慌てて大きく開けた口を閉じる。


    「運転、代わりましょうか」


    「いえ、大丈夫です。すいません」


    そう言って、杉田は助手席に居るリリコをちらりと見る。


    「何か」


    「あ、あの、今日、……ＣＤ持ってきたんですけど」


    前を向き、遠くに見える大阪駅周辺のビル群を背に、野田阪神駅近くの大きな交差点を曲がる。歩道では、昼休憩の時間の為か、スーツ姿のサラリーマンやＯＬ風の女性が多く歩いていた。


    それを眺めながら、杉田が安全運転をする車内に、声は返ってこなかった。


    ……やっぱり、社交辞令やったんか……。


    淀川大橋に差し掛かり、信号で車を停めたときだ。


    「杉田さんは、定期入れのアイドルさんを、どう思ってますか」


    聞こえた声に、隣を向く。リリコは、姿勢正しく前を向いている。


    信号が青に変わってから、杉田は口を動かした。


    「……応援したいって、思います」


    橋を渡りながら、顔が熱くなっているのに気付く。


    「異性として、好きではないんですか」


    返ってきた声に、目を大きく開いた。


    『すぎっち君～、相手はアイドル。しかも～、地下アイドルだから、本気で好きになったら、しんどいだけだからね～』


    昨日、ライヴが終わったあと、ふたりと終電までカラオケに行った。その時、『もももち』が言った言葉が、耳に再生される。


    『私達は、いちファン！　その立場を守れば、絶望を味わう事はないのであります！』


    続いて、『アウト（笑）』が言った言葉まで聞こえた。


    「……僕は、いちファンですから……」


    「なるほど。すみません、プライベートな話をしてしまって」


    「……いえ、……梅林寺さんも、……誰かのファンなんですか？」


    質問をしてから、しまったと思った。杉田は口を閉じ、橋を渡り、左に曲がる。民家と工場が並ぶ、背の低い景色と、川に挟まれた狭い道を走る。静けさに、息苦しさを感じながら。


    「そうかもしれません」


    「えっ」と杉田は、小さな声に返す。


    「私は、自分が、気持ち良ければいいんです」


    平坦な言葉が、耳を強く突いた。杉田は返せず、車内が再び静かになる。


    「杉田さん、海、見えてきましたよ」


    ぼんやりしていた杉田が、慌ててハンドルを切った。川沿いの道から、国道の大きな道に出る。眠気はなくなり、目的地の南港を目指す。


    『海遊館まで、あと○○ｍ』と書かれた看板が目立ち出した。この辺りに来るのは久しぶりだなと思っていたら、見えてくる。南港にある、大型水族館施設の海遊館。その側にある、大きな観覧車が、建物の間から覗(のぞ)く。


    「……杉田さん、少し、停まってもらっていいですか」


    いつもより小さな声に、顔を向ける。すぐに、車を歩道に寄せて停めた。


    車を降りて、助手席に回る。扉を開け、真っ白な顔をしたリリコの両肩をつかんだ。立てますかと聞くと、はいと返ってきた。


    リリコの体を支え、目に入ったコンビニに入る。トイレを貸して下さいと言い、杉田は連れて行く。中に入ると、すぐに、リリコは便器に頭を突っ込んだ。


    背中をさすろうとすると、「ひとりにして下さい」と言われてしまった。


    店員に、具合が悪いのですいませんと声を掛け、杉田はひとり車に戻る。差したままだった鍵を取り、大きく息を吐く。


    ……こんな時に、思ったらあかんやろうけど。……同じ、人間なんやな。


    杉田は頭を振り、隣の席に気付いた。


    黒い鞄が横になり、中身が席や下に散らばっている。ノート、ペンケース、『こうして私は、１００歳まで生きました』というタイトルの本。杉田の視線が、止まる。


    青い革製の、定期入れ。手を伸ばし、裏側を向ける。


    「……なんだ」


    透明なプラスチック越しに、電子チャージの乗車カード。


    ……やっぱり、からかわれてたんや。


    体の熱が下がった杉田は、鞄に、中身を戻していく。最後に手にした柔らかさに、驚いた。


    とんとんと、外からの音。杉田は、びくりと体を震わせる。


    「すみません、お待たせしました」


    鍵を開けると、ハンカチを口に当てたリリコが乗ってくる。


    「鞄、こちらに貸して頂けますか」


    「あっ、これ……中身がこぼれてて」


    黒い鞄を渡し、杉田は顔を下にする。


    「ご迷惑をお掛けして、すみませんでした」


    　聞こえてきた声に、顔を上げ、大きく目を開いた。消臭剤のスプレーボトルを、リリコが、自らの顔に向けていたからだ。


    「何してるんですか！」


    「臭いと、迷惑でしょう」


    「大丈夫ですから」と言うと、リリコはボトルを鞄に戻す。それを見届け、杉田は、手の中身を差し出す。


    「……鞄から、落ちてたんで」


    リリコの手のひらに、『黒ぴょん』を乗せる。小さな黒いウサギのぬいぐるみを見ながら、杉田が言う。


    「あの……、『クロラン』やってるんですか？」


    「最近は、ログイン出来てません」


    「あ、僕も、最近はですが、少し前までは」


    「杉田さん、車、動かした方がいいですよ」


    言葉を遮られ、杉田は前を向く。


    「……あの、車、動かして大丈夫ですか？」


    「はい。車酔いではなく、海の匂いに気分が悪くなっただけです」


    　杉田は鼻をひくつかせたが、磯の匂いを感じなかった。


    鍵を差し込み、車を発進させる。


    「あと、水族館の看板に、気分が悪くなりました」


    隣から聞こえた声に、質問は許されない気がした。車は無言のまま、海遊館からすぐの駐車場に着く。ふたりは車を降り、徒歩ですぐの、三階建てのビルに向かう。


    玄関の扉の横、銅板に『クマグロ水産』と刻まれたプレート。確認し、杉田はリリコを促し中に入った。従業員が挨拶をしてきたので、杉田は警察手帳を見せる。隣で、リリコは携帯を操り出す。


    三階の社長室まで案内してもらい、杉田が扉を叩くと、どうぞと声が返ってきた。


    「このたびは、娘を助けて頂いてありがとうございました」


    杉田が挨拶するより先に、『クマグロ水産』の社長が、近づいて頭を下げる。今日は、ご協力お願いしますと、慌てて頭を下げる。


    杉田が頭を上げ、隣を見ると、リリコの姿はない。部屋を見回し、奥にある、木彫りの大きな熊の前に見つける。名前を呼ぶ前に、『クマグロ水産』の社長は、どうぞ掛けて下さいと言った。


    五十歳くらいだろう、娘と顔がよく似た、長身のすらりとした紳士だ。そう思いながら、杉田はソファに向かう。


    「鮭(さけ)じゃないんですね」


    自分の身長と同じくらいの熊を指さし、リリコが言った。


    「はい、うちは、マグロを主に取り扱っておりますので、特注で作って頂きました。グッズもあるんですが、なかなか好評で」


    「どの様なグッズですか」


    社長は、ぱっと顔を輝かせ、自分の机に向かい引き出しを開ける。キーホルダーや、タオル地のハンカチ、キャラクターがついたペン。そのどれにも、獰猛(どう　もう)な顔をし、マグロを咥えた熊がついていた。


    よろしかったら、差し上げますと言われ、リリコは全て鞄に入れる。その様子を見ていた杉田は、遠慮がちに声を上げた。


    「ああ、すいません。『クマグロ』は、私がデザインしたもので」


    「センスがいいですね」


    「えっ」と漏らした杉田とは対照的に、社長は満面の笑みを浮かべる。


    「やはり、大きな観覧車を見ているとアイデアが湧くんでしょうか」


    　そう言って、リリコは窓際に向かう。この三階の部屋からは、大きな姿がよく見えた。社長が口を開くと同時に、机の電話が鳴った。


    「どうぞ、お気になさらず」


    　リリコに、すいませんと言い、社長は電話を取った。やりとりをしながら、顔色を変え、受話器を置く。


    「すいません、少し、外していいですか」


    　リリコが、どうぞと言い、社長は部屋を出ていく。杉田は姿を見届けたあと、目を大きく開く。消臭剤の噴射口が、窓を捉えていたからだ。


    「梅林寺さん、何やって」


    「杉田さん、大きな声出さないで下さい。さっきの電話は、松波さんです。ここに着いたときに、メールで頼みました」


    　そう言いながら、リリコは、濡れたガラスを拭きはじめる。杉田が質問をする前に、窓を開け、上半身を外に乗り出す。よく見ると、両手に白い手袋をしていた。


    　声を出せない杉田は、不審な動きを見守るしかない。


    「ここでの私の行動は、他言しないで下さい」


    　窓を閉め、床に這いつくばったあと、リリコが言った。杉田が口を開くと同時に、扉が外から開かれる。


    「すみません。車に酔ってしまって、風に当たっていました」


    　大丈夫ですかと、社長が言った。杉田が窓際を向くと、リリコは手袋を外していた。表情を崩さない様、必死な杉田の隣、リリコは無表情で掛ける。


    「参りましたよ。うちはマグロ専門なのに、カツオを用意出来ないかとしつこくて、私に話をさせろと」


    　電話を掛けただろう松波が、どんな様子だったか。想像出来ない杉田の隣から、声が上がる。


    「『クマグロ水産』の屋号で、マグロ以外、用意できる訳がありませんよね」


    　そうですよと、社長が返し、杉田はよく言えるなと思った。


    「お忙しい中、本日は、押しかけて申し訳ありません。お話を聞かせて頂いたら、すぐに帰りますので。娘さんを襲った犯人について、詳しくお願い出来ますか」


    ふたりの向かいの表情が、一変する。杉田は、慌てて手帳とペンを上着から取り出す。


    「……うちで、二十年。会社を創業してから、ずっと経理部長を任せておりました」


    「不正をされて、半年前に解雇されていたんですよね」


    　話しづらそうな顔に、無表情のリリコが言った。


    「はい……。会社の金を、使いこんでいるなんて思いもしませんでした。性格も、働きぶりも真面目で、私達は、家族ぐるみで仲が良かったんです」


    「税理士さんが発見したという事ですが、お金の管理は一任されていたんですか」


    「はい、金庫の鍵も、帳簿も全て任せていました。社内でも、気付く者はおりませんでした。それぐらい、私も皆も、信用を寄せていたんです」


    社長は苦悶の表情を浮かべる。杉田が隣を見ると、いつも通りの顔があった。


    「なぜ、使いこみをされていたのか。理由をおっしゃってないんですよね」


    「はい……。金額が大きかったので、余程の事情があったのかと問い詰めたのですが、話してくれませんでした。……事情によっては、解雇はしなかったのですが」


    「一千万円もお金が消えて、告訴をしなかったのはどうしてですか」


    杉田が口を挟む暇もなく、リリコは言葉を重ねる。


    「発覚し、問い詰めた翌日……消息不明になってしまったんです。残された家族に請求など出来ませんから……。こんな形ですが、生きていてくれたのが、本当に嬉しくて……」


    そう言って、『クマグロ水産』の社長は洟(はな)をすすった。


    「社長さんは、優しい方なんですね」


    杉田も思った事をリリコが言い、続けた。


    「しかし、娘さんに取った行動は、罪です。今回は、告訴して下さい」


    社長の目が大きく開かれ、リリコはぺこりと頭を下げた。


    「お話、ありがとうございました。今日は、失礼させてもらいます」


    そう言って、リリコは席を立ち、社長室を出て行く。


    「……刑事さん、申し訳ありませんが。私は、……彼のこれからの為にも、告訴はしたくないんです」


    杉田は、申し訳なさそうな顔に言った。


    「……それは、娘さんがおっしゃってるんですか？」


    漏れた言葉に、目の前の表情が固まる。


    「す、すいません……。では、本日はこれで……」


    杉田はがばりと頭を下げ、立ち上がる。何かあった時にと、携帯番号を聞くと、社長は最新型のスマホを上着から取り出す。「番号、まだ覚えていないんですよ」と、老眼の為だろう、両目から離して携帯を操る。


    杉田は、つるりと光る背面に、赤い目を発見した。


    　


    　　※


    　


    社長室を出て、一階に降りると、リリコが入り口で待っていた。


    「すみません。また、気分が悪くなったので」


    ハンカチで口を押さえ、顔が、いつもより更に白い。


    「お手洗いを借りていました。府警本部に、帰りましょうか」


    先に外に出た背中を追いかけ、駐車場にすぐに着いた。


    「……あの、梅林寺さん。海遊館って、行った事あります？」


    車を挟んで、杉田が言った。


    「ありません。水族館は、十年行ってません」


    「す、少し、寄って行きませんか？」


    こちらを見る顔に、杉田はしまったと思った。


    「聴取も、今日は、これで終わりなんで……外の空気を吸った方が、気分が良くなるかもしれませんし……」


    「嫌です」


    強い声に、杉田は口を閉じる。


    「すみません。早く、ここから離れたいんです」


    普段と同じ響きになった声に、車の鍵を開けた。助手席にリリコが座り、杉田は、「少し待っていて下さい」と車を離れる。


    「……これ、どうぞ」


    すぐそこの自販機で買った、スポーツ飲料のボトルを差し出す。リリコが受け取り、杉田はほっと息を吐く。蓋(ふた)を開け、喉が鳴る音を聞きながら、腰を下ろす。


    杉田が、隣を見ずに言った。


    「……シート倒して、体伸ばして下さい」


    「大丈夫です」


    「顔、大丈夫じゃないです」


    こちらを見た顔が、少し、目を開いた。


    「……無理、しないで下さい」


    「すみません。では、少しだけ」


    そう小さく言い、背を向け、リリコはシートに体を預けた。全体的に細いなと思っていたが、今は、更に小さい。あまり見てはいけないと思い、杉田は前を向く。フロントガラス越しに、建物の間から覗く、大きな観覧車が見える。


    四ヶ月前、大阪の夜景が一望出来る、観覧車の中。大学時代から、付き合っていた彼女に振られた。


    ……クリスマスに休みとるの、大変やったのになあ……。


    「杉田さんは、優しいですね」


    元彼女の甘い匂いを思い出した時、聞こえた。隣に顔を向けると、艶(つや)のある黒い髪の毛が見える。


    「松波さんから、頼まれてるんですよね」


    口を開けない杉田に、続けて聞こえた。


    「私は、疫病神ですから。あまり、関わらない方がいいですよ」


    少したってから、杉田が口を開く。


    「……あの、……『クロラン』で『ミミ』使ってます？」


    意味を聞く前に、違う言葉が出た。


    「どうして、分かったんですか」


    「……やっぱり。『黒ぴょん』好きな人って、大体そうなんですよね。それに、『ミミ』って、ピンクのうさぎで可愛らしいのに、経験値上げたら、すごく強くなるやないですか」


    顔は見えないが、杉田は続けた。


    「ヤシの実投げ大会とか、僕、『ミミ』使いに勝てた事ありませんもん」


    『クローバーランド』、略して『クロラン』は、元はオンラインゲームだ。


    アニメになり、家庭用携帯ゲーム機に移植され、子どものみならず大人でもプレイする人間が多い。


    内容は、動物のアバターに扮して『クロラン』の世界で生活し、ネット通信やすれ違い機能で出会った仲間と協力プレイもあり、クエストを完了すれば報酬がもらえる。


    「杉田さんは、『ムータン』ですか」


    「あ、すごい。よく分かりましたね」


    杉田は、ぱっと顔を明るくする。


    「最初、『ベータ』と迷ったんやけど、『ムータン』て、初期スペックは低いんですが、経験値を上げていったら、どのキャラにもない能力が……」


    茶色いクマの『ベータ』と、ハムスターの『ムータン』。ふたつのキャラの顔を思い浮かべ、喋っていた杉田は、はっと我に返る。


    「……す、すいません」


    ……何、自分が、楽しく話してるんや。


    そう思い、顔を下に向けた。


    「なぜ、謝るんですか」


    ゆっくり顔を上げると、メガネ越しの両目が向いていた。


    「……気分が悪いのに……キモい話されたら」


    　熱心にプレイしていた時期、『いい歳して、『クロラン』とかキモい』と、杉田は妹に言われていた。


    「『クロラン』の話がキモいという人が居たら、その人がキモいです」


    はっきりとした声に、杉田が両目を大きくする。


    「私も、『ミミ』と『ムータン』で悩みました。『ムータン』の成長後のピーキーな能力は、『クロラン』では唯一無二で、代わりがいませんから」


    「……そうですよね。初めて発動した時は、感動して、泣きそうになりましたもん」


    そう言って、杉田は顔を緩める。


    『クロラン』の話を続け、気が付けば十分ほど経っていた。体調はどうですかと聞くと、「大丈夫です」と返ってくる。言葉どおり、リリコの顔は戻っていた。


    杉田は車を発進し、府警までの道を進む。着くまで車内は無言だったが、息苦しさを杉田は感じなかった。


    「杉田さん、私、『クマグロ水産』のお手洗いで聞いたんです」


    府警の駐車場に車を停めると、リリコが言った。


    「告訴をしないのは、社長にやましい事があるからだと。こちらで調べていたとおり、会社の経営は上手くいってないようで、転職をしようかと、女性社員の方たちが話されていました」


    「……直接、お話を聞かれたんですか？」


    杉田は緩んでいた顔を変え、質問する。


    「いえ、個室に入っていたら聞こえてきたんです。多分、直接聞きこみをしても、無理だったと思います」


    「どうして」と、杉田が聞くと、リリコが顔を向けて答えた。


    「娘があんな目にあったのに、自分の為に起訴しない人物です。社内の人間に、内部の情報を漏らさない様に言っているでしょう」


    杉田は「はあ」と返し、紳士に見えた顔を思い出す。


    「人は見かけによらないんです。『ムータン』の様に」


    そう言って、リリコは車から先に出ていった。


    ……頭の中、見たんやろか。


    背中が、ぞくりと寒くなったのを感じ、杉田も外に出る。


    「……やましい事って、何でしょうね」


    そう呟き、杉田は狭い背中に追いつく。府警本部の玄関の前で、リリコの歩みが止まった。


    「これから、聞きに行っていいでしょうか」


    「えっ」と言った杉田の顔を、振り返ったリリコが覗き込む。


    「付き合ってもらっても、いいですか」


    まっすぐな視線に、怖さは感じない。「はい」と答えた杉田に、車で待っていて下さいと残し、リリコは建物に入る。


    杉田は運転席に戻り、ふうっと息を吐く。今日は、天気が良かったのかと、ガラス越しの青を見つめる。ここ最近、空を見る余裕が無かった事に気付く。


    と、同時に、リリコが助手席の扉を開けた。行先を言いながら、座る。


    「……あの子、どうしてるんですかね」


    大阪城公園と県警本部に挟まれた路に出て、杉田が小さく言った。


    「外に、出れない様です」


    杉田は、ハンドルを持つ手に力を入れた。震えていた手のひらと、怯(おび)えた瞳を思い出す。


    「松波さん経由で、今朝、連絡があったんです。私と、直接話がしたいと。警察に向かわないといけないのに、外に出るのが怖くてたまらないと。お父さんに、告訴はしないと聞いたらしくて、泣いていました」


    隣から聞こえてくる声は、平坦だったが、杉田は熱がある様に感じた。


    「外に出ないよう指示しました。あの子の事情聴取は、当分しません。松波さんに許可は取りました」


    「……梅林寺さん、優しいですね」


    思わず出た言葉に、杉田は隣を見る。リリコが、こちらを向き、両目を少しだけ開いていた。


    「優しいのではなく、気持ちが分かるからです」


    ……またや。


    質問は許されない声に、杉田は口を閉じ、前を向く。


    「……気分、悪くなったら言って下さいね」


    「はい」と、リリコが答えた。それから声を聞く事無く、車は、二十分ほどで大阪拘置所に着いた。改装工事が行われている建物は、住宅街のすぐ傍にあり、白く高い塀に囲まれている。


    向かいには、大きな公園があり、昼下がりの穏やかな光の中、小さな子供を連れた母親達の姿が目立つ。その光景を横目で見ながら、温度差を感じる建物に、杉田はリリコとともに入った。


    ……何度来ても、ここの空気慣れんわ……。


    杉田は息苦しさを感じながら、リリコの隣で待つ。


    大阪府警本部の取調室に、広さと様子は似ている。だが、目の前にある透明な壁のせいか、部屋に流れる空気は段違いに重い。


    「お待たせしました」と職員が現れる。腰を縄で拘束された、一昨日、あべのハルカスで出会った犯人が後ろに続く。


    指紋がつき、ところどころ黄色く変色しているアクリル板。それを通して見る姿は、年齢も性別もばらばらだったが、皆疲れた表情をしている。例外なく、目の前の顔もだと杉田は思った。


    「黙秘は、疲れますよね。喋らなくていいので、私の話を聞いて下さい」


    そうリリコが言い、杉田は目の前の顔を見るしかない。


    先ほど会った『クマグロ水産』の社長の五歳年下だと資料で読んだが、上に見える。それは、こけた頬や、無精ひげ、生気のない目のせいだろう。


    「半年前、あなたは、家族に何も言わず失踪されました。その後、あいりん地区でビジネスホテルを転々と泊まり歩き、特に労働はされていなかった」


    昨日、午前中に、杉田がひとり足で調べた情報だった。午後からは、柳下に言われ、例の自殺体の関係者たちに聞きこみに行った。


    「お金払いをきちんとしていて、部屋も綺麗に使われるのでホテルの方が褒めていたそうですよ。地域柄、あなたの様な方は珍しいらしいので、覚えてらっしゃったみたいです」


    あいりん地区は、ＪＲ天王寺駅の隣、新今宮駅の南側にある。路上生活者と、住所不定の日雇い労働者が数多く住んでいる。身分証明書がなくても、宿泊、労働が可能な為だ。


    そして、無法の地とされ、大阪一治安が悪い。行方不明の容疑者を捜す時、一番に捜査に向かう場所だと、杉田は赴任したての頃、柳下に言われた。


    初めて連れて行かれた時は、『CUTE　ID　CAFE』とは別の意味で、異国に居る気分を味わった。


    「律儀に、日雇い仲間にお話をされていたからですよ。お蔭で、一ヶ月前から働き始めた事と、最近、携帯電話を持っていた事が分かりました」


    今、リリコが語る内容は、柳下に紹介してもらった人間から聞いた。あいりん地区で、長い間、路上生活をしながら、情報屋として働いている。心づけをすると、歯が無い口で教えてくれた。


    「一昨日の現場は、地区の募集にはなかった様ですね。偽の警備員として、あべのハルカスに向かい、誘拐する仕事は」


    杉田の目の前の顔は、宙を見たまま微動だにしない。


    「あなたが着ていた制服の出どころを、今、探っているところです。あと、持っていたはずの携帯電話も。大阪府警本部の人間は優秀なので、すぐに分かるでしょう」


    杉田がちらりと隣を見ると、リリコの顔に表情はなかった。だが、少しだけ、左右の口の端が上がっている。


    「起訴はしないと、『クマグロ水産』の社長さんはおっしゃってました。あなたは、そう遠くない日に、外に出れます。それは、とても危険だと思いますよ」


    リリコの言葉に、杉田は前を向く。


    「死にたくなければ、早めに喋った方がいいと思います。では、長々とすみませんでした」


    　


    　　※


    　


    拘置所の建物を出て、車に乗ってから、杉田は口を開いた。


    「……さっきのは、脅しですよ」


    「脅しではなく、事実です。杉田さん、留守番電話が入っていたので、電話を掛けてもいいですか」


    そう言って、リリコは携帯を操りだす。ふうっと息を吐いてから、杉田は鍵を差し込む。隣から、「はい」と何度か聞こえ、車を発進させた。


    「杉田さん、中之島に向かってもらますか」


    声に、隣を向く。携帯を耳に、リリコが前を向いたまま話す。


    「松波さんからの命令です。府警本部には戻らず、直帰で来いと」


    命令という言葉に、背中が冷やりとする。車の時計を見ると、六時過ぎで、日勤の定時退勤時間は過ぎていた。「分かりました」と答え、杉田は中之島までの道を進み始める。


    「……中之島で、何か、あったんでしょうか」


    杉田の質問に、携帯を鞄に戻したリリコは答えなかった。


    ……松波さんから、直接なんて。


    心臓が嫌な音を立てているのを感じ、杉田は運転に集中した。二十分程で、高いビルが並び、帰宅する人間が歩道に溢れる中之島に着く。駅がある向こう岸に渡る前、川沿いを走って下さいと言われた。


    病院を過ぎ、すぐに見えた白く高いマンション。


    「駐車場の入り口は、そこです」


    言われたとおり、建物の裏に回り、広い地下駐車場に車を停める。先に出たリリコを、辺りをきょろきょろと見ながら杉田は追う。遅れて扉の中に入り、全ての壁がガラス張りの、美術館の様な施設を進む。


    黒く大きな、みっつ並ぶエレベーターの前に着き、杉田は口を開いた。


    「……あの、ここは」


    「松波さんと、私の家です」


    「えっ」という声は、『お待たせしました』という、扉が開く音に消された。リリコに続き、杉田はエレベーターに乗る。扉を閉め、ボタンが40まである中、32を押す。杉田が、何から聞こうか迷っているうちに、エレベーターが着く。


    ホテルのような、絨毯が敷かれた廊下を進み、リリコが奥から二番目の扉で止まる。鞄から、鍵がついた『黒ぴょん』を取り出したと同時だった。


    「おかえりなさい」


    扉が内から開き、松波が現れた。


    「杉田君、お疲れ様。さあ、上がって」


    「松波さん、ここ、私の家ですけど」


    「固い事言わないで下さいよ」


    目の前のやりとりもだが、杉田は、エプロンを着けている松波に両目を大きく開く。


    リリコは、松波を追い越して中に入る。


    松波に促され、杉田は靴を脱ぎ、こっちだよと案内され、リビングに入った。リリコが、ばさばさと窓のカーテンを閉めている。


    「松波さん、臭いです」


    くんと、杉田は焦げ臭い匂いを嗅ぐ。顔を向けると、テーブルの上から煙が出ていた。


    「ああ、火、つけっぱなしだった」


    のんびりと言う松波を追い越し、杉田はテーブルに向かう。煙が昇る鉄板に、傍にあった缶ビールをかけた。


    「警察官なのに、何やってるんですか」


    「ごめんなさい」


    後ろのふたりを振り返り、杉田は口を開いた。


    「……あの、おふたりは、……同棲されてるんですか？」


    ふたりは、動きを止める。


    「松波さんは、振られ続けても四年想っている女性がいます。強姦未遂をする程、こじらせてますけど」


    「そうそう、僕は、隣に住んでるんだよ。あーあ、せっかく作ったのになあ」


    ふたりの言葉に、杉田は開けている口から言葉を取り出せなかった。


    「ねえ、杉田君て京都出身だよね、たこ焼き作れる？」


    「……えっ、はい」


    「じゃあ、作ってもらっていい？」


    「松波さん、お客様に作ってもらうのはどうかと思います」


    杉田が返事をする前に、リリコが言った。


    「作れるかと思ったんですけど、無理だったんですよ」


    杉田は、テーブルの上のたこ焼き器を見る。焦げた哀れな物体が、丸く空いた穴に散乱していた。


    「仕方ないですね、私が、作りましょう」


    「梅林寺さん、やりたいだけでしょ」


    松波に答えず、リリコは鉄板をキッチンへ持っていった。


    「杉田君、梅林寺さんに、味付けは絶対させないでね」


    杉田の耳元で、松波がぼそりと言った。無言で頷き、キッチンへ向かう。リリコに代わり、鉄板を綺麗に洗った杉田は、「私がします」というのを遮り、ボールに新しい生地を作った。


    テーブルに戻り、鉄板をセットし、慣れた様子で生地を丸に注ぐ。


    「……梅林寺さん、天かすとタコ入れていっていいですよ」


    隣で、鉄板を凝視しているリリコに言う。テーブルにある皿から、慎重に入れていく姿に、杉田は顔を緩める。


    「梅林寺さん、子どもみたいですね」


    ふたりの向かいに居る、笑顔の松波が言った。グラスに注(つ)いだビールを、先ほどからおいしそうに飲んでいる。


    「気が散るんで、黙ってくれますか」


    リリコは、鉄板から顔を逸らさずに返す。「はいはい」と、松波は笑った。


    「……おふたりは、仲が良いですね」


    杉田の言葉に、ふたりが止まる。しまったと思った時、向かいから笑い声が聞こえた。


    「嬉しいなあ。ねえ、梅林寺さん」


    「杉田さん、ネギは、もう入れていいですか」


    「はい」と言うと、リリコは、均一に入れていく。かしゃりという音が聞こえ、杉田は向かいに顔を向ける。


    「梅林寺さん、今日は、僕が代わりにメール送っておきますね」


    何の事だろうと思ったが、楽しそうに携帯を操る松波に聞けなかった。リリコが返事をしないまま、生地を返すタイミングになった。


    「……これで、こう、返していきます」


    小さいアイスピックの様な、タコピンと呼ばれる棒で、器用に杉田は生地を回す。


    「へー、それってそう使うんだね。鉄板についてて、ドライバーなんて何に使うんだと」


    「松波さん、うるさいです」


    鉄板に顔を近づけ、リリコがぐさぐさと生地を刺す。綺麗に回らず、がしがしと鉄板を擦るだけ。結局、杉田がひとりで作り、松波は笑顔で携帯をいじっていた。


    「わー、売り物みたい。すごいね、杉田君」


    ソースと青のりをかけ、完成した皿に松波が言った。


    「……いえ、関西に住んでたら、みんな出来ますよ」


    照れながら杉田が答え、松波は箸で頬張り、おいしいと口を押さえて言った。


    「私も、出来るようになりますか」


    杉田の隣で、松波と同じ様に口を押さえ、もごもごと動かしながらリリコが言う。


    「梅林寺さん、たこ焼き、好きですもんね」


    ビールを飲みながら、松波が言った。ひとり立っている杉田は、生地を鉄板に流し入れ、具材を手早く載せていく。


    「そんな話、した事ありません」


    そう言ってから、リリコは二個目を口に入れる。


    「はい、だから、聞いたんです。いちごと、たこ焼きって言ってましたよ。あ、メール返ってきた」


    ごほっと聞こえ、杉田は、テーブルにあったウーロン茶のグラスを差し出す。


    「大丈夫ですか？」


    一気にグラスを空けてから、リリコは「はい」と答えた。


    「【いっぱい食べろ】だそうです。ほんと、過保護ですね」


    「杉田さん、手伝います」


    赤い顔をしたリリコは立ち上がり、杉田の手からタコピンを奪う。


    「あっ、まだ、ダメやから！」


    「杉田君、ハム好き？」


    「えっ、はい」と杉田は答える。取ってくるねと、松波は部屋を出て行った。かつかつという音に顔を向ける。


    「梅林寺さん！　そんなんしたら、ダメですよ！」


    杉田は、力ませに生地をつつく手を握る。


    「……すみません」


    こちらに向いた顔に、杉田の心臓が掴まれた。


    「……僕やるんで。座ってて下さい」


    杉田が手を離し、「飲み物取ってきます」と、リリコはキッチンに向かう。


    ……あんな顔、するんや。


    そう思い、杉田が鉄板を見つめていたときだ。


    「ＣＤ、かけませんか」


    帰って来たリリコが、ウーロン茶のペットボトルをテーブルに置く。杉田は、慌てて頃合いになっている生地を返す。


    「杉田さん、持ってきてくれたんですよね」


    「えっ」と顔を上げると、リリコは、白い、いつもの無表情でこちらを見ていた。


    「『恋は左利き♡ブルーラブ♡』ですよね。昨日、サビで探したら動画が何件か出てきて、神戸までの電車の中、退屈せずに済みました」


    感じていたものが吹っ飛び、冷たい汗が背中に広がる。


    「…や、……松波さんも居るし」


    「テレビで見れますよ。ライヴ映像でいいですか」


    そう言って、リリコは大きなテレビの電源を入れた。


    　


    　　３


    　


    白い顔をした杉田が、制止の言葉を吐けないでいた頃。隣の部屋で、ソファに座る松波は、電波の向こうの相手に言った。


    『ふたり、歳が近いし、気が合ってるみたいです』


    「……良かったじゃねえか」


    『はい、すぐに、問題が片付きそうで良かったですね』


    　神戸に居る顔が、どんな表情を浮かべているか。不機嫌そうな声から、容易に想像がつく。松波は、緩んだ顔で続けた。


    『望むような関係は持てない、でも、傷つけたくないし、放っておけない』


    畳みかける言葉に、竹山は口を開けない。


    『梅林寺さんが、竹さん以外の異性に目を向ければ、「保護者」の立場でいれますよ。じゃあ、盛り上がってるんで、僕も行ってきます』


    竹山が反論する前に、通話が切られた。掛け直す事はせず、大きく息を吐く。背中にあるベッドにもたれ、天井を見上げると、腹がへってきたのに気付いた。


    握っている携帯の時間を見ると、七時半。履歴をさぐり、耳に当てる。


    「……今から、行ってもいいか？」


    了承の返事を聞き、通話をすぐに切った。昼過ぎに起きてから、ずっとジャージ姿の竹山は立ち上がり、着替えを取りにクローゼットに向かう。「いてっ」という言葉のあと、ばさばさと崩れる音。


    床に積んであった、マンガ本の山に気付かず、ぶつかってしまった。


    「……片付けて帰れよ」


    そうつぶやき、しゃがんでマンガを積み直す。帰したのは自分だと、思い返しながら。


    昨晩する事がなく、全十三巻を読破した。人間の中、なぜか鳥の姿をした主人公の『おやすみプンプン』。


    両手にし、クローゼットの前に積んだ、段ボールのひとつに戻す。大型通販会社の笑顔のロゴがついた箱は、よっつ。どれも、リリコのマンガが大量に入っていた。


    ……あいつの好きなの、暗くて、訳分からん。


    ふたり出てくるヒロイン、どちらがいいか考えているのに気付き、頭を振る。適当な服に着替え、竹山は家を出た。


    外に出ると、辺りは暗かった。だが、ずい分温かくなってきた風に、少しだけ気分が明るくなる。


    生田新道に出ると、平日だが人通りが多かった。東急ハンズの前では、大学生だろう男女の集団が、きゃっきゃっと盛り上がっている。頼むから、未成年の飲酒と、急性アル中は止めてくれと思いながら、竹山は通り過ぎた。


    東門街の入り口に入り、屋台の前で止まる。竹山は、迷わず、四人前と注文した。渡された袋から漂う匂いに、腹がぐうっと鳴る。足早に進み、路地に入って、雑居ビルの狭いエレベーターに乗り込む。


    二階に着き、【桃源郷】の扉を開くと、手の中の袋と同じ匂いがした。


    「あら、被った？　隼人君が用意してあげてって、電話くれたのよ～」


    チャイナドレスに金髪のカツラをつけた聖子(せい　こ)が、笑顔で言った。店内に客は見当たらず、竹山は、顔をしかめてカウンターの奥に座る。


    「聖子さんの声を聞いてると楽しくなってきますねって、言ってくれたのよ～」


    浮かれている顔に、「酒出せ」と竹山が言った。


    がさりと、同じ袋を横の椅子に置き、カウンターにあったよっつのパックを取り出す。


    「なんで、松が、ここ来るって知ってんだ」


    「そちらに行くだろうから、なぐさめてあげて下さいって。竹山ちゃんが掛けてくる前に電話あったの」


    水割りのグラスを置き、聖子はにやりと笑った。竹山は、グラスを持つ前に、たこ焼きをひとつ口に放りこんだ。


    「『メンヘラちゃん』が浮気して、落ち込んでるからって」


    喉につまりかけ、一気にグラスを空ける。


    「まあね～、若い女なんて、気持ちがころころ変わるから～」


    「……浮気って……」


    「その点、私は、一途よ？」


    「正雄(まさ　お)、おかわりくれ」


    グラスを渡され、聖子は竹山を睨みながら水割りを作る。


    「ふんだ。私だって、ニューダーリン出来たんだからっ!!」


    竹山の前に、どんとグラスが置かれた。


    「まじか、誰だよ」


    「竹山ちゃんも、知ってるわよ」


    　ふふんと聖子はリモコンを握り、普段は、カラオケを映す天井のテレビに向ける。


    竹山が背中の画面に顔を向けると、【大阪ブレーブス　リーグ開幕インタビュー】という文字と、神戸にある球場の風景があった。


    画面が切り替わり、スポーツニュース担当の女子アナが、練習中の選手に声を掛けていく。


    「きゃ～!!　ダーリン格好いい!!」


    聖子の叫び声が、竹山の両耳を強く突いた。


    「……ダーリンて、お前、頭大丈夫か？」


    眉間にシワを寄せた竹山の後頭部に、がんっと衝撃。


    「うるせえ!!　音、聞こえねえから黙れ!!」


    「ボトルで殴んな!!　生田警察連れていくぞ!!」


    「もう一回殴られて、記憶なくすか？」


    聖子のすわった目に、竹山は画面を向く。初戦から一ヶ月、開幕直後のインタビュー映像。


    耳と、後頭部の痛みを感じながら、竹山は、もごもごと手にした容器を空けていく。


    「は～、時任(とき　とう)君が抱いてくれるなら、私、死んでもいいわ～」


    振り返り、ふたつめを取る時、聖子のうっとりとした顔があった。


    「……聖子、野球、興味あったか？」


    竹山は、「そんな可能性は、ない」という言葉は口にしなかった。


    「ないわよ。時任君のファンクラブには入ったけど」


    一ヶ月前、聖子は、韓流スターのファンイベントの為、韓国に行っていた。若くもなく、女でもないが、会うたびにハマっている男が替わっている。


    竹山は、たこ焼きを食べながら、爽(さわ)やかな笑顔を作る時任を見る。


    「……こいつ、試合出れねえくせに、元気そうだな」


    「おい、こいつじゃねえだろ」


    後ろから、地を這うような声が聞こえた。


    「時任君は、肘(ひじ)の故障中なの」


    「去年のやつだろ。もう完治してるって、この間、スポーツ新聞で読んだぞ」


    「竹山ちゃん。ほんと、おっさんね～」


    「うるせえ、お前、時任がどんな選手か知らねえだろ」


    「投げる人でしょ」という言葉に、竹山は大きく息を吐く。


    「……春夏甲子園連覇の左腕投手。ドラフト一位で、大阪ブレーブスに入団して、プロ一年目で二ケタ勝利。まだ、二十七歳なのに、沢村賞二回も取ってんだ」


    「ごめん、何言ってるか全然分かんない。あ、ちょっと黙ってて！」


    聖子が音量を大きくし、竹山は画面に向く。女子アナが今季の調子を聞き、時任が答えた。


    『今は、治療に専念して、早く、ファンの皆さんを笑顔にしたいです』


    聖子が叫び、竹山は両耳を塞ぐ。画面の中、野球界のスターが、白い歯を見せている。


    「野球の事は知らないけど、絶倫っていうのは知ってるわ」


    聖子の言葉に、竹山は空いた容器を差し出した。


    「……それしか興味ねんだろ」


    受け取り、聖子は返事をせず、画面をガン見している。竹山は、後ろの声を聞きながら、グラスを傾けた。つい最近読んだスポーツ新聞には、怪我は完治していると、下世話な情報とともに書いてあった。


    「……五億ももらってんだから、野球に集中しろよ」


    「いいじゃない。男は、女好きな方が出世するのよ」


    「いや、好きすぎるだろ。こないだの女優、もう振ったとかあり得ねえ」


    「あの女優、隠してるけど胸デカいもんね。清純派きどってたけど、ああいうのが一番エロいからね～。竹山ちゃん、めっちゃ好きそう」


    笑顔の聖子に、竹山は「うるせえ」と返す。言われた通り、十代でアイドルデビューした時から、ずっと好きだった。


    「時任君に口説かれたら、不倫してでもイキたくなるわよね～。うらやましい～」


    二十代前半だが、女優は一年前に結婚していた。だが、離婚調停が始まっていると、新聞に書いてあった。原因は、時任との不倫発覚だが、もう破局している事も。


    「……あんな、女ぐせ悪い男のどこがいんだよ」


    破局の原因は、時任の女性関係。グラビアアイドル、ホステスなど、同時に関係しているのを知った為だとあった。


    「だからいいんじゃない～、超肉食系で～。あの鋭い目に睨まれながら、食べられちゃいたい～」


    うっとりとした視線の先に、竹山は顔を向けた。画面の中、彫りが深く、整った浅黒い顔が映っている。マウンドに居る時より、穏やかな両目は、血統のいい猫を思わせた。


    「……そんなに、襲われてえのかよ」


    「襲われたいわよ。女だもん」


    聖子に振り返り、「襲うのは、お前だろ」と、竹山が言う前だった。


    「『メンヘラちゃん』も、めっちゃ女よ」


    一瞬の間のあと、竹山の背中に、ぶわりと汗が広がりだす。


    「暗くて、貧乳だけど。安心しなさいよ、浮気とかありえないから」


    聖子がうるさいので、ギプスが取れた竹山は、リリコを【桃源郷】に連れてきた。思っていたよりも酒に強く、聖子の「暗い」や「貧乳」の罵声(ば　せい)に動じなかった。


    「あいつとは……」


    「竹山ちゃんは、どうなの？　女に見れないなら、ちゃんと振ってあげなさいよ」


    真面目な顔をした聖子の言葉に、少ししてから返す。


    「……幸せに……なって欲しいと思ってる」


    「……竹山ちゃん」


    聖子が、タバコに火をつけてから言った。


    「めっちゃ、キモい」


    煙とともに投げられた言葉に、竹山は、口を開く事が出来なかった。


    　


    　　※


    　


    松波がリリコの部屋に戻ると、電子音が大きく流れていた。


    「何してるんですか？　楽しそうですね」


    後ろからの声に、杉田は引きつった顔を向ける。


    「松波さんもやりますか？」


    懐中電灯を、片手に持つリリコが言った。


    「……梅林寺さん、そんな、松波さんがやるわけ……」


    「やるやる」


    笑顔で松波が答え、杉田は目を丸くする。


    「杉田さん、続きを教えて下さい」


    そう言ったリリコの隣に並び、松波がにこにこと笑っている。


    「あ、懐中電灯がいるなら、持ってくるけど」


    「……あ、僕の、どうぞ」


    杉田は、昨日のライヴで使った、もう光らないサイリウムの棒を渡す。


    「松波さんの為に、最初からお願いします」


    リリコが、リモコンでテレビの画面を巻き戻す。


    「杉田君、お願いします」


    松波に笑顔で言われ、杉田は、意を決し、画面に向く。薄暗い、『CUTE　ID　CAFE』の二階にあるステージ。『NPB8』のメンバーが光を浴び、電子音が始まる。


    「……よっしゃーいくぞっ!!　タイガー!!　ファイヤー!!」


    普段は出さない大声を上げ、杉田は両腕を前に振り出す。それに習い、リリコと松波も同じ動きをする。


    「セイバー!!　ファイバー!!　ダイバー!!　バイバー!!」


    隣を見ず、杉田は声を張る。


    「ジャー!!　ジャー!!」


    画面の中、メンバーが踊り、歌い始め、それをファン達が盛り上げている。


    「杉田さん、もう一度、お願いします」


    隣を向くと、いつもと同じ顔のリリコが居る。


    「何て言ってるの？　僕も言いたい」


    その横で、松波が楽しそうに聞いてきた。杉田の全身から、力が抜ける。


    ……この人たち、変や。


    そう思った杉田は、ふたりに、ミックスと呼ばれる掛け声を教えた。動画を巻き戻し、最初から再生する。


    「よっしゃー行くぞー」


    一番に聞こえてきた、リリコの平坦な声。杉田は目を大きくし、続けて声を出す隣を見た。両手を大きく振る、無表情な横顔に、我慢出来なくなる。


    「杉田さん、どうしました」


    背中を向けられ、リリコが言った。口を片手で押さえ、杉田は肩を震わせている。


    「……梅林寺さんて、めっちゃ、おもろいですね」


    口から出た言葉に、慌てて振り向く。


    「そうなんですよ。梅林寺さん、おもろいですよね」


    首を傾げている顔の向こう、松波が両手を上げたまま言った。


    「それは、私の振りと言葉が間違っているという事ですか。杉田さん、もう一度、教えて下さい」


    そうではないが、説明するのもと思い、杉田はリリコに教える。また、動画をいちから再生し、三人で声を上げながら両手を振った。リリコがもう一度と言い、何度もくり返す。


    気付けば、松波は後ろのダイニングに座って、グラスでビールを飲んでいた。「どうぞ続けて」と笑顔で言われ、杉田は前を向く。昨日も、一時間ほど両手を振り続けていたが、全く飽きなかった。


    「……では、次は、ＰＰＰＨを教えます」


    「はい、先生」


    先生て、と思いながら、杉田は一時停止していた動画を再生する。「サビの前の動きです」と言った後、「タン、タタタン」と両手を打つ。


    「で、サイリウム……じゃなくて、懐中電灯を持った手を振り上げる」


    ほうほうと、リリコは小さく首を上下する。「では、やってみましょう」と、杉田が巻き戻し、動画が始まる。


    両手で拍子を打った後、どごっと顎(あご)に衝撃を感じた。


    「杉田君、大丈夫？」


    松波の声に、杉田は、両膝を床についた。


    「すみません。興奮していて、見えてませんでした」


    リリコの、いつもと変わらない声に、杉田が顎を押さえる。


    「……そういう時、ありますよね」


    凶器となった懐中電灯を床に落とし、リリコは杉田の肩を掴む。


    「病院に行きますか。それとも、暴行の現行犯として、私を警察に連れて行きますか」


    「どちらもいいです」と言い、杉田は洗面所の場所を聞いた。出て右ですと言われ、ふらふらとリビングを出ていく。広い洗面台の前に立ち、鏡に映った顔は、顎がじんわりと赤くなっていた。


    じんじんとした痛みを感じるが、表情は、緩んでいる。


    ……キモっ。


    杉田は下を向き、顔を洗った。


    ……何で、ふたりは引かんのんやろ。


    地元と、大学の時の友人なら、自分が地下アイドルを好きと言っただけで眉をひそめるだろう。


    ライヴでアイドルを盛り上げる、オタ芸。最近は、学生の文化祭のステージや、結婚式の二次会でも披露されるらしい。だが、ガチで、ライヴでやってるのは、キモいと自分でも思う。


    やりたいと言い出したのは、リリコだ。動画を見て、楽しそうだからと。


    ……変わってはるよなあ。


    「杉田さん、どうぞ」


    びくりと、後ろから聞こえた声に体を震わす。振り向くと、タオルを持った手が伸ばされていた。


    「……あ、ありがとうございます」


    ごしごしと顔を拭き、気配がなかったリリコに言った。心臓がばくばくと音を立てている。


    「タオル、そこの洗濯機に入れて下さい」


    杉田は、洗面台の隣、横に開く洗濯機を開ける。タオルを入れようとした手が止まった。


    「顎、大丈夫ですか」


    「……す、すいません！」


    首を傾げた顔に、杉田が叫ぶ。中にあった、膨らみが無いに等しいブラジャー。タオルを投げ入れ、扉を閉めた。


    「私が一方的に悪いです。すみませんでした」


    「……いえ、こちらこそ」


    何を言ってるんだと思いながら、リリコとともに洗面所を後にする。リビングに入ると、松波がこちらを見て、「おかえり」と言った。テーブルにあるものを見て、杉田は両目を大きく開く。


    『ほかほか肉だ』


    声が重なり、杉田とリリコはお互いを見た。


    「『ほかほか肉』って何？」


    テーブルの上にある、ふたつに爪が割れた、足つきの生ハムのかたまりは、ハモネロという専用の木の台に寝かされている。『知らないんですか』と重なり、松波は、声を上げて笑った。


    片手に握られた長く幅の狭いナイフが、きらりと光る。


    「このハムおいしいから、ふたりとも、こっちおいで」


    言われたとおり、杉田とリリコは、松波の向かいに並んで座った。ナイフが透けるほど肉を薄く切る様は、とても、格好いい。どうぞと言われ、ふたりは箸を伸ばす。


    「杉田さん、これで、全回復しましたね」


    「ですね」と、口を押さえているリリコに答える。


    「なんだか、ふたりは仲が良いね」


    「えっ」と杉田が固まる。リリコは、松波が注いだビールを飲み、口を開いた。


    「『ほかほか肉』というのは、オンラインゲーム『クローバーランド』略して『クロラン』に出てくる食べ物の事です。ネットで繋がった仲間でクエストを攻略すると報酬としてもらえます。『ほかほか肉』を食べると、プレイ中に溜まった疲労度が全回復し、ゲームをふたたび再開する事が出来るんです」


    「杉田君も、『クロラン』やってるんだ？」


    こくこくと、上下に首を振っていた杉田に、松波が聞いた。「はい」と答えると、笑顔が返ってくる。


    ふたりに構わず、リリコは、黙々とハムとビールを口にしていった。


    　


    　　※


    　


    「今日は、ごちそうさまでした」


    「あのハム、ひとりで食べるの寂しかったんだよね」


    笑顔を返し、杉田が車の時計を見ると、十時を過ぎていた。マンションの駐車場を出ると、目の前の川面がライトアップされている。


    「部屋からの夜景、綺麗なんだよ」


    助手席の松波に、杉田は「そうでしょうね」と返す。駐車場で後部席を勧めたが、今はプライベートだからと言われた。


    「もしかして、高いところ嫌い？」


    質問に、杉田は、少ししてから「はい」と返した。


    「なるほど、だからカーテン閉めてたんだね」


    松波の言葉に、杉田は首を傾げる。橋を渡り、中之島の駅を過ぎ、なにわ筋を走る。訪れた時と違い、歩道に人は見当たらない。


    「この辺りは、夜は、静かそうでいいですね」


    「うん、でも、スーパーとか近くにないから不便なんだよ。梅林寺さんと僕の部屋、僕の父親の持ち物で、入居者がいないから使ってるんだよねえ。日用品の買い物がしやすいところが、一番いいよね」


    「はあ」と杉田は返し、昨日までとは、松波が別の人間の様だと思った。


    「杉田君は、明日は夜勤だよね。ごめんね、昨日、休日出勤だったのに」


    「いえ」と言い、杉田は驚く。大阪府警に赴任して、そんな労(いた)わりの言葉をもらった事はない。


    「梅林寺さん、最高でしょ」


    杉田は、隣に顔を向ける。


    「関西の人って、おもしろい人間が一番なんだよね」


    にやりと笑った顔に、前を向いた。


    「ああ、でも、杉田君には、蒼井すみれちゃんが居るもんね」


    杉田は、かあっと、顔が赤くなるのが分かった。言葉を返せず、なにわ筋を進み、靭(うつぼ)公園が左右に見え、信号に止まる。


    「自殺体の件、梅林寺さん、何か言ってる？」


    今いる場所から、自殺体が見つかったマンションは近かった。


    「……いえ。あべのハルカスの件の事しか……」


    「そう」と言い、松波は窓を開けた。夜風が、杉田の思い出しそうな匂いを消す。


    「杉田君たちは、そっちを頼むね」


    「はい」と答え、車を発進させた。『クマグロ水産』での協力を思い出し、杉田は口を開く。


    「……あの、松波さんと、梅林寺さんてご親戚なんですか？」


    松波が、「どうして」と返してくる。


    「……なんか、似てるなと思って」


    キャリアだからか。ふたりは、何も、怖いモノが無いように見える。と、詳しく言えなかった杉田に、聞こえた。


    「それ、梅林寺さんに言ってごらん」


    隣を見ると、笑顔だった。


    「あんな、強姦魔と一緒にされるのは迷惑ですって、返されるだろうから」


    そう言って、松波は笑い出す。口数が多く、冗談を言い、よく食べて笑う。表情は動かないが、リリコもだ。


    遠いと思っていたふたり。杉田は、先ほどの数時間で、とても近くに感じていた。


    「残念ながら、血縁関係は無いよ。梅林寺さんの事は、半年前から知ってるけど」


    「そうなんですか」と言った杉田に、調子の変わった声が聞こえた。


    「十年前も、知ってるけどね」


    本町通に曲がり、杉田が隣を見ると、顔が向いていた。


    「梅林寺さんの事、知りたい？」


    こちらを見ている松波は、笑顔を消している。返さず、杉田は前を向く。地下鉄本町駅を過ぎた時、隣から聞こえてきた。


    「あべのハルカスの件の、被害者の子と、同じような体験をしてるんだよ」


    　駅周辺はオフィス街で、今は、人の姿はなかった。夜の通りは、電気の消えたビルが続く。静かな道を走りながら、杉田は耳を澄ませた。


    「梅林寺さんは、中学生だったけどね。それに、比べものにならないほど」


    信号で止まると同時に、声が途切れた。


    「……久々に楽しかったから、酔っぱらってる。ごめんね、変な話して」


    「いえ」と言い、前を向いた杉田は運転を再開する。大阪府警本部まで、ふたりは言葉を交わさなかった。駐車場に着くと、「お疲れ様」と言い、車を出て、松波はさっさと建物の中へ入っていく。


    　長身の後ろ姿を見届け、杉田は大きく息を吐いた。十五分程の道、半分まで楽しかったが、半分は息が苦しくなった。


    ……帰り送りましょうかって、言えんかったな。


    リリコの家を出る時、『忘れ物をしたから、一緒に行っていい？』と聞かれた。電車はまだあるが、いいのだろうかと思った。車の鍵を返してから、杉田は、大阪府警本部を後にする。


    歩道に出て、ライトアップされた大阪城を見ながら地下鉄に着く。杉田が住むのは、阪急線で梅田の隣、中津駅。府警からは、地下鉄谷町線に乗り、東梅田で乗り換える。


    谷町四丁目の駅は、地下に降りてから、中央線のホームの向こうにある。早足でも五分程かかる道を、杉田はゆっくりと向かった。


    人はまばらで、地上とは違う、ぬるい風を感じる。時折振り返ったが、追いつく姿はなかった。丁度、ホームに着いた電車に乗り、杉田は空いている席に座る。


    ……ちゃんと、聞いておけばよかったんやろうか。


    先ほどの松波とのやりとりを思い返す。


    『梅林寺さんは、中学生だったけどね。それに、比べものにならないほど』


    続きは、整った横顔に浮かぶ表情から、想像出来た。女子高生をなだめていた光景と、平坦な言葉を思い出す。


    『優しいのではなく、気持ちが分かるからです』


    ……被害者やから。


    そう思い、顔を上げると東梅田駅に着いていた。慌てて席を立ち、電車から降りる。


    十一時近く、帰路を目指すサラリーマンがホームには多かった。改札に向かう人の流れに続き、エスカレーターに乗る。


    ……でも、松波さんから聞くのは、違うやろ。


    そう、ぼんやりと思ったときだ。


    「来ないで!!　警察呼びますよ!!」


    大きく、聞き覚えのある声が聞こえた。振り返り、ホームに見えた姿に、杉田の心臓がどんと鳴る。


    「呼べや!!　呼んだら、ここで全部叫んだるわ!!」


    次に聞こえた声に、両足が勝手に動いた。人を押しのけ、「すいません」と言いながら、上りのエスカレーターを降りていく。


    「ほら、みんなこっち見てるで。嬉しいやろ、地下アイドルちゃん」


    そう言った、黒いフードを被った男の肩越し。蒼井すみれが、元から大きな目を開き、こちらを見ている。


    「……あの、何してるんですか？」


    男は振り向かず、「ああっ」と声を上げる。震えそうな手を、胸元に入れる。


    「……警察です、少し、お話聞かせてもらえますか？」


    警察手帳を胸元から出す前に、男は地面を蹴った。杉田が片足を踏み出すと、小さく聞こえてきた。


    「……刑事さん、私は、大丈夫ですから」


    目の前に、濡れた瞳。杉田は、少しして、我に返る。すみれの向こう、黒ずくめの男の姿が小さく見える。


    「追わないで!!」


    地面を蹴ろうとした杉田は、動きを止める。


    「……でも、……すみれちゃん、大丈夫なの？」


    「……あっ、すぎっちさん!?」


    すみれが大きな声を上げ、杉田の心臓は、どどんっと鳴る。


    「お久しぶりですね！　すぎっちさん、刑事だったんですか!?」


    ぱっと輝きだしたすみれの顔を、杉田は直視出来なかった。「……うん」と答え、顔を下に向ける。


    「そっか、公務員って、警察官だったんだ！」


    杉田がすみれの声を、こんなに近くで聞くのは久しぶりだった。


    三ヶ月前、『CUTE　ID　CAFE』の前で出会った時は、まだ、一階でメイドの仕事をしていた。杉田が通い出し、ひと月経った頃。関西限定だが、単独でＣＭ出演をし、すみれはアイドル活動が忙しくなった。


    二階のステージでしか会えなくなり、いちファンとしては、喜ばしい事だったが、杉田は寂しさを感じていた。


    「……すぎっちさん、警察官は、市民を助けてくれるんですよね」


    杉田の顔を覗き、すみれが言った。


    「お願いします。今晩、私と一緒に居てくれませんか？」


    　


    　　※


    　


    杉田が、地下鉄のホームで固まっている頃。リリコは、むくりとソファから起きた。


    「あ、起きました？」


    「なぜ、まだ居るんですか」


    「ひどいなあ」と言って、松波は隣に座った。


    「帰って下さい」


    「昨日は、ごめんなさい」


    リリコは、松波の真面目な表情をじっと見る。


    「私より、梨花さんに謝ったほうがいいです」


    「電話は、無視されたので。メールしときました」


    リリコが「返信は」と聞くと、松波は力なく笑った。


    「今日は、杉田君のお蔭で、楽しかったですね」


    「お蔭で、私は、暴行犯ですよ。暴力を、振るわないと約束して……」


    言葉を途中で止めたリリコに、松波が言った。


    「事故だから、約束は破ってないと思いますよ」


    「松波さん、暴走しませんから、ひとりで行動させて下さい。言われたとおり、自殺体については調べていません」


    「どうして？　あんなに、仲良くなってるのに？」


    リリコが、口を閉じる。


    「梅林寺さん、杉田君は、強いですよ」


    じっとこちらを見ているリリコに、松波が笑顔を作る。


    「柳下さん、上から煙たがられてるんですけど、検挙率高いから飛ばせないんですよ。新人クラッシャーって、あだ名もあるのに」


    「何の話ですか」


    「二年前、四係に配属された新人で、続いているのは彼だけです」


    「私と一緒に居たら、貴重な人材が失われますよ」


    「じゃあ、梅林寺さんは、そうならない様に動いて下さい」


    「ひとりで動く事は、出来ないんですね」


    松波は「捜査上の、規則ですから」と言い、笑顔を作った。


    「忠告は、聞いて頂けないんですね」


    「梅林寺さんは、杉田君から色々勉強した方がいいですよ」


    リリコは、松波に背を向け立ち上がる。


    「あちら側に行きそうで、心配なんです」


    「松波さん、明日の仕事に支障が出るので、もう眠りたいのですが」


    「長居してすいません」と残し、松波が部屋を出ていき、リリコはソファに座る。


    ……松波さんは、本当ばかりを話す。


    そう思い、横にあるものに気付く。もう光らない、紫のサイリウムの棒を手に取り、眺めた。


    ……優しい人は、怖い。


    傍に置き、立ち上がる。風呂をシャワーで済ませ、寝室に向かい、部屋の匂いが違うのに気付く。消臭剤を振ろうとは思わず、ベッドにもぐり込む。


    ベッドの脇にあるチェストの上。充電器につないだ携帯が光っていたが、手に取らなかった。


    両方の瞼はすぐに重く下がり、リリコはずるりと眠りに引きずりこまれた。


    　


    　　※


    　


    一睡も出来ないまま、杉田は、正午に大阪府警本部に出勤した。


    「あれ、杉田君。早いなあ」


    杉田が四係の部屋に入ると、山上がひとりで弁当を食べていた。


    「目の下真っ黒やで、大丈夫？」


    「大丈夫です」と言って、隣の席に座る。


    「エリートちゃんに、寝かせてもらわれへんの？」


    にやりと笑った山上に、杉田は両目を大きく開いた。


    「柳下さんが、怒ってたで。何で、村長使うんやって」


    残りをかきこんでから、山上が言った。村長とは、一昨日、杉田があいりん地区で話を聞いた、情報屋の通称だ。


    「……あべのハルカスの犯人の持ち物から、地区のレシートが出て来たんで……柳下さんに、一言、断ってからの方が良かったですか？」


    「そういうんじゃなくて。ほら、杉田君がさ、エリートちゃんに肩入れしすぎてるから、柳下さんすねてるんよ」


    「誰が、すねてるって？」


    後ろから聞こえた声に、杉田は振り返る。


    「山上!!　ちんたらメシ喰ってんやねえ!!　さっさと、聞きこみ行ってこい!!」


    すぐに山上は席を立ち、鞄を持って出ていく。柳下とふたりきりになった杉田が、どう言葉を掛けるか迷っていたとき。


    「京大、今から、ちょっと付き合え」


    そう言って、背を向けた柳下に、杉田は席を立った。建物を出て、横断歩道を渡り、大阪城が見える公園に着く。途中、自販機で買った缶コーヒーを手に、ベンチに並んで座った。


    「お前、よう、村長のとこ一人で行けたな」


    「……す、すいませんでした！」


    杉田は、柳下に向き合い、頭を下げた。


    「顔、上げろや」


    少しの間の後、聞こえた声に、体を硬くする。言う通りにすると、柳下は前を向いて缶コーヒーを飲んでいた。


    「怒ってないわ。今のは、逆や」


    いつも通り、眉間に深くシワをよせた横顔に、杉田は首を傾げた。


    「京大、これ、受け取れ」


    そう言って、柳下はシワが目立つジャケットから取り出した。「えっ」と言いながら、杉田は手にする。


    「エリートに、村長の事言ったら、しばき倒すからな」


    ぐっと缶を空け、柳下はベンチに置く。無言で立ち、背中を向け、大阪府警まで歩き出す。それに、杉田は声を掛ける事が出来なかった。


    手の中にある写真に、視線を向けると同時に、ポケットが震えた。


    「もしもし!!　何か、あったん!?」


    『杉田さん、今どこにいらっしゃいますか。出勤していると、伺ったのですが』


    思っていたのと、正反対の平坦な声。杉田は、ほっと体から力を抜いた。「すぐに行きます」と返し、通話を切る。


    ……やばい、画面がよく見えへん。


    ぶるぶると頭を振り、懐に写真を入れ、杉田は腰を上げた。


    早足で戻り、建物の中に入ると、すぐに声を掛けられた。「早いですね」とリリコに言われ、「すいません」と答える。


    「杉田さん、なぜ、謝るんですか。私は」


    リリコが、言葉を途中で止めたのが分かった。


    「今から、大阪拘置所に行きたいんです。付き合って下さい」


    「はい」と答え、杉田はリリコの後に続いた。駐車場に着き、車に乗ろうとした体が止まる。


    「今日は、私が運転します」


    杉田の腕を持ち、リリコが言った。「でも」と返した声に、「運転したいんです」と返された。さっさと運転席にリリコが乗り、杉田は助手席に座る。


    「運転にはあまり自信がありませんが、行きますね」


    リリコの言葉のあと、急発進した車は、大きな音を立てて止まった。


    「すみません、オートマに慣れてないんです」


    車道に出る前で良かったと思い、杉田は、「代わります」と返す。ふたりが乗り直し、杉田が車を動かそうとした時。ポケットが震え、携帯を取り出すと、登録したばかりの番号からの着信。


    リリコに背を向け、杉田は電話に出た。


    『杉田さん。今、どこですか？』


    小さく高い声に、体温が下がる。


    「……仕事中だけど、何かあった？」


    『あ、そうですよね。起きたら姿なかったから……ごめんなさい』


    不安そうな顔が思い浮かぶ。今から帰ろうかと、喉から出そうになった。


    『……夜には帰ってきますよね？』


    「うん」と答えると、『そうですか』と返ってくる。


    「……カーテン閉めて、外には出ないでね。あ、食べるものとかあったかな、多分、戸棚に……」


    杉田が話している途中で、くすくすと聞こえた。


    『すぎっちさん、本当に優しいですね。待ってますから、お仕事頑張って下さいね』


    和らいだ声を出し、すみれは通話を切った。


    「杉田さん、彼女さんがいらっしゃったんですね」


    しばらく、携帯を握ったままだった杉田。隣からの声で現実に戻ってきた。


    「……かっ、彼女じゃっ……」


    「すみれさんを見てる時と、同じ顔してますよ」


    リリコの言葉に、杉田は窓に顔を向けた。頬を触ると熱く、どんな表情かは分からない。


    「今、杉田さんのお家にいらっしゃるんですね。どうして、外に出たらダメなんですか」


    杉田の頬と体から、熱が一瞬で引く。


    「彼女を束縛するタイプなんですね。意外です」


    「……彼女じゃなくて、……い、妹です」


    「では、妹さんを、すみれさんの様に溺愛(でき　あい)しているんですね」


    回らない頭で、苦手な嘘を、上手く吐(つ)ける自信がなかった。黙っている杉田に、「向かいましょうか」と聞こえた。助かったと思い、小さく息を吐いてから、車を発進させる。


    リリコとのやりとりで、杉田の眠気は、どこかに飛んだ。運転を無事に終え、大阪拘置所に着く。


    ……あかんな、ちゃんとしな。


    頭を振り、杉田は車を降りた。


    「……梅林寺さん？」


    降りてこない助手席に回り、窓を叩く。リリコは、顔を下に向け、携帯の画面を操っている。府警本部を出てから、ずっとだ。


    もう一度叩こうとしたと同時に、リリコが出て来た。


    「杉田さん、これ、知ってましたか」


    杉田の顔の前に、リリコが携帯を差し出す。羅列する文字を追った目が、大きく開かれた。


    「知らなかった様ですね。どこに行かれたんでしょうか」


    答えを知っているが、杉田は、口を動かせない。携帯の画面には、大型掲示板のスレッド。


    【消えた地下アイドル　蒼井すみれの情報求む】というタイトルがついている。


    「捜索願はまだ出てない様ですが、心配ですね」


    杉田は、口を動かせない。リリコは携帯を鞄に入れ、入り口に向かう。その後を追いながら、昨晩のすみれの言動を思い出す。


    『……最近、……さっきの人にストーカーされてて、家にも来るんです。……頼れる人がいなくて……。……警察に行く前に、三日だけ、私を隠して欲しいんです』


    そう言って、今にも泣きそうな顔で、頭を下げられた。断れる訳がなく、コインロッカーのすみれの大きな荷物とともに、家に連れて帰る。


    事情を聞く間もなく、すみれは杉田のベッドで寝てしまった。狭いワンルームで、同じ場所に居るのは申し訳ないと、ユニットバスの浴槽に居た。ほとんど寝られず、出勤し、今、リリコから失踪している事を知らされた。


    「杉田さん、行きましょうか」


    隣からの声に、杉田は、目の前のガラス越しの顔に気付く。


    昨日と同じ、疲れ果てている犯人の顔。


    「明日、また来ます。上手くいけば、あなたは、三日後に釈放されるそうですよ」


    そう言って、リリコは席を立った。杉田は、慌ててそれに続く。面会室を出て、薄暗い廊下で隣に並ぶ。


    「……梅林寺さん。……すいま」


    「杉田さん、勤務中は、仕事の事だけ考えてくれませんか」


    「はい」と返し、杉田は下を向く。拘置所を出て、大阪府警本部に戻るまで、ふたりは無言だった。杉田が外に出ても、リリコは降りようとしなかった。


    少し迷ったが、助手席に回ると、扉が開く。


    「すみませんでした。先輩に対して」


    降りてきたリリコは、そう言って、杉田に頭を下げた。


    「……僕が、悪いんです。……頭、上げて下さい」


    少しして、リリコは無表情な顔を見せた。


    「杉田さん、どうして、昨晩は眠れなかったんですか」


    杉田は、ごくりと喉を鳴らす。向けられる瞳に、嘘や誤魔化しは、通用しそうにない。観念し、口を開いた時だ。


    「おいっ!!　エリート!!　車と、京大貸せや!!」


    建物の入り口から、大きな声が聞こえた。ずんずんと、柳下がふたりに近づいてくる。


    「山上と田淵、別件で駆り出されとんや。行くで!!」


    そう言って、柳下が杉田を促す。リリコは頭を下げ、その場を後にした。


    「なんや、エリートと、上手くいってないんか？　まあ、あんなんやからな」


    珍しく笑顔の柳下が、杉田の顔を覗き込む。遠い、リリコの背中を見ながら、杉田が答えた。


    「……柳下さん、エリートじゃなくて、梅林寺さんです。……それに、僕が悪いんです」


    そう言ったと同時に、ばしんと背中を叩かれる。


    「あほか!!　お前、先輩やろが!!　しっかりせえ!!」


    大きな柳下の怒声。うっかり、目から何か出そうになった。


    「あんなんのお守(も)り、よう出来るわ。俺は、無理や」


    そう言って、柳下は助手席に入った。杉田も、のろりと運転席に座る。


    「……柳下さん、この車、禁煙ですよ」


    「固い事言うなや、一本だけや」


    くわえたハイライトに、柳下は火をつける。


    「京大、さっき渡した写真、エリートに見せてないやろな」


    窓を開けようとしていた杉田は、動きを止める。煙とともに吐かれた言葉に、思い出す。


    「……はい」


    リリコに見せるどころか、存在を忘れそうになっていた。そう、口が裂けても、言えなかった。


    「右側の女に、今日、仕事が終わってから山上と会いに行け」


    とりあえず、「はい」と返事をした。


    「……京大。お前、分かってないやろ？」


    顔を歪めた柳下に、杉田はひゆっと背中が冷たくなる。


    「関西人のくせに、ブレーブスファンちゃうんか!?」


    「すいません」と言うと、柳下は、鼻と口から、白い煙を大きく吐いた。写真出せと言われ、杉田は胸元から取り出す。


    「こいつはな、大阪ブレーブスのスター選手、時任や」


    指でさされた顔を、杉田は、野球にあまり興味はないが知っていた。柳下は携帯灰皿にタバコを入れ、続ける。


    「左側の女に見覚えあるやろ。ふたり、時任と肉体関係があったんや」


    　薄暗い中、露出の多いドレスに濃い化粧をした、例の自殺体のひとり。時任を真ん中に、腕を組んで笑っている。


    「そこに写っとる店で、時任は常連客や。四日前も、行っとった。ったく、野球に集中せえよ」


    　そう吐き捨て、柳下が住所を言う。杉田は、カーナビに入力する。隣からの煙に目を細め、車を発車した。


    「四日前の深夜、店で、時任と言い争っとったらしい。明けて、三日前の朝に自宅で発見された時、見当たらんかった」


    「何がですか」と、杉田が聞き、柳下が肩を拳で殴る。


    「二年目やろが!!　携帯に決まってるやろ!!」


    「分かりませんよ」という言葉を返さず、謝った。


    「あの写真は、店のボーイからや。情報込みで、高くついたわ」


    　柳下は煙を吐き、窓を開ける。杉田は、やっと息を大きく吸う。


    「ふたり、ひとりの男取りおうとったくせに、仲良かったらしい」


    　車は、ＮＨＫ大阪ホールの横を通る。隣にある、大阪歴史博物館に、小学生の団体が入っていく。


    「そんなに、ええんかいな。夜の投球せずに、マウンドで頑張れっちゅうねん」


    　春の青空の下、穏やかな外の景色。それと対極な、下世話な柳下の言葉に、杉田は顔を歪めるしかない。


    「……どうして、四日前は、揉めていたんでしょうか」


    　携帯灰皿にタバコを入れ、柳下が答える。


    「捜査資料読んどらんのか!!　妊娠しとったんや」


    　杉田は、口を閉じる。


    「産む、産むなで、揉めとったんやと。ったく、つけるもんつけろや」


    　そう言って、柳下はタバコを咥えた。


    「産んで、右の女とふたりで、育てる言うてたらしいで」


    　かちりと火をつける音のあと、杉田は口を開く。


    「……なら、……自殺する理由、ありませんよね」


    　答えは、阪神高速に乗ってからだった。


    「京大、『カタメ』って宗教団体知っとるか？」


    　平日の昼間、トラックが多いが空いている道。進みながら、考えるが、「知りません」と答えた。


    「ボーイが、ふたりは熱心な信者や言うてた。今から行くとこは、本部の道場や」


    　ごくりと、杉田は喉を鳴らす。


    「田淵に調べさせたんやが。ネットの情報はゼロで、本部から出てきた信者に話聞こうとしたら、警察呼ばれたんやと」


    　杉田に、その辺りの知識はない。排気ガスとタバコの匂いを嗅ぎながら、柳下の声を黙って聞く。


    「ふたりは、ボーイを誘っとった。関西で二年前から活動しとって、活動内容は、道場でのお祈り。勧誘は口コミだけやが、自分らは、特別や言うてたらしい」


    　ふんっと、鼻から煙を吐き、柳下は携帯灰皿にタバコを入れた。


    「同じ施設におって、勝手に出ていってから、天王寺駅で拾われて世話になってるてな。未成年入信させるのもやが、ろくでもねえ団体や」


    　ちらりと隣を見ると、眉間のシワが、いつもより深かった。


    「右の女が、昨日、府警に来たんや。遺体の顔見て、笑いやがった」


    　いつもより小さな声に、杉田は何も言えず、車を走らせた。


    「何で笑うか聞いたら、『カミサマになったから』やと」


    　言葉が重なったのは、高速を降りた時だった。天王寺駅前の景色が、フロントガラス越しに広がる。カーナビの声のとおり、右に曲がり、あべの筋に出た。


    　昔ながらの商店街と、真新しい商業施設に挟まれ、路面電車が真ん中を通る道。進む車の中は、タバコの煙だけで、静かになった。高速の下を通ると、景色が変わる。


    　高い建物は見当たらず、低い民家が並ぶ。阿倍野警察署を越え、音声に従い、左に曲がる。少し進むと、到着ですと機械音が聞こえた。県警から二十分程で、狭い道に二階建ての家が並ぶ中、年季が入っている事務所のような建物に着く。


    　三階建てで、看板はなく、すりガラスの窓から中は見えない。一階の出入り口だろう扉も同じだ。周りの家は、緑が置かれ、生活感に溢れている。


    話を聞いたからか、杉田の目に建物が異質に映る。


    「何、ぼーっとしとんや。行くで」


    　そう言って、柳下は車を出ていく。杉田は、慌てて外に出た。


    「……あの、捜査令状、取ってるんですか？」


    「さっき、理由がないて答えてたやろが」


    　入り口に立つ柳下の後ろで、「えっ」と杉田が言う。


    「あるとしたら、ここやろ」


    　そう言って、柳下は扉を引いた。目を開く杉田に構わず、ずかずかと中に入っていく。少し迷ってから、続き、どんとぶつかった。


    「……柳下さん？」


    　止まった背中に声を掛けるが、返事はない。鼻を、寺などで嗅ぐ匂いが強く突いた。柳下の隣に並び、玄関の先、公民館を思わせる畳張りの部屋が見える。


    光景に、杉田は固まった。


    「こんにちは、どちら様でしょうか」


    　後ろからの声に、杉田は振り返る。気配無く現れた小柄な男は、部屋の人間たちと同じ、上下白の作務衣姿。


    「また、刑事さんですか。まだ何か」


    「……おい、これは、何をやっとるんや」


    　柳下が、前を向いたまま言った。杉田の目の前の男は、薄い唇を左右に細くする。


    「祈りです」


    　杉田は、部屋に顔を向ける。床に顔を付けるひとりが、慟哭(どう　こく)し始めた。


    「上にぶら下がってんの、何や」


    　柳下が、背中を向けたまま言った。立ち上がったひとりが、掴み、奇声を上げる。


    「天井から吊るしているのは、『イシュタム』を模したものになります」


    『イシュタム』と、杉田は頭の中でくり返した。


    　部屋は十畳ほど。そこには、白い服を着た七人。天井からは、数えきれない程の、大量の白いてるてる坊主が吊るされている。


    「こんな事やって、何になるんや」


    　柳下の言葉と同じ事を、杉田も思った。部屋に居る人間は、ほとんどが若い女性。皆、正気を失った行動を取っている。


    「ここに来られている方々は、悩みがあり、それを吐き出しているんです。ここを出れば、普通の方たちですよ」


    　杉田の隣に立った男が言った。顔を向けると、口だけの笑顔を向けられる。リリコとは違う意味で、怖さを感じた。


    「あの子は、『イシュタム』になったんです」


    　そう言って、男は天井を指さす。杉田が顔を上げると同時、ひとりが掴んでいたのを離した。ぐるぐると上から伸びる紐が回り、てるてる坊主の顔が向く。白い丸に書かれた赤い目が、杉田を捉えた。


    「それは、とても喜ばしい事です。あの子は、全ての苦しみから解放されたのだから」


    　男の言葉が遠くに聞こえ、杉田の鼻に、匂いが蘇る。三日前に見た姿と、靭公園近くの部屋での姿。目の前に浮かび、耐えられなくなる。


    「……『カミサマ』は、あんな、若い女がなるもんやねえ!!」


    　杉田が、両膝を床に着く寸前。柳下の怒声とともに、隣に居た男が壁に吹っ飛ぶ。


    「ここで、何しとるか。また、ゆっくり調べに来るわ」


    　そう言い残し、柳下は出ていく。杉田は、すぐに、その場から動けなかった。


    　


    　　※


    　


    「あそこで、吐いたったら良かったんや」


    　車に戻った杉田に、柳下が言った。杉田が、運転しますと言ったが、断られた。道場の近くのコンビニから、荒い運転で車が発車する。


    「ほんま、胸糞悪いわ。帰ったら、すぐに捜査令状取って、踏み込むで」


    　片手でハンドルを持ち、柳下はタバコを咥える。器用に火をつける姿に、杉田は窓を開けていいですかと言う。すぐに、全ての窓が下がり、高速の下を通過する。


    「……令状、取れるんですか？」


    「あそこに居(お)った女ら、何もなしに、あんな状態な訳ないやろ」


    　びゅうびゅうと吹きこむ風を感じながら、確かにと思う。


    「それに、あの発言や。自殺ほうじょで、充分引っ張れるわ」


    　白い煙が、外へと流れていく。先には、あべの筋の平和な風景。部屋に居た女性と変わらない歳ごろの集団が、きゃっきゃっと楽しそうに歩いている。


    「あー、やまちゃんのたこ焼き食べたいわ!!」


    　近鉄百貨店の前を通ると、柳下が叫んだ。確か、百貨店の裏にある店で、大阪でとても有名だと杉田は思い出す。妹を案内した時、ネットで調べた。


    「おいしいんですか」と聞くと、「食べた事ないんか」と返ってくる。


    「はい。昨日、たこ焼き、食べましたけど」


    　妹は、並ぶのが嫌だと拒否した。昨日は、自分で作った。そう思い、ふっと顔が緩むのを感じた。


    「なんや、気持ち悪いな。もう一件聞きこみ行くから、しゃんとせえよ!!」


    「はい」と返すと、柳下はふんと鼻を鳴らす。天王寺駅を少し離れた先で、杉田は運転を代わる。行先を聞き、車を動かす。


    「さっきの、エリートにチクんなや」


    　堺筋に入り、タバコを咥えた柳下が言った。


    「……どうして、梅林寺さんに自殺体の件を」


    「あの、イヤミな管理官の親類やろ」


    　杉田は、隣の顔を見る。前を向けと怒鳴られた。


    「言わんでも、分かるわ。よう似てるし、同じマンション住んでんねやろ」


    「……親類では、ないらしいです」


    「なら、あのエリートらデキとんか」


    「それも、ないです」と杉田が答え、柳下は火を点(つ)ける。


    「まあ、想像出来んわ。あの能面みたいな顔が、男の前で変わるん」


    「ちゃんと、表情ありますよ」


    　零(こぼ)れた言葉に、杉田は隣を見られなかった。


    「京大は、あんなんが好みか」


    「ちがっ、そういうんじゃないです!!　それに、僕は……」


    　信号で止まり、ゆっくりと向く。柳下は、にやりとした顔で、煙を吐いた。


    「何や、女出来たんか」


    　前を向き、変わった信号に進む。


    「大事にしたれよ。俺ら、いつ、何があるか分からんから」


    　返せず、顔を思い出す。大丈夫なのだろうかと、携帯が気になり始めた。次、右に曲がれと言われ、南海本線今宮戎(えびす)駅を越え、すぐに路地に入る。


    　単身者用マンションが並ぶ通り、駐車場に車を置き、杉田は柳下に付いていく。


    「これから行くん、最初の女が、働いとった事務所や」


    　普通のマンションに見えた。杉田が返す前に、柳下が中に入り、エレベーターに乗ったのに続く。


    「京大、デリヘルって使った事あるか」


    　にやついている顔に、無いですと小さく答える。


    「こういう、普通のマンションの部屋で、女待機させて。客の電話注文受けてから、部屋とかホテルに運ぶんがデリバリーヘルスや」


    　言葉は知っているが、そういう仕組みなのかと思った。


    「今は、ネットで写真見て、注文するらしいで。実物と違うんがよう来るって、山上のアホが愚痴っとったわ」


    　階に着き、柳下が進む。後を続きながら、杉田は、元気だなと思った。


    「親御さん、知らんかったらしい。ＯＬ続けとるって嘘ついてたんやと」


    　ここやと、柳下が扉の前で止まる。


    「ホストに入れあげて、風俗落ちて、死んで、アホやろ」


    　杉田が口を開こうとした時、小さく聞こえた。


    「まだ、何も分かってない。俺らのが、アホやけどな」


    　柳下が呼び鈴を鳴らし、警察や開けろと大きな声で言った。中から扉が開き、ずかずかと入るのに、杉田も続く。


    　部屋は１ＬＤＫで、玄関からすぐにダイニング。奥の引き戸から、女の子の顔が見えた。扉を開けた茶髪の男に、柳下が懐から出した写真を見せる。


    「貢いどったホスト以外で、この女と、仲良かった子おらんか」


    　男が、笑顔の写真に固まり、後ろから声が聞こえる。


    「いないよ。だって、暗かったんやもん」


    　大学生に見える女の子が、柳下に近づいてきた。化粧が濃く、纏(まと)うきつい香水の匂いが、杉田の鼻を刺す。


    「最後に会った時も、変な事言ってたし」


    「変なって、なんや」


    　柳下に顔を覗き込まれ、女の子は、後ろに居た杉田に近寄る。


    「お兄さんが、今度、指名してくれるなら話すよ」


    　茶髪の男が名前を呼ぶが、女の子は杉田に笑顔を作った。


    「京大、名刺もらっとけ」


    　言われた通り、女の子からピンクの名刺を受け取る。


    「やっと、『イシュタム』になれるって。珍しく、明るかったよ」


    　女の子が、笑顔で言った。


    　


    　　４


    　


    夜の始まり、道頓堀のドン・キホーテ前は人が溢れている。杉田が入り口に着くと、すでに山上が待っていた。「遅れてすいません」と声を掛けると、杉田の鼻を、今度は男物の香水が強く突いた。


    「お疲れさん。何か、そっちは大変やったね」


    「山上さん達は、張り込みでしたね」


    　山上が歩きだし、人にぶつからない様に杉田は続く。


    「昨日の晩からな、こっちは特に不審な動きはないわ。なんか、営業されたんやろ？」


    　柳下が言ったのかと、杉田は顔を歪める。


    「柳下さん、熱くなってたけど、令状下りるんか微妙やなあ」


    　聞きこみが終わり、一度、府警本部に帰った。柳下は、今から上とやり合ってくるわと息巻き、建物に入っていった。


    「どうしてですか、供述は取れたのに」


    『イシュタム』という単語を、杉田は思い出す。


    「エリートちゃんに、チクったらあかんで」


    　まただと、こちらを向く真面目な顔に思った。


    「自殺体の件の捜査やめろって、上から、柳下さん言われてるんよ」


    杉田の「どうして」の言葉に、山上は目を細める。


    「写真、見せてからやから。写ってた有名人のせいやろ、妊娠させた女が死んでもたからな」


    「……妊娠は、自殺の理由じゃ」


    「それでも、世間にバレたら大騒ぎやわ。女関係で色々言われとるし、マスコミ飛びつくやろ」


    「なら、早く解決した方が」


    「解決する前に、話聞きにいったのバレたら、容疑者扱いやろ。それが嫌な人と、上は繋がってて、慎重にいきたいんちゃう」


    　確かに、柳下の様子では、無理だろう。


    「嫌やなあ。柳下さんみたいなんが、あるべき姿やのに」


    　山上に、杉田が返そうとしたとき。


    「まあ、そういうの置いといて。こっからは、楽しいお仕事やで」


    満面の笑みで、よく見ると、髪の毛をセットしている山上が言った。杉田はひきつった笑顔を返す。


    府警に帰って携帯を確認し、メールも着信もなかったが、家に早く帰りたい。


    「あの店、たっかいから行った事ないんよ。経費で行けるとか、ほんまラッキーやわ」


    杉田の気も知らず、山上は嬉しそうに言う。慣れた様子で、宗右衛門町の街に入っていく。


    「……平日なのに、人、多いですね」


    「それだけ、すけべな男が多いってことやな」


    大阪で一番有名だろう、川沿いに賑やかな看板がある、戎橋からすぐ。長く延びる商店街の裏は、宗右衛門町という飲み屋街だ。平日の七時過ぎだが、男達や、出勤前の女達が道に溢れている。


    そんな道を、タクシーが遠慮なく走り、杉田は山上の後ろで付いていくのに必死だ。


    「着いたで。杉田君分かってるやろうけど」


    派手な看板がない、ビルの一階で止まり、山上が振り返る。


    「……刑事だって事は、言いませんよ」


    「馬鹿か。そんなんより、大事な事や」


    山上が、真剣な顔で杉田に言った。


    「俺は、フリーで入るから、杉田君が、例の子指名しいや」


    「はあ」と杉田が返すと、山上は店の玄関に入っていった。少し遅れて入ると、すぐに、女モノのキツい香水の匂いがした。ほとんど灯りがない廊下を通ると、オレンジの光が眩しい場所に出た。


    「おおっ、やっぱ、すごいな」


    天井には、キラキラと輝く、大きなシャンデリア。壁は茶色で、並ぶ丸い形のソファと、テーブルは黒。至るところに生花が置かれ、広い店の奥から、グランドピアノの生演奏が聞こえる。


    外の喧騒が嘘の様で、杉田は、ここも異国だなと思った。


    「いっつも行ってるとこ、20人くらいしか入らんで。ここ、１００人以上いけんちゃう」


    山上の興奮で大きな声に気付いたのか、スーツを着ているが、勤め人には見えない男が近づいてきた。こちらにどうぞと、ふたりを案内する。


    「こっちは指名あり、俺はフリーで。可愛い子つけてや」


    座るなり、そう言った山上の後、杉田は男に名前を伝えた。ふうっと息を吐き、人がまばらな店内を見渡す。


    ……こんな所なんや。


    柳下に小さなスナックに連れて行かれた事はあるが、初めてだった。ソファの背もたれが高い為、客や、女の子の様子はよく分からない。杉田は、ここが、話をする場所という認識しかなかった。


    ぼんやりしていると、「失礼します」と高い声が聞こえた。


    「ご指名ありがとうございます。お若い方で、驚きました」


    そう言って、隣に座る。写真の中よりも、数段、美しい女の子。着ている赤いドレスから、胸の谷間がくっきりと見え、十九歳とは思えない色気に驚く。


    「こいつ、キャバクラ初めてなんよ。俺らの上司が、君になら任せられるって。優しくしたってな」


    口を開けない杉田の代わりに、山上が、いつもより低い声で言った。


    「そうなんやね。お名前、聞いてもいいですか？」


    ぴたりと体をつけ、女の子が聞いてくる。感じる柔らかさに戸惑いながら、小さく名乗る。


    「杉田さん、京都の人でしょ」


    そう言って、女の子はグラスに氷を入れる。


    「京都の方って、綺麗な関西弁話しはりますよね。私、好きなんです」


    上目遣いで言われ、どう返していいか分からない。


    「あれ、そんな高い酒、注文してないで？」


    テーブルに置かれた、琥珀色のボトルに、山上が声を上げた。「あちらのお客様からです」と、ボーイが片手で指した先。ひょこりと、笑顔が、背もたれから覗いた。


    「……んで、おるんや」


    杉田より先に、山上が声を上げた。


    「お会計は、あちらのお客様と一緒になっています」と言い、ボーイは頭を下げ、その場を去っていった。入れ替わりに、スーツの男が、女の子を連れてくる。「しつれいしまーす」と、山上の隣に座った。


    途端、引きつっていた顔が、満面の笑みに変わる。


    「杉田君、挨拶してきて。俺、自己紹介せなあかんから」


    そう言った後、山上は、キメ顔で話し始めた。「行ってきていいですよ」と、隣の女の子に笑顔で言われ、杉田はすいませんと腰を上げる。席に近づき、杉田は、その場で固まった。


    「偶然だね。こっちは、社会見学中だよ」


    そう言って、両脇に女の子を並べた松波が笑った。それよりも、目線を奪ったのは、ソファの端でいつも通り姿勢を正している姿だった。


    「梅林寺さん、少し詰めたげて。杉田君座れないから」


    断る前に、リリコが立ち上がり、「どうぞ」と言った。杉田は、浅く腰を下ろした。


    「……あの、どうしてここに」


    「松波さんに誘われたんです。後学の為にと」


    だからってと思ったが、口には出さなかった。


    「杉田君、乾杯しようか」


    松波が、杉田の前にシャンパングラスを置く。なみなみと注がれ、泡がぱちぱちと弾(はじ)けた。「乾杯」とグラスを合わされ、手にし、迷ってから口にする。


    「大丈夫ですか。昨日、寝てないでしょう」


    リリコの言葉を誤魔化す様に、杉田は、一気にグラスを空けた。初めての味に、げっぷを我慢する。


    「杉田君、いい飲みっぷりだね。もう一杯どうぞ」


    グラスに、高い場所から片手でシャンパンを注ぐ仕草。何でも様になるなと、杉田は感心した。


    「松波さん、調子に乗り過ぎですよ」


    「だって、僕、杉田君が好きなんだもん」


    そう言って笑った顔を、なぜか、杉田は怖いと思った。


    「それは、被虐対象としてでしょう。杉田さんは、松波さんの趣味につき合わせていい人ではありませんよ」


    「厳しいなあ。自分は、付き合わせてるくせに」


    「そういう言い方は、止めてくれませんか。行動をともにしろと言ったのは、あなたです」


    テーブルの空気が、一瞬で張りつめ、女の子たちも固まっている。杉田はグラスを持ち、立ち上がった。ぐいっと空けてから、口を開く。


    「……楽しく、呑みましょう」


    げっぷを押さえ言うと、少ししてから、笑い声が上がる。松波の笑顔と、リリコの無表情を見ながら、杉田は思った。


    ……このふたり、子どもみたいや。


    羨ましいなと、席に着く。ちらりと、山上が居る席を見ると、先ほどとは替わった女の子相手に、楽しそうだ。そして、杉田が指名した女の子は居なくなっている。


    「……あの、僕、そろそろあっちに」


    「何言ってんの？　楽しく呑むんでしょ？」


    松波は、杉田のグラスに、なみなみと注いだ。


    「心配しなくても、大丈夫ですよ。彼女には、監視がついています」


    小さな声に、隣を向く。


    「それに、松波さんとふたりにしないで下さい。楽しくありませんから」


    「それどういう意味ですか？」


    「ちゃんと決めた人が居るのに、鼻の下を伸ばしている姿を見るのは不快です」


    「ここに来る人間なんて、ほとんどが既婚者ですよ」


    また悪くなった空気。杉田がはらはらしていると、携帯の着信音が聞こえた。


    「杉田君、あとよろしくね」


    松波が席を立ち、店の奥へと消えた。リリコがボーイを呼んだあと、女の子たちが、スーツの男に促され席を立つ。


    「どうぞ、杉田さんはあちらで楽しんで下さい」


    リリコの言葉に、杉田は席を立たなかった。


    「私の事なら気にしないで下さい」


    「……ここに来たのは、仕事ですから」


    「そうですか」と言い、リリコは黙った。ふうっと息を吐くと、酒臭いのに気付き、急に頭がぼんやりしてくる。寝不足で、酒を呑んだ為だろう。


    無言の隣と対照的に、店の中は人が増えている様で、さわさわと楽しそうな声が聞こえてくる。


    「杉田さん、用事が済んだのなら、早く家に帰った方がいいのでは」


    リリコの言葉に、閉じかけていた瞼が開いた。そうだと思い、携帯を手にする。幸い、通知はなかった。


    「妹さん、待ってるんでしょう」


    「はい」と答えようとしたが、やめた。


    「……すいません」


    「どうして、謝るんですか」


    「……嘘ついてるの、分かってるんでしょう。だから、昼間、怒ったんやないんですか」


    口から出た言葉に驚いたが、謝らなかった。ぼんやりする頭で、杉田は、リリコの言葉を待つ。


    「……梅林寺さんは、表情ないけど、……素直ですよね」


    あれと思うが、続けた。


    「僕は、……梅林寺さんは、いい人やと思ってます。……それを、みんな知ってくれたらいいなって」


    杉田は、言葉を途中で止めた。目の前に、知らない表情が浮かんでいたからだ。


    「……顔、洗ってきます」


    そう言って、杉田は席を立つ。トイレの場所をボーイに聞き、洗面所に立つと、鏡に映る顔が赤い。蛇口をひねり、じゃばじゃばと顔を洗う。


    ……何で、あんな事言ったんやろ。


    答えが出る前、水音に重なる声に気付いた。後ろを振り返り、漏れている個室に近づく。聞き間違いではなく、はっきりと、あえぎ声だった。


    ここ、そんなとこちゃうやろと思っていたら、聞こえた。


    「……ねえ、気持ち良くないから、やめていいかな」


    聞き覚えのある声の後、なまめかしい声が止んだ。少しして、杉田の顔に、扉。


    「あれ、杉田君？　何してんの、吐くの？」


    「……いえ、大丈夫です」


    ふわふわとした気分は吹っ飛び、床から、顔を押さえて立ち上がる。後ろで、ハイヒールの音と、扉を乱暴に閉めた音が聞こえた。


    「大丈夫？　顔洗いなよ」


    そう言われ、蛇口を閉め忘れていた洗面所に向かう。もう一度洗って顔を上げると、鏡に、額が赤い顔。すぐ隣に、松波が居た。


    「……松波さん、それっ……」


    「欲しいならあげるよ？」


    そう言って、ひとさし指に掛けた、赤いＴバックをくるくる回す。「……いいです」と返すと、動きが止まり、薄い布が舞った。


    「そんなに欲しかったら、言えばいいのに」


    ゴミ箱に入る寸前でキャッチし、杉田は松波を見る。鏡に向き、髪の毛を整えている姿に口を開く。


    「……返さなきゃダメですよ」


    「杉田君は、誰にでも優しいよね。疲れない？」


    少しして、杉田が言った。


    「松波さん、……首に、口紅ついてますよ」


    「ああ、ありがとう。こんなの見たら、梅林寺さん、しばらく口利いてくれないから」


    鏡に向き、松波は指で赤を拭った。


    「なんか、梅林寺さんみたいな事思ってる？」


    鏡から、こちらに向いた笑顔は、嫌な感じがした。


    「昔から、これでしか発散出来ないんだ。好きな人とは、無理だから」


    四年振られ続けていると、リリコが言っていたのを思い出す。


    「僕だって、梅林寺さんみたいに、綺麗なままでいたいよ。でも、無理だから」


    くり返された言葉に、口を開こうとした時。外から、勢いよく扉が開かれた。


    「おいっ!!　ワシの女、襲ったん誰や!!」


    突然現れた、スキンヘッドで、あまり背の高くない中年の男が叫んだ。ふたりを真っ赤な顔で睨み、杉田の赤を握る手に視線を止めた。


    「お前か!!　この、クソガキ!!」


    大きな声とともに、こちらに向かって来る。伸ばされた手は、杉田に届かなかった。


    「誘ってきたのは、あなたのビッチちゃんですよ？」


    男の手首を捩(ね)じり、笑顔の松波が言う。


    杉田は、急に上がってきたものを感じ、口を開いた。


    　


    　　※


    　


    「……違います。そこは、左手を上です」


    「……分かりました、先生」


    高い声と、平坦な声が、遠くに聞こえる。ゆっくり瞼を開けると、薄暗い。暗さに目が慣れると、知らない天井が見えた。


    「……じゃあ、リリコさん、もう一度最初から行きますね」


    そう聞こえたあと、聞き覚えのある曲。杉田は、がばりと上半身を起こした。掛けてあった布団を剥(は)ぎ、寝ていたベッドから出る。


    と、同時に、頭に強い衝撃。片手で押さえ、声が漏れてくる扉を開けた。


    「あっ、すぎっちさん、おはようございます」


    「おはようございます。気分はいかがですか」


    眩しい日光を浴びるふたりに言われ、杉田は固まった。


    ……待って、どこから……。


    「顔色が悪いですね。まだ寝ていて大丈夫ですよ」


    困惑している杉田に、わさわさと音を立て、リリコが近づいた。上から下まで見て、すみれがいつも着ているステージ衣装と分かった。


    「本当だ、お水持って来ましょうか？」


    そう言って、メガネをかけたすみれが正面に立つ。リリコがいつも着ているリクルートスーツ姿で。


    「……ふたり、なんで、……そんな格好なん？」


    「可愛いでしょ？　リリコさん、絶対似合うと思ったから」


    フリルと、つるつるした素材で出来た、派手なメイドの様な格好。確かに、似合ってない事はない。


    「スーツを着てみたいと、すみれさんが言ったので。よくお似合いです」


    確かに、だが、黒いフレームのメガネまでと思った。その時、ふたりの後ろの景色が、リリコの部屋だと気付く。頭がどがんと痛み、インターフォンが鳴る。


    「すみれさん、大丈夫です。私の、彼氏ですよ」


    一瞬でこわばった顔に、リリコが言った。痛む頭を抱える杉田は、目を大きく開く。後ろから、足音と扉が開く音が聞こえ、振り返る。


    「お昼ごはん、買ってきましたよ」


    「ありがとうございます」と、リリコは、紙袋を両手に持つ松波の隣に立つ。テーブルに並べるふたりに、杉田は何も言えない。


    「お兄さん、昨晩はすみませんでした。こちらにどうぞ」


    笑顔の松波が言い、コーヒーの匂いが鼻を強く突いた。「すいません」と言って、白い顔をした杉田は、下を向く。


    「隼人さん、お兄ちゃんを、お手洗いに連れて行って下さい」


    リリコの声が聞こえ、両肩が掴まれた。顔を上げると、「お兄さん、行きますよ」と言われる。首を振り、口を押さえた杉田は、トイレに案内された。


    「大丈夫？」


    しばらく便器に頭を突っ込んだあと、トイレを出ると、松波が待っていた。


    「ちょっと、来てもらってもいいかな」


    笑顔で言われた言葉に従い、リリコの部屋を出て、隣の部屋に上がった。


    「そこ座ってて。辛かったら、寝てていいから」


    リビングに案内され、杉田は、遠慮がちに大きなソファに座る。リリコの部屋より広く、カーテンが閉まっていた。片手に水のボトルを持って、松波は隣に座る。


    「昨日は、本当に、すみませんでした」


    そう言って、松波が頭を下げる。杉田は慌てて、「やめて下さい」と言った。「許してくれる？」と聞かれ、「はい」と答えると、整った顔が見られた。


    「やっぱり、リリコさんのお兄さんは優しいなあ」


    差し出されたボトルを受け取り、杉田が口を開く。


    「……あの、……さっきから、……僕、訳が分からないんですけど……」


    「梅林寺さんは、杉田君の妹。僕は、梅林寺さんの彼氏。昨晩、そういう設定で、すみれちゃんを保護したんだよ。病院送りにしたぶん、ちゃんと責任は取るから」


    真面目な顔で、松波は続ける。


    「昨晩は、二重で、あの店を張ってたんだ。中に、梅林寺さんと僕で、捜一の捜査員が外に居た」


    どうしてと杉田が言う前に、言葉が重なる。


    「四係の人間に頼まなかったのは、容疑者を、公にしたくない上からの命令。でも、柳下さんが、そんなの納得する訳ないよね。杉田君たちが中に居る間、田淵さんが外に居て、そのお蔭で、あの子を確保出来た」


    容疑者という言葉で、写真の中にあった顔を思い出す。


    「自殺体で発見された子と、杉田君が指名した子、ふたりの共通点は知ってるよね」


    はいと、上着を探ろうとして、やっと気付いた。


    「残念ながら、昨日着てたスーツは、汚れがひどくて捨てちゃったんだ。それ、僕の」


    着ているスエットは、腕はちょうどだが、足が余っていた。「新品でなくてごめんね」と言い、松波が続ける。


    「トイレでのやりとり、覚えてる？」


    痛む頭で、男が入って来たまではと、思い出せた事を答えた。


    「その人に、吐しゃ物で応戦したあと、意識失くしたんだよ」


    頭痛とひりつく喉に、杉田は納得した。


    「病院に運ばれる途中、付き添ってた梅林寺さんが、杉田君の携帯に掛かってきたすみれちゃんの電話を取ったんだ。そのあと、僕に電話あったんだけど、すごく怖かったよ。あんなに怒られたの、いつ振りだろ」


    我慢出来ず水を飲み、杉田は続きを聞く。


    「責任取れって言われて、府警から病院と杉田君の家に行って、梅林寺さんの運び屋したあとに、また戻ったんだ。久々に徹夜だよ」


    壁の時計を見ると、十二時を過ぎていた。「昼まで寝て、すいません」と杉田が言う前に、上着のポケットから、松波がテーブルに置いた。


    「これ、返せなかったよ。府警に護送してる途中で、消えたから」


    くたりと横たわる赤い布に、見覚えがあった。また、頭がずきずきと痛くなり、杉田は目を細める。


    「途中、トイレに行きたいって言われて、コンビニに入って、個室の窓から逃げたらしいよ。なんで、田淵さんを誘惑しなかったんだろうね」


    杉田がどう返したらいいか迷っていると、部屋に電子音が響いた。テーブルにある携帯を持ち、操ったあと、松波は顔を歪めた。


    「怪しまれるから、すぐに、杉田君だけ帰って来いってさ。僕、すっかり嫌われちゃったなあ」


    「……大丈夫ですよ。……僕も、妹とよく喧嘩しますから」


    杉田の言葉に、松波は目を大きくする。


    「杉田君ならいいけど、こんなお兄ちゃん、絶対いらないと思うよ」


    昨晩と違う笑顔にほっとし、杉田はリリコの部屋に戻った。リビングに入ると、コーヒーと食べ物の匂いがし、腹がぐうっと鳴る。


    「おかえりなさい、お兄ちゃん」


    そう言って、リリコが近づいてくる。


    「松波さんから、事情は聞きましたね」


    小さく動いた口に、首を振る。すみれの姿を探すと、台所に立っていた。


    「行方不明の方は、四係のみなさんが追っています」


    語られる言葉に耳を澄ますが、どうしても、リリコの格好が気になってしまう。


    「見つけてお話を聞けば、すぐに事件の概要は見えてくるでしょうが、妙なんですよね」


    メガネを掛けていない顔が、下に向いた。


    「数々の証言に、今朝、柳下さんがロッカーから見つけた、携帯電話。昨日から、証拠が、揃いすぎてるんです。それに、今日、時任さんが神戸に居るのも」


    がしゃんと音がし、リリコは言葉を止める。振り向くと、床に落ちた湯飲みと、小さくなる、リクルートスーツの背中。杉田より先に、リリコが追う。靴も履かずに、開きっぱなしの扉を出て、エレベーターまで急ぐ。


    扉が閉まる寸前。リリコが片手を入れるのを、遅れてきた杉田は止められなかった。がこんっと音がし、二人の前に、怯えた顔が現れる。


    「すみれさん、嘘を吐いてすみませんでした。私は、杉田さんの妹ではなく、同僚の刑事です」


    エレベーターに乗り、リリコはすみれの前にしゃがむ。


    「部屋に戻りましょう。大事な人を、守りたいのなら」


    扉が閉まらない様、ボタンを押している杉田を、ふたりが通り過ぎた。


    「杉田さん、玄関の棚の上に、府警の車の鍵があります。持ち物はその中にあるので、先に戻ってもらってもいいですか」


    すみれの肩を抱え、リリコが言った。杉田は、「分かりました」と言い、少し遅れて玄関に入る。リビングから、大きな泣き声が聞こえた。


    迷ったが、靴を履き、鍵を持って出た。駐車場に着き、見つけた公用車に乗る。助手席に、自分の財布と携帯とベルトがあった。すぐに出発する気になれず、深く座る。


    ……すみれちゃん、大丈夫なんやろうか……。


    どうして逃げ出したのか、答えが出る前に気付く。ダッシュボードの上に、見知らぬ、黒いふたつ折りの革財布。


    ……忘れ物か？


    手に取り、少し迷ってから中を見る。カード入れは使っておらず、持ち主の名前は分からなかった。札入れの中に見つけたものに、杉田は両目を大きく開いた。


    突然鳴った着信音に、どんっと心臓が鳴る。着信相手を確認し、手から滑った。


    『杉田さん、私、財布を車に忘れてしまって。ありますか』


    「はい」と、杉田は小さく答え、床に落ちた写真を拾う。


    『持っていてもらっていいですか。すみれさんの件は、こちらで対処しますから、安心して下さい』


    写真の中の、肩を抱かれたリリコ。それを見ながら、杉田は「はい」と言った。


    『あと、柳下さんに、私の携帯番号を教えておいて下さい。では、また後で』


    通話が切れ、杉田は大きく息を吐いた。見ない様に写真を戻し、出発する。マンションを出て、杉田は、何から考えたらいいのかと思う。


    ……定期入れやなくて、財布やったんや。


    頭をぶんぶんと振り、杉田は、大阪府警本部までの道を急いだ。


    　


    　　５


    　


    大阪府警本部が、慌ただしくなっている頃。


    神戸の元町駅に、パトカーが何台も停まっていた。


    「おら、暴れずに歩けや!!」


    「……桜田さん、周りに人が多いんで、声を抑えて下さい」


    手錠をかけた犯人の肩を持つ桜田が、隣に叫ぶ。


    「うるせえ!!　また、お前が、ちゃっちゃと捕まえんからやろ!!」


    集まる視線を感じたが、竹山は「すいません」と言った。犯人が乗ると、パトカーはすぐに県警に向かう。それを見届け、竹山が大きく息を吐く。


    「おい、何、ぼうっとしてんや!!　行くで!!」


    野次馬を押しのけ、桜田は、元町駅の構内へ向かう。


    「総合運動公園駅までって、なんぼや」


    自動切符売り場で、桜田は上にある看板を目を細めて見ている。「４３０円です」と言い、竹山は言葉を続けた。


    「桜田さん、事情聴取は」


    「うるせえ!!　上司のやる事に、口出すんやねえ!!」


    あんたの声の方がと思ったが、口には出さない。


    ひと月前から復帰した竹山は、殺人犯捜査第三係に配属された。今、直属の上司は桜田だ。「すいません」と言い、竹山は言われた通り、二枚切符を買った。


    改札をくぐり、ホームのベンチで電車を待つ。桜田が、ふたつ折りの携帯をいじりだす。


    先ほどの犯人は、裏通りで捕まえる事が出来ず、元町駅まで走っていってしまった。あんたが電話に出たからだろうと、竹山は隣に思った。


    「梅ちゃんと、連絡取ってへんのか」


    こちらを見ずに言われた言葉に、竹山は固まる。


    「なんや、変な顔して。花房先生みたいに、怒らんわ」


    「……えっ、怒ってるんですか？」


    「お前の、煮え切らん態度にな」


    にやりと笑った顔を、桜田が向けてくる。電車がホームに着き、竹山は「乗りましょう」と促す。平日の、正午過ぎの車両は人がまばらで、ふたりは遠慮なく並んで座る。


    「お前、おっぱいでかないとたたんのか」


    「電車の中ですよ」と、竹山が言った。周りに人が居なくて良かったと思いながら。


    「今時、あんな、いじらしい子おらんで。いらん事考えてる間に、若い男に持ってかれるんちゃう」


    そう言って、にやにやと桜田が笑う。竹山は、少ししてから返す。


    「……その方が、……あいつには、いいと思います」


    言葉を吐いた途端、わき腹に拳を強く入れられた。


    「きっしょ!!　お前、めちゃくちゃ気持ち悪いわ!!」


    痛みを片手で押さえ、竹山は下を向く。


    「……なんなんすか、……じゃあ、桜田さんだったら」


    「おのれの事は、自分で決めろや!!　お前みたいな、しょーもない男の為に、梅ちゃんは」


    途中で止まった言葉に、顔を上げ、竹山は隣を向く。


    「気分悪いわ!!　着いたら起こせ!!」


    桜田は腕を組み、両目を閉じた。竹山は前を向き、神戸駅を通過する景色を眺める。ビルの間から神戸港が見え、目を細めた。


    「一緒におったら、思い出すんか」


    隣からの声に、顔を向けずに答える。


    「……逆です。……そんなの、ダメでしょう」


    少しして、返ってきた。


    「ダメて、誰が決めたんや」


    竹山は何も言えず、電車は新長田駅に着いた。市営地下鉄に乗り換え、十五分程で、山の中にある総合運動公園駅に到着する。少しの距離で、周りは緑が溢れていた。


    「行くで」と言われ、桜田に続き、駅からすぐの大きな球場に向かう。神戸の街とは違う新緑の匂いを感じ、竹山は『大阪ブレーブス』ののぼりや、壁のポスターを見ながら、一階の事務所に着く。


    桜田は、関係者以外立ち入り禁止と書かれた扉を開け、ずかずかと進む。声を掛けてきた職員に警察手帳を見せ、竹山は後を追う。ここで、何をするのか聞かされていないが、シワだらけの背中についていく。


    桜田が職員のひとりに声を掛け、案内をさせた。着いた場所は、屋内投球練習場。


    「はい、みなさん。ちょっと、動き止めてくれますか」


    入るなり、桜田が叫んだ。緑のネット越し、ユニフォームを着た人間や、コーチングをしていた人間の動きが止まる。


    その中のひとりに、桜田は一直線に進み、竹山は大きく目を開いた。


    「初めまして。ご活躍、いつもテレビで見させてもらってます。時任さん、今から少しお時間いいやろか」


    　


    　　※


    　


    「そうですか、分かりました」


    『冷たいなあ。大阪に帰って来れるの、いつか分からないんですよ？』


    「それは、残念です。梨花さんと仲直り出来るといいですね、では、忙しいので切りますよ」


    松波が、まだ何か言っていたが、リリコは構わず通話を切った。すぐにメールが入り、指でなぞる。


    「……報告だけでいいですよ、桜田さん」


    「……忙しそうですね」


    リビングのソファに、リリコと並んで座るすみれが言った。メガネを外した真っ赤な目から、水は止まっている。


    「大丈夫です。お茶をいれますから、あちらに」


    促され、すみれはダイニングテーブルの椅子に掛け、リリコは台所に立つ。


    「……あの、すぎっちさんは、どこまで知ってるんですか……？」


    「すみれさんの事情は、お話ししていません」


    電気ケトルをセットしながら、リリコは答えた。


    「……ありがとうございます。梅林寺さんて、いくつでしたっけ」


    「二十三ですが」


    「……あと六年後、私はリリコさんみたいに、立派な大人になれてるんかな」


    「アイドルのお仕事、立派にされていたと思います」


    急須に茶葉を入れながら、リリコは続けた。


    「こんな動きづらい服で踊り、歌って、笑顔を振りまくなんて、私には出来かねます。見る人を笑顔にしていたすみれさんは、私なんかより、はるかに立派ですよ」


    ぷっと、すみれが吹きだす。


    「何か、おかしい事を言いましたか？」


    「や、ほんまやなって。スーツって、見た目より、動きやすいから」


    「そうですね」と返し、リリコは沸騰したお湯を急須に入れた。


    「リリコって名前、可愛いですね。私、本当は洋子(よう　こ)って言うんです。苗字はそのままで」


    「洋子さんの方が、いいお名前です。外国人みたいな名前だと、貶(けな)された事があります」


    そう言って、リリコは、湯碗をすみれの前に置く。


    「そんなん、誰に言われたん？」


    すみれの向かいに座り、自分の湯碗に口を付けてから、リリコは答えた。


    「十年、想ってる人にです。歳は、すみれさんたちより離れています」


    お茶を飲んでから、すみれが口を動かす。


    「……付き合ってるんですか？」


    「いえ、保護者の様な対応はしてくれますが、この間、手を繋ぐのを拒否されました」


    少しして、「一緒だ」と、すみれが言った。


    「時任さんとは、お家がお隣同士なんですよね」


    リリコの言葉に、すみれの表情が硬くなる。


    「うち、お母さんしか居なくて、ひとりっこやから、ずっと面倒見てくれて。でも、女として見てくれなくて……」


    リリコは、向かいに耳を澄ます。


    「……なのに、勝手に撮った、ときちゃんと一緒の写真見せてきて……。私、未成年やから、罪になるでって……野球出来なくなるけど、どうするって……」


    ぽたぽたと落ち始めた雫(しずく)が、テーブルに撥ねて広がる。


    「……だから、言う事聞いて……。一昨日、すぎっちさんを待ち伏せして、家に連れて行ってもらって……体、使えって言われたけど……」


    「杉田さんは、すけべじゃなさそうですもんね」


    リリコの言葉に、すみれがふふっと笑う。


    「……三ヶ月前、お店の前でも助けてくれました。……それからも、応援してくれて……なのに、私は……」


    「好きな人の為なら、仕方がありません」


    顔を上げたすみれに、リリコが続けた。


    「周りの人間も、自分も、どうでも良くなります。お茶、淹れ直しましょうか」


    湯気がなくなった湯碗に口をつけてから、すみれが言った。


    「……私、……ときちゃんが、捕まらない様に、すぎっちさんを利用しました……」


    「大丈夫ですよ。時任さんは、無実です」


    すみれの両目から、涙がぼろぼろと零れる。


    「すみれさんを脅した方から、何か、渡されたものはありませんか」


    すみれは立ち上がり、ソファの横にあった大きな鞄をテーブルに置く。


    「……すぎっちさんが、そういう事してきたらって……」


    すみれが取り出したのは、録音レコーダーと、隠しカメラのついた携帯バッテリー。


    「……連絡は、この携帯から……」


    ふたつ折りの携帯電話が、テーブルに置かれる。リリコは手を伸ばし、裏を向けた。


    「……三日後、……待ち合わせ場所に来た人に、一緒に、これも渡せって……」


    そう言って、すみれが両手で取り出す。


    「丁寧に扱えって……。中身を見たら、……すぐに、マスコミに写真を流すって」


    静かに、テーブルに置かれたもの。ティッシュ箱ぐらいの大きさが、新聞に包まれ、ガムテープがぐるぐると巻いてある。


    「ありがとうございます。すみれさん、着替えて、少し眠って下さい。一昨日から、あまり寝れていなかったでしょう」


    そう言って、リリコはティッシュの箱をすみれに渡した。一枚取り、洟をかんでから、「ありがとうございます」と言った。


    出会ってから、初めての表情。緊張が解けた顔に、リリコが口を開く。


    「もう大丈夫ですから、隣の部屋で休んで下さい。私は、仕事に取り掛かります」


    　


    　　※


    　


    リリコが、久しぶりにメガネを掛けた頃。杉田は、四係の部屋に入った。


    「おいっ!!　京大、お前、なんでおるんや!!」


    自分の机に着いた途端、後ろから大きな声。振り返ると、髭が伸びている柳下と、山上が居た。


    「杉田君、体大丈夫なん？　昨日は、ごめんな」


    昨晩、ドン・キホーテで待ち合わせた時と、正反対の顔で山上が言った。杉田が口を開く前に、柳下が、山上の頭を拳で殴る。


    「後輩に、迷惑掛けてんやねえ!!」


    山上が下を向き、杉田は柳下をなだめる。


    「エリートのが、よっぽどしっかりしとるわ!!」


    柳下の怒声に、山上の顔がどんどん曇っていく。


    「……あの、梅林寺さんが、柳下さんに、すぐに電話を掛けて欲しいって言ってました」


    杉田の声に、柳下は番号教えろと言い、携帯を取り出す。耳に当て、どかどかと部屋を出て行く。ふうっと息をつくと、聞こえてきた。


    「ほんま、言う通りやわ。ごめんな、杉田君」


    小さな声に、どう返していいか分からなかった。杉田の隣の席に座り、山上は天井を仰ぐ。


    「……梅林寺さんて、エリートのくせに、ええヤツやったんやな」


    杉田は大きく目を開く。


    「何かあったんですか？」と聞くと、両目の下にクマを作った顔が向いた。


    「杉田君、梅林寺さんにスーツ買ってあげや」


    そう言ったあと、山上は、昨晩の、杉田が倒れてからのことを話す。


    隣の女の子を指名しようとした時、やっと騒がしいのに気付く。ボーイに促され、トイレに行くと、惨状があった。


    「杉田君がぶっかけたおっさん、俺のせいやないって、叫んでて。梅林寺さんが、救急車呼べって言ったら、大人しくなったんよ」


    先に居たリリコは、杉田の介抱をしていた。


    「自分の服汚れとったけど、全然気にしてなかったわ」


    ここは任せて、柳下と合流してくれと言われ、山上は断った。


    「指図すんなって言ったら、頭下げられた。自分の態度が悪かったのは謝る、これ以上、犠牲者を出したくないんで、お願いしますって」


    そこまで語り、山上は、乾いた笑い声を上げた。「俺のせいで、逃がしたのにな」という声に、杉田は口を開く。


    「……僕にも責任がありますから。それに、昨日から寝ずに、動いてはるんでしょう？」


    「そやけど、あの子、見つからんのよね。どこ行ったんか、神戸の事情聴取で分かったらえんやけど。杉田君は、蒼井ちゃんからなんも聞いてないん？」


    山上の口から出た、すみれの苗字に驚く。「……山上さん、どうして」という言葉に、大きな声が重なる。


    「てめえら!!　おしゃべりしてる暇なんかねえぞ!!」


    いつの間にか、眉間に深くシワを寄せた柳下が、ふたりの後ろに居た。


    「山上は、顔洗ってから車用意しとけ!!　杉田は、すぐに、村長のとこ行け!!」


    山上は立ち上がり、慌てて部屋を出て行く。杉田は、その姿を見ながら、「着替えに、一度戻っていいですか」と聞いた。


    「そのままでええから、はよ行け!!　詳細は、メールで送るっていっとったわ!!」


    誰からと思っていると、聞こえてきた。


    「終わったら、中之島に戻って来いやと。……お前、泣いたらあかんで」


    言葉を返す前に、柳下は背中を向ける。杉田が口を開くと、スウェットのポケットで、携帯が震えた。


    「全部終わったら、呑み行くぞ」


    そう言って、柳下はずんずんと歩いていった。杉田は首を傾げ、携帯を取り出す。


    長いメールが一件、リリコから届いていた。


    指示された内容を読み、机にしまっていた、半年ぶんの、大量のレシートと領収書を取り出す。それは、日別と月別に輪ゴムで分けられ、ジップロックに入っている。長年経理をしていた、持ち主の性格が表れていた。


    適当な紙袋に入れ、杉田は、四係の部屋を出た。車に乗り、指示された場所に向かう途中、余計な事は考えなかった。あいりん地区に着き、慣れない街の空気の中、両足を動かす。


    二時間ほど足跡をたどり、犯人の生活が見えてくる。一週間ごとに宿を替え、朝、昼、晩と、同じ様な時間にコンビニで食事を買う。几帳面で、真面目で、融通が利かない。


    ……こんな人が、横領なんかせんやろ……。


    そう思った時、どすんと、肩が何かにぶつかった。


    「おいこらっ!!　どこ見て歩いてんや!!」


    聞こえてきた怒声に、杉田は「すいません」と頭を下げる。


    「京都のぼんは、学習能力ないなあ」


    聞き覚えのある声に頭を上げると、歯が全部ないくしゃくしゃの顔があった。


    「当たり屋におうたら、警察署に逃げ込まな。謝ってる間に、殺されんで」


    杉田は、村長に、力無い笑顔を作る。


    「最近、あんたら来すぎやから、太ってまうわ。今日は、焼肉が食べたいなあ」


    財布から紙幣を取り出し、杉田は村長の爪が黒い手に握らせる。


    「おおない？　聞きたい事だけやないの？」


    「これから、一緒に調べて欲しい事があるんです。協力して下さい」


    がばりと頭を下げると、少しして、けらけらと乾いた声が聞こえた。


    「こんなおっちゃんに、頭下げんでええから。よっしゃ、何すればええんや」


    村長の笑顔に、杉田はほっと息を吐いた。事情を話し、ふたりで向かう。二軒目の簡易宿所で、封筒を預かっていると言われた。


    フロントの人間から受け取り、中を開けると、リリコの言っていた通り鍵が入っていた。村長に、コインロッカーの場所を聞き、足早に向かう。


    地区には、自動販売機と同じ様に、野ざらしで、いくつものロッカーが並んでいる。案内された二つ目で、杉田は、鍵の合う扉を見つけた。


    中には、中身が見えない紙袋がひとつ。手に取るとずしりと重く、両方に持つ。村長に、何度もお礼を言い、杉田は背中を向けた。


    ……急がな。……犠牲者が出る前に。


    そう思い、足早に駐車場に向かう。小さくなる背中を見ながら、村長は、ポケットから携帯を取り出す。


    「ちゃんと誘導しときました。……はい、はい。……なんや、わし、糖尿になりそうやな」


    黒い爪で握る体。その背には、赤い目があった。


    　


    　　※


    　


    テレビと一緒だと、二時間ほど見ている顔に思う。


    「まだ、帰してもらえないんですか」


    「すいません。じゃあ、休憩しましょうか」


    竹山の向かいに座る時任が、眉間にシワを寄せる。


    「俺の事、疑ってるんですね」


    「いえ。時任さんは、無実だと」


    黙った顔に、竹山は水とお茶どちらがいいか聞く。水でと言われ、内線で頼んだ。


    「こういう部屋って、テレビで見るのと一緒なんですね」


    時任は、取調室をぐるりと見回して言った。


    「自分が来ることになるなんて、思いませんでした」


    白い歯が見えた時、扉が外からノックされる。入ってきた望月(もち　づき)は、無言で紙コップを机に置く。時任の顔をじっと見ながら、後ろ向きで部屋を出ていった。


    「あんな、傭兵みたいな刑事さん居るんですね」


    そう言って、時任はコップに口をつけた。


    「スタジアムに一緒に来た刑事さんて、大阪の知り合いに似てます」


    「そうなんですね」と竹山は答え、あんなのが大阪にも居るのかと思った。


    「竹山さんて、何かスポーツされてました？」


    柔道をと答える。「体格いいですもんね、強そう」と言われ、悪い気はしなかった。


    「でも、ピッチャーには、向いてなさそうです」


    時任の言葉に、竹山はぐっと口を閉じる。


    「次に何を投げるか、顔でばれる時があるんです。俺も、最初は苦労したんやけど」


    「高校生の時から、そんな風に見えませんでしたよ」


    甲子園でも、プロになってからも、時任はとても冷静な選手だった。同じフォームから投げる球は自在に変化し、ピンチを迎えても変わらない。鋭い眼光を、バッターボックスに向けるだけだ。


    「や、結構必死でしたよ。……まあ、慣れてるんで」


    「コツとかありますか」


    竹山の質問に、時任は紙コップを机に置いた。


    「喉が渇いていて、水を差し出されても、欲しいと思わない様にすればいいんです」


    「……すいません、もう少し、分かりやすくお願いします」


    時任は、顔を緩めて口を動かした。


    「好きな女が居て、手を出せるのに、我慢する」


    竹山は目を大きく開き、時任は小さく笑った。


    「何言ってんだ、こいつって思ってますよね」


    この一時間、ふたりの女について、竹山は質問をくり返していた。共通するのは、時任と肉体関係を持ち、ひとりは、自殺体で見つかった。


    今朝、時任のロッカーから見つかった、遺品の携帯。解剖結果からの死亡推定時刻に、送信メールが残っていた。


    「警察って、やっぱり、ストレス溜まるお仕事ですか？」


    「まあ」と竹山が返し、時任は言葉を重ねる。


    「不祥事、多いですもんね。俺も、一緒ですよ」


    「それは、ほんの一部です。多くの人間は、自身を酷使して、真面目に仕事しています」


    竹山が返す前に、聞こえた。扉に向くと、懐かしく感じる顔。


    「時任さん、蒼井洋子さんが証言してくれました。お帰り頂けますよ」


    松波の言葉に、時任が顔色を変える。向かいで、椅子が大きな音を立て床に倒れた。竹山は席を立ち、向かおうとした体を止める。


    「公務執行妨害で、捕まりますよ」


    拳を握った腕は、とても固かった。竹山の言葉に、時任は腕を下ろす。松波の後ろに居た望月に連れられ、時任は部屋を後にした。


    「お疲れ様です。やっぱり、スポーツ選手って格好良いですね」


    「松、さっき言ってた女って」


    「今から説明します。その後、焼肉行きませんか」


    松波の言葉に、ぐうっと腹が鳴る。腕時計を見ると四時過ぎだが、昼ごはんを食べていなかった。


    「桜田さんに許可もらったんで、よろしくお願いします。これから大変なんで、体力つけましょう」


    そう言って、松波はほほ笑んだ。
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    中之島に着き、杉田は、マンションの近くのコンビニに寄る。急がなければと思うが、空腹に勝てなかった。カップうどんを手に、栄養ドリンクの棚に向かう。


    胃腸に効く瓶を手に、滋養に効くものを選ぶ。


    ……すみれちゃんと、自殺体の件は、多分、関係があるんやろう。


    そう思った時、後ろから、冷たい空気を感じた。


    「違う効果のあるドリンク剤を、同時に服用しない方がいいですよ」


    振り返り、杉田は、目を大きく開く。目の前に居る、黒いスーツを着た男が続けた。


    「呑みすぎの時は、体を休めるのが一番効きます」


    そう言って、右目に眼帯をした顔の中、薄い唇が左右に小さく上がる。あべのハルカスで見た顔だと、杉田は気づく。長身の顔を見上げ、口を開く。


    「これを、渡してくれませんか」


    言葉が出てこず、白い封筒を差し出される。なぜか、杉田は手にした。また、薄い三日月を見せ、男は背中を向ける。「待って下さい」と声を掛ける前に、携帯が鳴った。


    名前を確認し、少し迷ったあと、通話ボタンを押す。


    『杉田さん、今どこですか。うちに来る前に、ティッシュを買ってきて欲しいんです。切れてしまって』


    「分かりました」と言って、通話を切る。顔を上げると、姿はない。ガラスの向こう、外にも見当たらない。杉田は、封筒をポケットにしまう。


    ……あかん、頭回らんわ。


    頭痛はだいぶ治まったが、空腹で思考がまとまらない。会計を済ませ、コンビニを出る。マンションに着き、立派なマンションのエントランスで、リリコの部屋の番号を押した。


    鍵は空いてますと言われ、大丈夫かなと思う。扉が開き、両手に紙袋とコンビニの袋を持ち、エレベーターに乗り込む。長い昇りの中、杉田は、報告する事を思う。


    指示どおり、犯人の足取りを追うと見つかった。『クマグロ水産』の会計帳簿と、ひとつの携帯電話。


    どちらも内容は確認してないが、重要なのは分かる。


    自分が寝ていた間、何が起こったのか。事件の概要とともに、すみれの事も、聞かなければ。そう思ったとき、階に着き、杉田は部屋に向かう。


    インターフォンを押してから、扉を開く。「お邪魔します」と言うと、何も返ってこなかった。杉田は靴を脱ぎ、揃えて上がった。


    リビングに入ると、カタカタという音。ダイニングテーブルに、ひとりの後ろ姿があった。「掛けて、待ってて下さい」と言われ、杉田は向かいに座る。


    ノートＰＣを見つめる顔は、いつも以上に真剣で、目を逸らす。辺りをぐるりと眺め、姿と荷物がない事に気付く。


    「すみれさんなら、松波さんの部屋で眠っています」


    びくりと、杉田は肩を揺らす。


    「府警の女性が一緒なので、安心して下さい」


    リリコの言葉に、杉田は両目を開く。


    「杉田さん。お茶、いれますね」


    顔を上げたリリコに、杉田は僕がしますと言った。


    「お湯、もらいたいんで」


    袋からカップを見せ、顔を歪める。そこに、揃ってますと言い、リリコは視線を落とす。杉田はキッチンに立ち、電気ケトルをセットする。


    洗われ、伏せてある急須と湯碗を見て、口を開いた。


    「……それは、保護という事ですか」


    「今は。数時間前までは、参考人としてですが」


    杉田は口を閉じる。お湯が沸き、急須と、うどんのカップに注ぐ。出来上がる前に、湯碗をテーブルに置くと、リリコがノートＰＣから顔を上げた。


    「すみれさんが、自分の口からお話ししたいとおっしゃっていましたが、どうしますか」


    「……お腹空いて、頭回らないんで。食べながらでもいいですか」


    「どうぞ」と言われ、カップを取りにいく。杉田は席に着き、「失礼します」と言ってから、麺をすすり始める。味は分からず、半分で箸を止めた。


    「梅林寺さん、話して下さい。……大丈夫ですから」


    リリコが、上着のポケットから写真をテーブルに置く。


    「すみれさん、杉田さんに悪い事をしたと、泣いてました」


    見た事のない笑顔のすみれが、目の前の写真の中にいる。時任と腕を組んで。


    「すみれさんは、脅されていたんです。関係を公にされたくなければと。杉田さんに迫り、録音と録画をし、預けたものとともに、待ち合わせ場所で渡せと、指示をされていました」


    リリコの言葉が、がんがんと頭を殴る。杉田は、ずるずると、麺をすすり始めた。味も、温度も感じない。


    「続けても、大丈夫ですか」


    杉田は、残った麺を、喉に流し込んでから答えた。


    「僕の事情で、仕事ほったりしませんよ」


    胃がひっくり返りそうだ。そう思いながら、杉田は顔を歪める。


    「松波さんに、私から言いましょうか。この件から、杉田さんを」


    「この前、仕事中に考えんな言うてたでしょ。今、逆なってますよ」


    言葉を終え、気付く。目の前の、大きくなった瞳と、八つ当たりの言葉に。


    「謝らないで下さいね。あいこという事で」


    そう言って、リリコは、唇の左右を少しだけ上げる。杉田に、にやりという音は聞こえなかった。


    「話を、続けてもいいですか」


    「はい」と、少し軽くなった杉田は答える。


    「すみれさんに預けられていたものですが。処理班に引き取ってもらい、少し前に、結果が出ました。高性能爆薬でした」


    リリコの言葉に、少し経ってから杉田は返した。


    「……爆薬って。……持って歩いてるだけで、危ないんじゃ」


    「杉田さんは匂いに敏感ですが、甘い匂いは感じなかったですよね」


    　杉田が「はい」と答え、リリコは続ける。


    「幸いかどうか分かりませんが、すみれさんに渡されたものは、起爆装置が取り付けられていませんでした。落としても、火をつけても、爆発は起こりません。杉田さん、地下鉄ですみれさんと一緒に居た人物に、心当たりはありませんか」


    一昨日の状況を思い出す。フードを被り、全身黒の後ろ姿。


    「……すいません、後ろ姿しか見てなくて。……背は、僕より低かった気がします」


    「すみれさんも、フードとマスクで、顔が分からなかったらしいです。一週間前から電話とメールで脅され、一昨日、地下鉄のホームに呼び出されたと。杉田さん、『CUTE　ID 　CAFE』に通ってる事を、知っているご友人はいますか」


    首を横に振ると、少し経ってから、リリコが話し出す。


    「すみれさんのファンで、刑事だと知っている人物です」


    「……いませんね。……お店での仲間には、公務員とは言ってますが……」


    「ひとり、知ってる方がいたそうです。すみれさんが接客中、杉田さんが警察官なんて意外だよねと言っていたと」


    「それ、誰ですか」と、杉田が大きな声を出す。リリコがノートＰＣを操り出し、ディスプレイを向けた。画面には、時事や事件、芸能などを取り扱う、下世話なニュースサイトが映っている。


    「読んで下さい。同じ内容が、昨晩から、大型掲示板やＳＮＳで拡散されています」


    文字を追い、杉田は両目を大きく開いた。


    「そこにある全ての嘘を読んで、……すみれさん、泣いていました」


    　


    　　※


    　


    「きゃあっ!!　隼人君、久しぶり!!」


    店に入るなり、野太く高い声が聞こえた。


    開店準備をしている『桃源郷』の店内は明るく、急いで女装したのだろう聖子の姿が一段とごつく見える。


    「お前、こいつ知ってるか？」


    松波に近づこうとした前に立ち、竹山が携帯の画面を見せる。


    「ああんっ？　邪魔すんじゃ……、ああ、こいつね」


    携帯を奪い取り、聖子は眉間にシワを寄せた。「知ってるのか」という言葉に、言葉を吐いていく。


    「この辺で、うちみたいな店回って、オカマ馬鹿にして飲み歩いてんの、この糞野郎!!　……って、やーだー、隼人君、いつもは私こんなんじゃないからね」


    つけ睫毛を羽ばたかせる、自分より背の高い聖子に、松波はほほ笑んだ。


    「その糞野郎さん、どこに住んでるか知ってます？」


    「神戸に住んでるはずだけど……、隼人君の為に、調べてみるわ」


    「ありがとうございます」と松波が言い、竹山は呆気にとられていた。名残おしそうな聖子を残し、ふたりは店を出て東門街を歩く。


    「……聖子のやつ、俺だったら、あんな簡単に言わねえのに」


    「竹さん、時間ないんで、ここでいいですね」


    ぶつぶつ言っている竹山の隣で、松波は目に付いた焼肉屋に入った。


    五時過ぎの店に、他の客の姿はない。奥の個室席に案内され、ふたりは向かい合って座り、注文をする。


    「なんか、久しぶりって感じしませんね」


    ウーロン茶が置かれ、口をつけてから松波が言う。


    「ああ、ひと月ぐらいか」


    牛タンが置かれ、竹山は早速焼き始める。


    「ちょくちょく、電話してましたもんね」


    じゅうじゅうと鳴る鉄板から、顔を上げる。「焼けてますよ」と笑顔の松波が、竹山の皿に肉を入れる。


    「生存メール、ちゃんと来てます？」


    肉を口に入れたが、竹山は、うまく感じなかった。


    「……来てる」


    ごくりと飲み込んでから答えた。


    【死んでません】のひとことに、【おやすみ】とひとこと返すのが続いている。


    「なら、良かったです。まだ、こっちに居てくれてるんですね」


    竹山が質問する前に、注文した皿がどんどん並んでいく。松波は肉を次々焼いていき、向かいの皿と、自分の口に入れていった。


    「松、何か、今日よく喰うな」


    ごくんと喉を鳴らしてから、松波が言う。


    「昨日から、仮眠しか取ってないですし。糞野郎さんが見つかれば、泊まり込みになりますから、体力つけとかないと。梅林寺さんの様子気になります？」


    にやりと笑った顔に、竹山は肉を焼く。


    「さっきもお話ししましたけど、仲良く仕事してますよ。僕なんて、いらないぐらい、四係の皆さんは優秀ですから」


    松波が、肉をひっくり返しながら言う。


    「現場で、的確な判断と対応が出来て、周りの人間の心情も読める。だから、皆さんの信用を得られたんだと思います。竹さんの指導が、良かったからでしょうね」


    「……俺は、何も、出来てなかったよ」


    竹山は箸を止め、下を向いた。


    「あべのハルカスの事件、聞きましたか？」


    事件の次の日、リリコと会った。だが、知ったのは非番明けの県警で、桜田からだった。


    「……立てこもりの件だろ。……確か、女子高生が被害者だったな」


    「その女子高生と、梅林寺さん、連絡取ってるんですよ。捜査とは関係なく、話を聞いてあげてるみたいです」


    竹山は、知らなかった。リリコは、守秘義務もあるだろうが、仕事に関しての話はしない。


    「……あいつ、松とは、よく喋るんだな」


    「同僚ですし。監視役で、毎日、夕飯食べてましたからね。ちゃんと、他の約束も守ってますよ」


    「そうか」と竹山が言うと、向かいから笑い声が聞こえた。


    「竹さんとは、あんまり喋らないんですね」


    楽しそうな顔に、竹山は、少し迷った後で口を動かす。


    「俺が、退院してからな」


    「県警で一緒に働いてた時と、今は、関係が違うでしょ。僕が言う事じゃありませんけど、体だけの関係ならもっと相手を選んだ方が」


    「……手も、握ってねえから!!」


    途中で叫んだ竹山に、松波が、目を丸くする。


    「竹さんが退院してから、毎日部屋に来てたんですよね。もしかして、事件のせいで、不能になったんですか？」


    「そんなんじゃねえ!!　……それに、俺はダメだろ」


    ぼそりと言い、竹山は気付く。目の前の真剣な顔に。


    「なら、もう連絡を取る必要はないですよ」


    四ヶ月前、花房診療所で見たのと、同じ表情だった。


    「竹さんの、大阪行きが決まった時の心配は、ないですから」


    　自殺を考えず、職務をまっとうし、誰かを救っている。


    ……もう、自分が構わなくても大丈夫なのだ。


    「そんな顔するなら、何で、止めなかったんですか」


    　松波の声で、我に返る。向かいの緩んだ顔に、言葉が出てこない。


    「警察辞めろって、今からでも言えばいいのに」


    　ほほ笑んだ松波に、竹山は顔を下に向ける。


    「……入院してる時、言った。聞きゃしなかったけどな」


    「今の竹さんが言えば、聞いてくれると思います」


    竹山は言葉を返さず、焼きすぎの肉を口にしていく。


    「ふたりより、今の小学生の方が、もっと上手くやってますよ」


    「……んで、そういう風に」


    「ふたりが、分かりやすいから。そのくせ、頑固なところもそっくりですよ」


    肉の味は分からず、松波の顔を見られない。


    「まあ、お蔭で、こちらは助かってますけど。それに、ふたりが警察辞めても、諦めてくれなさそうですしね」


    竹山が口を開くと同時に、テーブルに置いていた携帯が震えた。「見つけたわよ」という、低い声に、「ちょっと待て」と返す。取り出した手帳に、住所を書き、通話を切る。


    「あーあ、冷麺も食べたかったなあ。行きましょうか、竹さん」


    そう言って、松波は席を立つ。


    「梅林寺さん、本当に頑張ってます。今度会った時は、優しくしてあげて下さいね」


    竹山の返事に、松波はほほ笑んだ。


    「……じゃないと、向こう側に行っちゃいますよ」


    立ち上がった竹山に、姿勢のいい背中からの声は小さく、聞こえなかった。


    　


    　　※


    　


    竹山達が、焼肉店を出て、北野坂でタクシーを拾った頃。リリコとともに、杉田は複雑な気持ちで部屋を出た。


    「……すぎっちさん!!」


    振り向くと、隣の部屋から出て来た姿。パジャマで、すっぴんな顔は、ステージの上と全然違う。十七歳の、頼りない女の子だ。


    「……ごめんなさい。……私、すぎっちさんを……」


    すみれは、今にも泣きそうな顔をして杉田に近づく。


    ……こんな顔をさせているのは、僕か。


    伸びてきた腕に、すみれはびくりと肩を揺らす。


    「もういいよ。……こっちこそ、ごめんね」


    頭に置かれた手に、すみれが両目から水を零す。


    「……もう、泣かんでええようにするから、ゆっくりしときや」


    そう言った杉田は、なんとか顔を歪める。すみれは顔を上げ、くしゃりと笑顔を返してくれた。後ろに居る、女性の警察官に頭を下げ、杉田は前を向く。


    先にエレベーターに乗っていたリリコの隣に立つと、扉が閉まった。


    「杉田さん、泣いてもいいですよ」


    杉田は、大丈夫ですと小さく返す。それから無言のまま駐車場に着き、ふたりは車に乗った。「南港に向かってもらえますか」と言われ、「大丈夫ですか」と返す。


    いつものリクルートスーツ姿で、黒ぶちのメガネの奥の瞳。薄(うっす)らとクマが出来ている。


    「こんな時でも、他人を心配出来るって凄いですね」


    リリコに返さず、車を動かした。外に出ると、薄い紫に景色が染まっている。隣から伸びてきた手が、無線のスィッチを入れた。


    聞こえてくる、南港へ向かう警察官達の動向。不謹慎だが、助かったなと、杉田は思った。


    「杉田さんが見つけた携帯。メールの送受信、着信履歴が残っていましたが、うちに来る少し前、犯人が自供していたんです」


    先日の様子を思い出し、「よく喋りましたね」と返す。


    「柳下さんに、今日で、勾留が終わりだと嘘を吐いてもらったんです。そうしたら、全てを話してくれた様です。そんなに、『カタメ』は、怖い団体なんでしょうか」


    そう言ったあと、鞄から紙の束を取り出し、リリコはめくっていく。


    「『カタメ』の教祖、要星(かなめ　せい)さん。私と違って、サインする時、楽で良さそうですね」


    「そうですね」と返し、高速に乗り、少し混んでいる道を進む。無線の声だけになり、杉田は気付く。


    「……今の、……冗談でしたか？」


    「いえ、普通の感想です」と言われ、ほっとする。


    「そうやって、自分より、周りの事ばかりだと疲れませんか」


    前を向いたまま、杉田は答えた。


    「……そうしてる方が、楽なんです」


    声は返ってこないが、言葉を続けていく。


    「……僕は、自分を出す方が、ストレス感じるんです……。逃げて、楽してるって分かってるんやけど……」


    「それの、どこが悪いんですか」


    隣を見ると、メガネ越しの両目が向いていた。


    「すみれさんは、杉田さんに、とても感謝していましたよ」


    ……やめてや。


    喉の奥が痛くなり、杉田は前を向き、運転に集中した。


    窓の外に、花火の様に光る観覧車が見え、高速を降りる。海遊館と海を挟んだ倉庫街に着くと、警察の車が何台も停まっていた。四角いコンテナが詰まれ、倉庫しかない場所は、いつもの暗く静かな様子ではない。


    杉田とリリコが車を降りると、大きな声が聞こえた。


    「遅せえ!!　何しとったんや!!」


    「そちらも、まだ、到着して五分ほどですよね」


    リリコはそう言って、柳下のすぐ傍、山上と田淵が乗っている車を見る。


    「エリ……梅林寺が来るの、待ってたんやぞ!!」


    「それは、すみません。始めましょうか」


    柳下が舌打ちをし、どんどんと車の後ろの窓を叩いた。扉が開き、ふたりに挟まれ、手錠をかけられた『クマグロ水産』の社長が降りてくる。


    「社長さん、冷凍保存庫まで案内して頂けますか」


    いつも通り平坦な声が、杉田の耳に鋭く聞こえた。白い顔をした社長は、数日前と比べ、ずい分老けこんだ様に見える。よろりと進む足とともに、四係の面子が向かい、大阪府警の刑事や付近の所轄署の警察官が見守る。


    つつましい民家ほどの大きさの倉庫に着き、柳下に言われ、渡された鍵を杉田が開けた。「手伝います」と言い、隣に並んだリリコと重い扉を左右に引く。隙間から、目には見えない冷気が漂い始めるのを感じた。


    人が一人通れる隙間にリリコが入り、杉田も続く。「おい、勝手な事すんな!!」という柳下の声が聞こえたが、足を止めなかった。


    中に入ると暗く、ぞくりとした冷たさが全身を包んだ。


    「杉田さん、外に出ておいた方がいいですよ」


    そう、リリコの声が聞こえ、「出ません」と答える。「そうですか」と返ってくるのと同時に、両目に眩しい光。暗さに慣れていた目をしばたたかせ、杉田は焦点を合わせる。


    目の前に、天井から吊るされた大きなマグロたち。その背にある、天井からの布がばさりと落ちた。凍った塊が揺れ、リリコが布を手から離す。


    「だから、出た方がいいって言ったのに」


    杉田の耳に、リリコの声は届かなかった。現れた光景に、全てを奪われたからだ。


    マグロの後ろに、吊るされた人間たち。首に紐がぎちりと食い込み、両足は床から浮いている。見覚えのあるひとりに、杉田は向かう。


    「杉田さん、何、してるんですか」


    リリコが、赤に両腕を伸ばす杉田に言った。


    「現場を荒らすのは、やめて下さい」


    隣からの、いつも通りの声を聞かず、地面から浮いている体を抱く。昨日は、温かく、柔らかかった。今は、驚くほど冷たく固い。寒さが、杉田の全身を包んだ。


    「……降ろしてあげなきゃ」


    唇の震えを感じながら、言葉を漏らす。


    「もう、亡くなっています。鑑識の方に、頼みましょう」


    「……昨日まで、生きてたんですよ!!　どうして、そんなに、冷静でいれるんや!!」


    「冷静ではありません」


    杉田の大きな声に、リリコが小さく返したとき。大きな笑い声が倉庫に響いた。ふたりが振り向くと、「何がおかしいんや!!」と柳下の怒鳴る声。


    「無能な新米刑事が、動揺して、おもろいからや」


    そう言って、『クマグロ水産』の社長は笑い続ける。柳下に胸ぐらを掴まれても、止めない。


    「新米だけじゃなくて、あんたらも無能や。警察は、馬鹿ばっかりやな」


    拳を握った柳下を、田淵が後ろから押さえる。山上に膝をつかされた社長の前に、リリコは立つ。


    「どうして、遺体をお持ちなんですか」


    「遺体やない、『イシュタム』や。神様を、僕は持ってるんやで」


    そう言って、社長はにやりと笑った。


    「誰に、頂いたんでしょうか」


    「もらったんやない。許可を取って、作ったんや」


    杉田は、遺体から手を離し、ゆっくりリリコに近づく。


    「誰に、許可を取ったんでしょうか」


    「あんたも、神様にしたろか？」


    杉田が、床を蹴る。寸前で、リリコが、ポケットから出した手を掴めた。けたけたと笑い始めた社長の顔を、柳下が殴った。


    「俺ら、先、行くからな!!」


    床に伸びた社長を柳下が引きずり、倉庫を出て行く。振り払われ、尻もちをついていた田淵が立ち上がり、山上と後に続いた。


    「杉田さん、離して下さい」


    細い手首は、とても熱い。杉田は、自分の冷たい手を離した。


    「……ありがとうございます。また、止めてくれて」


    　そう言い、リリコは、カッターナイフをポケットにしまった。それを見届け、杉田は口を押さえ、倉庫を走って出て行く。待機していた警察の人間たちと逆行し、騒然とし始めた場から離れる。


    　建物の隅で、声を上げ、胃液まで吐きだす。スウェットのポケットには、ハンカチはなく、手でぬぐう。ふらふらと車まで戻ると、運転席にリリコが座っていた。


    「どうぞ、使って下さい」


    　助手席に乗ると、ハンカチを差し出される。いいですと言うと、口に押し付けられた。


    「柳下さんたちは、大阪府警に戻りました。私たちも急ぎましょう」


    　杉田は、柔軟剤の匂いを感じながら、手に取る。


    「運転は任せて下さい」


    「……海に突っ込んだら、しゃれになりませんよ」


    ひりつく喉から声を出し、杉田は、隣に顔を歪める。「運転、練習します」と言い、リリコは前を向いた。いつも通りの無表情な横顔に、なぜか、安心した。


    ふたりは席を替え、倉庫街を後にする。高速に乗ってから、すっかり日が暮れているのに杉田は気付く。全身が冷たいのにも。


    「あの社長さん、真面目で、家族想いで、社員の誰からも好かれる方だったらしいです」　


    しばらく無言だった車内で、小さく聞こえた。杉田は、「そうですか」と返す。


    「昨年、奥さんが突然の事故で死に、その後すぐ『カタメ』に入信するまでは」


    遠く感じる、数時間前を思い返す。


    リリコの部屋で、あべのハルカスの犯人の携帯を渡し、裏を向けられた。そこには、赤い目のシール。被害者の女子高生、その父である『クマグロ水産』の社長、そして、先の自殺体のふたり。みな、同じシールを携帯電話に貼っていた。


    それは『カタメ』という、宗教団体に属している証で、携帯から発せられる有害な電波を払う為につけていると、リリコは説明した。


    「『カタメ』の祭っている神様は、『イシュタム』というのを覚えていますか」


    数時間前の説明を思い出し、「はい」と杉田は答える。この事件に関わる人間の口から、何度も出てきた。


    「先ほどは、時間がなくて説明が出来なかったんですが、『イシュタム』というのは、女神で、特異な姿をしています」


    そう言って、リリコは取り出した携帯を指でなぞる。車が高速を降り、赤信号で止まってから、杉田の前に差し出す。


    「マヤ神話に出てくる、自殺の女神です」


    目の前にある画面には、目を閉じ、首を上から吊られている絵があった。


    「『空の帯』に繋げられたロープを首に巻き付け、両目を閉じ、顔面は腐乱しかけているとされています。『イシュタム』は、首を吊って死んだもの達を、楽園に連れて行き、あらゆる苦しみから解放し自由にするそうです」


    　画面の絵と、先ほど見た姿が重なる。先のふたりも。杉田が口を開く前、画面が、着信の知らせに変わる。


    渡すと、「すみません」と言い、リリコが電話に出た。


    ……梅林寺さん、女の子の友達おるんや。


    ぼんやり思い、変わった信号に車を動かす。「はい」と何度かリリコが返し、「お願いします」と言って電話を切る。


    「杉田さん、大阪駅に向かってもらってもいいですか」


    「えっ」と杉田は隣を見る。


    「私は、これから神戸に行きます。あの子を迎えに」


    そう言ったリリコの顔は、表情は変わらないが、とても硬く見えた。


    「何百年も前のマヤ文明で、自殺が流行した時があったそうです。英雄的行為だと、美化されて。『イシュタム』は、利用され続けています」


    　


    　　２


    　


    すっかり日が暮れ、賑やかになっている東門街の裏。生田神社からすぐの、花房診療所に、がんがんと外から扉を打つ音が響いた。


    「大丈夫だよ」と向かいに声を掛け、よっこらしょと、花房医師は大きな尻を上げる。短い廊下を進み、扉の鍵を開け、大きく口を開いた。


    「ちょっと！　もうちょっと静かに！」


    竹山は「すいません」と言って、花房医師に頭を下げる。


    「早く入って、鍵閉めて。もう、怯えちゃうでしょ」


    中に入り、言われた通りにする。竹山が、花房診療所に来るのは、一月振りだった。「怖がらせないでよね」と言われ、靴を脱いでから、後に続き診察室に入った。中に居る姿が見え、口を開ける。きゃあっと言って、制服姿の女の子は立ち上がった。


    「……俺は、あいさつしようと思っただけで」


    隣に居る花房医師に睨まれ、竹山が慌てて言った。


    「ごめんね、驚かせて。この人、見た目はこんなんだけど、ヘタレだから」


    そう言って、花房医師は女の子に近づき、竹山はその場から動けなかった。


    「なんで、松波さんじゃなくて、あなたが来るの」


    「……松は、別件で、もう大阪に向かっています」


    聖子が教えてくれた六甲道の住所を尋ねると、寝ぼけた顔で出迎えられた。


    警察ですと言った途端、逃げ出そうとしたのを竹山が押さえ、無事確保出来た。車に乗せ、大阪府警に帰る間際、松波に花房医師から電話が入る。


    「なんで、松波さん、あんたに頼むかな」


    花房医師の言葉と態度が、竹山に刺さる。


    「……さっき電話で、ちゃんと守るって、あいつと約束しましたから」


    竹山をぎろりと睨んだあと、花房医師は女の子に優しい顔を作る。


    「だって。この人頼りないけど、約束だけは守るから安心してね」


    女の子は、竹山の方を見て顔を下に向けた。


    「あ、ちょっと、竹山さん、頼んだよ」


    そう言って、花房医師は診療所から出て行った。「はい」とくり返しているのが聞こえ、電話をしているのだと思い、竹山は少し先にある顔を見る。びくりと両肩を震わされ、傷ついた。


    「……竹山弥生(やよい)だ……です。兵庫県警の刑事です」


    なるべく穏やかな声を出し、顔を歪めた。


    「……刑事さん？　……梅林寺さんの、お知り合いですか？」


    「はい」と答えると、女の子の顔が少し緩み、がくりと両膝を床につけた。竹山は駆け寄り、声を掛ける。年齢に似合わない青白い顔が、「大丈夫です」と言った。


    「ちょっと！　どうしたの!?」


    帰って来た花房医師が、ふたりを見て叫んだ。間に入り、真剣な表情で女の子の顔を見る。奥の部屋に寝かせてあげてと言われ、竹山は軽い体を両腕に持つ。


    敷いた布団に寝かせた女の子は、「ごめんなさい」と、目を閉じて言う。「謝らなくていいから」と残し、竹山は診察室に戻った。


    「ありがとう。最近、腰が悪くてね、助かったよ」


    椅子に座る花房医師は、緩んだ顔になっていた。「いえ」と返し、勧められた、向かいのパイプ椅子に掛ける。


    「なんか、あの子見てたら、……思い出しちゃうよねえ」


    花房医師の言葉に、竹山は頷いた。十年前、水族園で出会った、怯えた目をした姿。


    「……詳しい事情は知らないんだけど。リリコちゃんに、頼まれてたんだよね。あの子に、緊急の時はうちに行く様言ったって」


    「そうですか」と言ってから、竹山は黙る。


    「竹山さんは、何か聞いてないの？　ちゃんと、毎日、連絡取ってるんだよね？」


    花房医師に、また睨まれ、少ししてから答える。


    「……最近は、メールのやりとりだけで、……仕事の事は、俺には話さないので」


    返された大きなため息に、竹山は視線を下げる。


    「……松……松波に、様子を聞いても、詳しくは教えてくれないので……」


    「竹山さん」と聞こえ、いつの間にか下がっていた顔を向けた。


    「あんた、馬鹿なの？」


    垂れている目を吊り上げ、花房医師が珍しく早口で言う。


    「そんなね、中途半端な事して、リリコちゃんがどんな気持ちか分かってんの？　私はね、泣く泣く、その役目をゆずったんだよ？」


    口を止め、花房医師は両肩を上下させた。皆に怒られてばかりだなと思い、竹山は「すいません」と言うのを我慢した。


    「……ごめんね。つい、リリコちゃんの事になると……」


    花房医師が両目を下げ、小さく言った。「いえ」と言ってから、竹山は言葉を重ねていく。


    「……自分でも、情けないと思ってます。あいつは、……もっとひどい事されて、十年、脅され続けて、……俺は、思い出しただけなのに」


    両膝の上、竹山は震え出した両手を握る。


    「……撃った感触が、消えてくれないんですよ。……撃った時の、気持ちも……」


    黒い頭巾越しに、合った目。怯えた色に、顔が緩んだ。助けてくれと聞こえたが、気持ちのまま、引き金を引いた。


    「……正当防衛だとしても、……俺は、四人も」


    「竹山さん！　止めなさい！」


    花房医師の声で、十年前の、イルカショーのプールから戻ってくる。体は冷たいが、額に汗をかいているのに、竹山は気付いた。


    「……竹山さん、辛いと感じた時は、いつでもここに来なさいって言ってるよね」


    目の前の顔が、真剣な表情を浮かべている。


    「……こんな状態で、……あいつとの約束、守れないでしょう」


    竹山は、無理に顔を歪めて言った。少しして、ぼそりと返ってくる。


    「……それでも、関係を続けたのは、どうして？」


    最近、皆に聞かれる質問。竹山が、答えを、はっきりと言う。


    花房医師は、小さな目を大きくし、顔を緩めた。


    　


    　　※


    　


    南港から湾岸線を走り、摩耶で高速を降りると、道路を走る車の数はずい分少なくなる。久しぶりの神戸に、杉田は何も感じなかった。


    ＪＲ三ノ宮の駅を過ぎ、リリコの指示通り、生田新道沿いの駐車場に車を停める。「お腹、空いてないですか」と、車を降りてから聞かれた。


    一時間前、リリコが電話を切ってすぐ、杉田の携帯が震えた。


    松波から、神戸に一緒に行く様に言われ、高速道路に乗った。車内はずっと無言で、久しぶりに声を聞いた気がした。


    「大丈夫です」と返すと、リリコは携帯を取り出す。「着きました」とだけ言って通話を切り、背中を向けて進み出す。


    信号を渡り、八時を回って、閉店している東急ハンズの前を通る。自分と同じ歳ぐらいの、若いサラリーマンの集団とすれ違った。呑んできた後だろう、楽しそうに、顔を赤くして笑っている。


    杉田は、近くに居るのに、とても遠いと感じた。


    この仕事を始めてから、トラウマとなった一家心中の事件をはじめ、何度も凄惨な現場を経験してきた。だが、先ほどの、倉庫の光景に比べればと思う。


    ぼんやりしていると、前に居るリリコが角を曲がり、神社を背に路地へと入って行く。追いつき、隣に並んで、横顔をちらりと見る。


    「……あの、大丈夫ですか？」


    「何がですか」と、リリコは前を向いたまま、足を止めずに言った。言葉を返せない杉田に、隣の足が止まる。


    「大丈夫ですよ。先ほどの倉庫の光景より、酷い現場を、被害者として体験していますから」


    杉田は、両目を大きく開いた。「ここです」と、リリコは古びた雑居ビルで止まり、一階のガラス扉を叩く。少ししてから、「リリコちゃん？」と中から聞こえ、「そうです」と返すと、がたがたと音をさせて内から扉が開いた。


    現れたのは、ヘルメットをかぶり、金属バットを持った初老の男性。目を大きく開く杉田を見て、ぼそりと言った。


    「隣の子は……」


    「この間お話しした、杉田さんです。お邪魔します」


    リリコが中に入り、杉田も頭を軽く下げて続く。ヘルメットと金属バットを置き、花房医師が扉の鍵を閉め、中に上がってと促す。


    消毒液の匂いと、ぐるりと中の様子を見て、ここは診療所かと杉田は思った。先に上がったリリコは、長いほうの廊下を進み、開け放たれている障子の中に入る。花房医師にスリッパを勧められ、杉田も続く。


    初めて来たのに、懐かしいと感じる居間に入ると、ちゃぶ台の前に座る姿がある。


    「ちゃんと、来れたんですね。偉いです」


    隣に座り、リリコが言った。


    『クマグロ水産』の社長の娘である女子高生は、リリコに体を寄せ、声を上げ始めた。


    「杉田さん、ちょっと、ふたりきりにしとこうか」


    花房医師に言われ、杉田は部屋を後にする。玄関からすぐの、診察室だろう部屋に入り、パイプ椅子を勧められた。「どっこらしょ」と、花房医師が掛ける前、玄関から声が聞こえた。


    「ちょっと待っててね」と言われ、杉田は部屋に残される。向かいにある乱雑にものが重なった机に、簡素なベッド、薬品の瓶が見える大きな戸棚とワゴン。


    広くない部屋を見回しながら、先ほどの、リリコの言葉を想う。


    『あべのハルカスの件の、被害者の子と、同じような体験をしてるんだよ』


    松波の言葉を思い出し、杉田の口から零れた。


    「……大丈夫やないやろ」


    何がと返ってきた声と、漂ってきた匂いに振り向く。「僕らは、こっちで」と言い、花房医師は机の上のものを端に寄せ、湯気が上がるお盆を置く。


    「はい、どうぞ。この辺で、一番おいしいんだよ」


    くしゃりとした笑顔とともに、花房医師は、杉田に丼をもった両手を伸ばす。


    「先に食べてて、ふたりにも渡してくるから」


    そう言って、花房医師が部屋を出て行く。杉田は渡された、油揚げが載るうどんの丼を見た。だしのいい匂いに、ぐうっと腹が鳴り、両膝に乗せる。一緒に渡された箸を割り、「いただきます」と言ってから動かし始めた。


    想像していた以上に、おいしく思った。花房医師が帰ってきた頃には、杉田の持つ丼は空になっていた。


    「おいしかったでしょ、まだ食べれる？　おにぎりと、おいなりさんどっちがいい？」


    初対面の、初老で白衣の男性に聞かれたが、遠慮せずに「おいなりさんで」と答えた。花房医師は部屋を出て、すぐに帰ってきた。


    「おにぎりまだあるから、足りなかったら言ってね」


    杉田は、みっつ載った皿を受け取り「ありがとうございます」と言ってから、箸を伸ばす。おにぎりもふたつもらい、杉田は、最後に熱く濃いお茶を渡された。


    「若い男の子は、いっぱい食べれていいね。私なんか、最近小食で」


    そう言って、伸びているだろううどんを、花房医師は食べ始める。すぐに丼が空き、おにぎりがふたつ消えた。見守っていた杉田は、花房医師の湯飲みに、急須からお茶を注いだ。


    「ありがとう」と受け取り、ふうっと、垂れている目を更に下げる。花房医師の姿は、失礼だが、狸の置物の様だなと杉田は思った。


    「リリコちゃんと会うの、一ヶ月ぶりなんだけど。なんだか、大変そうだね」


    心配そうな顔に、杉田は返せなかった。


    「杉田さん、リリコちゃんは、大阪ではどんな様子かな？」


    お茶を一口飲んでから、答えた。


    「……とても、仕事熱心です。僕の方が年上ですが、キャリアではありませんし、仕事があまり出来ないので、……見ていて、羨ましいです……」


    「おかわり入れようか」と言われ、杉田は湯飲みを差し出す。


    「杉田さんは、若いけれど、優秀な刑事さんだって。松波さんが言ってたよ」


    そう言って、花房医師は杉田に腕を伸ばした。


    「それに、とても優しいから、リリコちゃんを安心して任せられるって」


    湯気が上がる湯飲みを受け取り、杉田は顔を下に向ける。悲しくも、辛くもないが、両目から何か出そうだ。


    「……優秀じゃ、ないです。僕は……何も」


    女子高生を救い、すみれを救ったのは、リリコだ。


    「……優しくなんかない。……いつも、逃げてるだけや」


    争ったり、自分を出すぐらいなら、周りを立てておけばいい。そんな自分とは正反対な、刃を向ける姿を思い返す。


    「……杉田君。若いのに、何で、そんなに真面目なの？」


    そう言った目の前の顔は、くしゃりと崩れている。


    「そんな風に考えてると、潰れてしまうよ」


    花房医師の優しい声に、杉田は、顔を下に向ける。


    「松波さんは嘘をつかないし、リリコちゃんは、杉田さんをすごく信用してるよ」


    ゆっくりと首をもたげると、真剣な顔があった。


    「多分、あの子をここに来る様指示したのは、杉田さん以外の、大阪府警の人達を信用してないからだと思う。……リリコちゃんから、兵庫県警に居た時の話は聞いた事ある？」


    「いいえ」と答えると、花房医師は「そうだよね」と小さく言った。


    「杉田さん、お願いします。リリコちゃんが暴走しそうになったら、止めてあげて下さい」


    頭を下げた花房医師に、杉田は慌て、手の中の湯飲みを落としそうになる。「分かりました」と言うと、ほっとした顔が見えた。


    「ありがとう。過保護で、すみませんね」


    「……いえ、お父さんなら、仕方ないですよ」


    花房医師の小さな目が大きくなり、下に垂れた時だ。


    「血縁関係は、残念ながらありません」


    聞こえた声に振り返ると、無表情な顔が見下ろしていた。


    「花房先生、もうすぐ、兵庫県警の女性職員の方がこちらに来ます。大阪に帰すのは危険だと、松波さんの判断です」


    「ああ、分かったよ」と言って、花房医師は両肩を落とす。


    「杉田さん、大阪に帰りましょう。花房先生、ごちそうさまでした」


    リリコの言葉に、杉田は腰を上げる。「無理はしないでね」と花房医師に言われ、ぺこりと頭を下げ、診察室を出た。狭い背中に追いついた時、ぱたぱたと後ろから音がする。


    「リリコちゃん、これ、返しといて」


    そう言って、すでに靴を履いているリリコに茶封筒を渡す。


    「リリコちゃんたちが神戸に着いてすぐ、県警から連絡があって、出て行ったんだよ。何か食べさせて下さいって、お金置いて」


    肉厚な両手が、リリコの手から離れた。


    「花房先生、私は、もう」


    「大阪まで、取りに来いって言えばいいよ。お願いするね」


    リリコの言葉を遮り、花房医師はにっこりと笑った。ふたりの様子を、杉田がただ眺めていると、扉が外から叩かれる。兵庫県警からですと、少し低い女性の声が聞こえる。


    「開けてあげて」と花房医師に言われ、杉田が鍵を開けた。香水の匂いをさせ傍を通る。長い髪の毛から覗く横顔は、美人だが、きつめだなと思った。


    「『メンヘラちゃん』久しぶりやね。今回は、急な呼び出し、ありがとうございます。まあ、今日非番でしたけど。コース料理の途中でしたけど」


    リリコの正面に立った女性は、笑顔だったが、言葉の響きが怖かった。


    「梨花さん、お久しぶりです。申し訳ありません、梨花さん以外、思いつかなかったんです」


    「暇そうやって意味？」


    「傷ついた女の子をお任せするのに、適任だと思いました」


    下からの声と無表情に、梨花はぐっと口を閉じる。杉田は、どこかで聞いた名前だと思う。


    「あの子、とても怯えています。よろしくお願いします」


    そう言って、リリコは梨花に頭を下げた。


    「……かりんの貸し、これでなしやで。こっちは気にせんでいいから、はよ大阪帰りや。ったく、あんたの保護者、過保護すぎるやろ。頼むって連絡きたわ」


    顔を上げ、「お願いします」と言い、すぐにリリコは外に出た。続こうとした杉田に、ちょっと待ってと梨花が言う。


    「『メンヘラちゃん』のお守りしてる、杉田君やろ」


    そう言って、梨花は杉田に近づく。すみれやリリコとは違う、大人の女に、杉田は固まった。


    「暴走せんように、ちゃんと、見張っといてね」


    三人目だと思いながら、「はい」と杉田は返し、ふたりに頭を下げて診療所を後にした。扉を閉め、来た道を急ごうと振り返ると、小さく声が出た。


    「そんな、幽霊を見たような顔しないで下さい。傷つきます」


    謝りそうになった杉田に、すぐ傍の、電信柱の陰にいたリリコが言った。


    「冗談です。大阪に帰りましょう」


    「はい」と言ってから、杉田は顔を緩め、少しだけ笑い声を上げる。


    「そんなに、おもしろかったですか」


    杉田の隣に並び、リリコが言った。


    「……まあまあです」


    「そうですか」とリリコが返し、ふたりは、歩き始めた。


    　


    　　３


    　


    長い一日を過ごし、帰宅してから、杉田は朝まで夢も見ずに眠った。


    寝不足ではないが、疲れは取れないまま、大阪府警本部に出勤する。建物に入ると、さわさわと皆落ち着きがない。


    「京大!!　遅えぞ!!」


    四係の部屋に入ったのは、日勤の始まりの十五分前だった。振り返り、柳下の顔を見る。


    「……もしかして、昨日も、泊まり込みでした？」


    「当たり前やろ!!　三人と、追加で四人やぞ!!　七人ぶんの洗いしとったら寝てる暇なんかあるか!!」


    真っ赤な両目の下、真っ黒なクマを作った柳下が叫ぶ。


    「田淵と交代せえ!!　あいつ、この三日間、ほとんど寝てへんのや!!」


    タバコ吸わなやってられんわと、柳下が出て行き、杉田は、急いで自分の机に向かう。


    「……おはよ～。……俺も、二日ほとんど寝てへんわ～」


    隣の席で、資料に埋もれている山上に、大丈夫ですかと声を掛ける。すると、ぶつぶつと聞こえてきた。


    「……ココイチの大盛りカツカレー、……天一のこってり大盛り、……吉牛の特盛り……得正のエビ天乗せカレーうどんと玉子ごはん……」


    向かいの席で、大きな体を丸める姿。資料に埋もれている田淵が、うつろな目でくり返している。


    「……あれ。……仕事終わったら、食べるもんなんやて。俺も、会いたいガールズの名前でも呟こうかな……」


    代わりますと、杉田は駆け寄り、田淵は体を左右に揺らしながら引き継ぎを終える。「……とりあえず、喰ってきます」と田淵が席を立ち、杉田は自分の席に資料を持って行く。


    隣から、女の子の名前が聞こえ始めたが、杉田は、資料を読むのに集中する。


    自殺体ではなかった、七人の女性の遺体。


    最初のふたりは自宅で見つかる。ひとりは、時任と肉体関係を持ち、最後にメールを送った。


    【今から、楽園に行きます】という文言に、時任は返信をしていなかった。神戸と、大阪南港の両方にある『大阪ブレーブス』の本拠地。南港のドーム内、時任のロッカーから、現場になかった遺品の携帯が見つかった。


    昨日、神戸の球場に居た時任は、兵庫県警で取り調べを受ける。その最中、死亡推定時刻に会っていたと、すみれが証言した。すみれに情事がバレたが、自殺ほうじょの罪は晴れ、時任は釈放された。


    五人は、南港の『クマグロ水産』の倉庫で見つかった。


    首に縄をかけ、吊るされた姿は、先に見つかったふたりと同じ。『クマグロ水産』の社長が、七人の神を作る様に指示されたと、昨晩から続く取り調べで自白した。


    ―――儀式を行ったのは自分だが、皆、それを自分の意思で選んだ。


    ―――ふたりを自宅に帰したのは、そうしないと儀式が完成しないと、指示された。


    ―――これで、自分の妻は、楽園に行ける。


    現実か妄言か分からない事を、喋り続けているらしい。


    そして、殺された七人の女性と、『クマグロ水産』の社長の共通点。シンボルである赤い目のシールを携帯に貼り、『カタメ』という宗教団体に属していた。


    「……杉田君、外線鳴ってんで～」


    隣からの声に、資料から顔を上げる。机の電話を取ると、低いが、良く通る声が聞こえてきた。少し外しますと、杉田は席を立ち、一階下の会議室まで急いだ。


    扉をノックし、中から「どうぞ」と聞こえ、中に入る。コの字型に並んだ机と、椅子だけの部屋の奥。松波と、もうひとり。


    「……梅林寺さん!?」


    「寝てるだけだから、大丈夫」


    近寄った杉田の前に、松波が立つ。長身の向こう、机に突っ伏している黒い頭。少し先にあるが、生きているのが分かった。


    「一服盛ったから、当分起きないよ」


    杉田が口を開くと同時に、「座ろうか」と言われる。


    「ここ三日、ほとんど寝てないから。大丈夫、変なクスリじゃないから」


    先に座り、松波が笑顔を作る。リリコを見ながら、杉田は隣に座った。


    「僕が神戸から引っ張ってきた、糞野郎さんの事情聴取。山上さんと頼むね」


    松波の言葉に、間を置いてから「はい」と返す。


    「ごめんね、辛いと思うけど」


    「……いえ。僕なんか……」


    「梅林寺さんに比べたら？」


    返ってきた言葉に、杉田は目を開く。


    「忙しいだろうけど、少し、話しようか」


    「……ここで、ですか？」


    「寝てるから、大丈夫だよ」


    目の前の笑顔に、突っ込む勇気はなかった。


    「昨日、杉田君が、降ろしてあげようとした子。どんな顔してた？」


    松波の言葉が、全身を冷たく包む。


    「解剖中で、まだ見れてないんだ。梅林寺さん、教えてくれなくて」


    顔も、匂いも思い出せなかったが、喉に上がってくるものを感じた。


    「生きてた時の顔、ぼんやりとしか思い出せなくて。後ろからだったし」


    顔を下に向け、松波の声を聞く。


    「でもさ、柔らかさは、ちゃんと覚えてて。なんか、ムカつくよね」


    調子が変わった声に、顔を上げる。


    「……あなたに、ムカつく権利はありませんよ」


    ぼそりと聞こえた声に、杉田は向いた。


    「あれ、起きてたんですか？」


    松波の、また調子が変わった声に、リリコが机から顔を上げる。


    「あなた、『メンヘラ』舐めてます？　私は、十年、薬を飲み続けてるんです。普通の量では、効きません。杉田さんが、遺体が苦手なのご存知でしょう。さっきの質問は、パワハラですよ」


    顔を下に向け、平坦な言葉を重ねる。髪の毛で表情は見えない。


    「寝不足で、うっかりしてました」


    「なら、自宅に帰って睡眠を取って下さい。杉田さんに、謝って……」


    リリコは、言葉を途中で止め、ゆっくり机に額を付けた。立ち上がった杉田に、腕が伸びる。


    「寝かせてあげて。これから、持たないから」


    そう言って、松波は、杉田の手首から手を離す。


    「梅林寺さんの言う通り、家に帰ろうかな」


    初めて下にある顔が、笑顔を作った。表情に反して、疲れが滲んでいる。


    「そうして下さい。……あとは、任せて下さい」


    松波の目が大きくなり、細くなった。


    「さっきは、ごめんね。じゃあ、事情聴取行ってきてくれる？」


    「はい」と返し、頭を下げ、杉田は会議室を後にした。ドアが閉まり、松波は立つ。肩が小さく上下する隣に座り、手を伸ばす。


    「良かったですね。杉田君は、大丈夫ですよ」


    つるりとした黒い髪の毛に触ると、予想以上に柔らかかった。


    顔を近づけると、寝息が聞こえ、松波はほほ笑んだ。


    　


    　　※


    　


    杉田が四係に戻ると、山上が、資料に顔を埋めていた。肩を揺すると、女の子の名前を叫びながら起きる。


    「あれ？　梅林寺さんと俺やなかったん？」


    山上に、僕になりましたと答える。


    「杉田君、友達やったんやろ？　大丈夫？」


    「大丈夫です」と返すと、山上が席を立った。部屋をふたりで出て、杉田は、言葉とは違う気持ちで取調室に向かう。


    「松波さんて、ほんま周到やな。逃げてた女の子とのやりとり、録音してたん知ってる？」


    エレベーターに乗ると、山上が話し出す。


    「ハニートラップ、分かってて引っかかって。冷静にタイミング計るなんて、俺、無理やわ。やってる事に集中してしまうやろ」


    赤いドレスを着ていた女の子は、松波の予想通り、トイレを出て、店から飛び出した。


    「自分の客、トイレに向かわせたんと、田淵さんが、最初に確保したんは想定外やったみたい。あの人、あんな体してるけど、柔道強くて、意外と身軽やからな」


    今までの現場でも、田淵が犯人を押さえる場面は多かった。


    「逃がしてすんませんて、田淵さんが頭下げた時、全部、自分の責任やって、松波さん言ってたわ。捜してる時も、めっちゃ熱心で、梅林寺さんもやけど、なんか、おもてたんと違かった」


    階に着き、山上が先に外に出る。


    「こんなん言うたらあかんけど、今回の事件なかったら、分からんかったわ」


    「そうですか」と言い、杉田は山上の隣に並ぶ。


    「……今回の件、べっぴんさんらにつけ込んで、許されへんわ」


    山上の言葉に、杉田は資料にあった情報を思い出す。


    被害者の七人は、水商売、風俗の仕事をしていた女性で、ひとり暮らし。家族や友人とは疎遠で、『カタメ』の熱心な信者だった。


    「みんなで、頑張ろな」


    そう言って、笑顔の山上が、杉田の肩を軽く叩いた。「はい」と返し、着いた取調室の扉を開ける。部屋の中の捜査員に頭を下げ、杉田は、ひとり椅子に座る姿を見る。


    「すぎっち君、ここでは、雰囲気変わるね!!」


    語尾が強い言葉に、唇を固く結ぶ。


    「出口(で　ぐち)さん、ここでは、杉田でお願いします」


    聞こえた隣を見ると、山上の表情に緩みはなかった。ふたりが机を挟んで座ると、向かいから聞こえた。


    「すぎっち君さ、刑事失格だよね!!」


    立ち上がろうとした山上の肩を持ち、杉田は口を動かす。


    「……アウト（笑）さん、どうして……、すみれちゃんを、脅したんですか？」


    三ヶ月前、『CUTE　ID　CAFE』で出会った、師匠であり、仲間だった。『アウト（笑）』こと出口は、笑顔で口を動かしていく。神戸に住むライターというのを、今回の件で初めて知った。


    「ライヴ中に、ズボンから財布抜かれて戻されたの気付かないし、地下鉄で会った時も、あんな雑な変装見抜けないし、あのくそビッチの下手くそな演技に騙されるし。杉田君、間抜けすぎるでしょ」


    地下鉄で一度聞いた、語尾が強調されていない言葉。杉田は、机の下で両手を強く握る。


    「くそビッチの笑顔に救われてるとか、ウケルわ。あの底辺地下アイドル、未成年のくせに、ファンとやりまくって、野球選手とやりまくって、がば……」


    出口の言葉が、杉田の片手で塞がれた。


    「……振り向いてもらえなくても、悪口を言ってはいけないって……教えてくれましたよね……」


    三ヶ月前、捜査の為、日本橋に向かった。


    休みを取れず、朝から晩まで聞きこみをする毎日。ひと月前、激務で構えなくなった、大学時代から付き合っていた彼女に振られ、二年目を待たず仕事を辞めたくなっていた。


    ふらふらと駅に向かっている途中、『CUTE　ID　CAFE』の前を通った。男に絡まれている姿を見つけ、声をかける。


    逃げた男にほっとし、杉田は、すみれにお礼がしたいと店に誘われた。


    「……ステージ見てると、元気をもらえて、……みんなとオタ芸してたら、嫌な事忘れるほど、楽しくて……」


    出口の両目が、大きく開かれる。


    「……すみれちゃんにもですが、僕は、『もももち』さんと『アウト（笑）』さんにも、救ってもらってましたよ……」


    辛い仕事を忘れ、一緒に、楽しめる仲間だった。そう思いながら、杉田は手を離す。


    「すぎっち君、メンタル弱すぎ。警察辞めたほうがいいんじゃない」


    「じゃあ、あなたは人間辞めた方がいいですね。動画で一目惚れしたすみれさんに振られ、ストーカー行為を行い、時任さんとの関係を知り、腹いせにデタラメな記事を書いて、そのお金で違法なクスリを買って、常用していたんですよね」


    突然、聞こえてきた声。振り向き、杉田は両目を大きく開く。


    「ＳＮＳは、鍵をかけていても、閲覧出来る方法があるんです。ネット上に赤裸々な日記を書くのはいかがかと思いますが、そのお蔭で、出口さんの動向を把握する事が出来ました。神戸の『桃源郷』には、私もお邪魔した事があるんですよ」


    杉田のすぐ後ろに立つリリコ。重ねていく言葉に、自分もだが、部屋の人間は誰も口を開かない。


    「すみれさんを脅していた件は、誰に頼まれたんですか」


    口を開かない出口に、リリコは続ける。


    「残念でしょうが、遺体で見つかった方と、時任さんの記事は、世には出ませんでした。すみれさんに関するデタラメな情報は、全て削除しました。おふたりは、誹謗(ひ　ぼう)中傷の件で被害届を出されましたよ。黙っていれば、立場がどんどん悪くなるだけですから。これから、覚悟して下さいね」


    そう言った後、リリコは、ばたんと床に倒れた。


    　


    　　※


    　


    『クマグロ水産』の事件から、一週間経った。


    その間、杉田は家に着替えに戻るしか出来なかった。世間では、事件と、『カタメ』という宗教団体のニュースで持ちきりだ。肝心の人物が、見つからないまま。


    「……今、こんな事してて、いいんでしょうか」


    「いいの、いいの。あ、皮、まだあるから、具、少な目にしてね」


    そう言って、松波は手の中の生地を器用にふたつに折っていく。


    「出前とコンビニじゃ、力出ないでしょ」


    「はい」と答え、杉田は餃子作りに集中する。日が暮れた頃、四係で資料に埋もれていたのを、松波に連れ出された。


    スーパーに寄ってから、リリコの家に着き、料理をふたりでしている。ここに居ると、解決が見えない現実が、少し遠く感じられた。


    「単純作業って、こういう時、楽しいよね」


    そう言った松波の顔を見ると、久々に緩んだ表情を浮かべている。管理官という立場で、みっつの係を束ね、兵庫県警と合同捜査をしているのだ。自分よりも、消耗しているだろうと杉田は思った。


    「出口さんの件、大変だったね」


    「いえ」と答え、杉田は、顔を曇らす。


    『アウト（笑）』は、もうどこにも居ない。出口は、連日続く取り調べに、白い顔をして黙秘を続けている。法外な名誉毀損の請求より、身の危険を感じているのだろうと、リリコが言っていた。


    「あべのハルカスの犯人は、単なる運び屋でしかなかったし、『クマグロ水産』の社長さんからは、期待出来ないしねえ」


    すみれの荷物の受け取りは、あべのハルカスの犯人が行う予定だった。取り調べに素直に答えているが、『カタメ』については、ほとんど知らなかった。詳しいだろう『クマグロ水産』の社長は、意味不明な発言を繰り返している。


    「出口さんに、一刻も早く自白してもらって、幹部と教祖様の場所知りたいね」


    事件に関わる人間皆の願望を、松波が口にした。


    数日前、大阪府警本部は、『カタメ』の組織本部に、ガサ入れを行った。幹部たちの情報は揃い、教祖に関係するものは、見つからなかった。


    「偽名で教組やってるのは珍しくないけど、自分の容姿を、信者に漏らさない様に徹底してたのは凄いよね」


    『カタメ』の教祖である要星。戸籍に登録がなく、容姿が分かるものが何もない。信者に話を聞いても、教えと人となりが、いかに素晴らしいか語るだけだ。


    「七人を殺したのは、宗教的な理由って、杉田君も思う？」


    実行犯である、『クマグロ水産』の社長の供述。


    『もらったんやない。許可を取って、作ったんや』


    許可は、要星からというのが、府警の判断だった。


    「……宗教的な理由だけで、……遺体を、あんな風に……」


    杉田は、最初に見つかった、犠牲者ふたりについての供述を思い返す。


    儀式と称し、抵抗のないふたりを、縄で絞殺。その後、すぐに、特殊な方法で冷凍し、自社冷凍倉庫で保管。指定された日と時間に、朝日を浴びせる様言われ、解凍し、運んだ。仕事柄、冷凍、解凍の方法は完璧で、鑑識にも見破れなかった。


    「倉庫の神様、見せつけられちゃったね」


    倉庫から、府警で目を覚ました『クマグロ水産』の社長。取り調べが始まり、窓のトリックを、とても楽しそうに語った。


    遺体を吊るした窓に、特殊な液を塗装し、氷を張る。タイマーをセットした冷房をつけて、部屋を出る。外からの温度を考慮した計算どおり、氷の目隠しは緩やかに溶け、サッシの隙間から外に流れ出る。


    楽しそうに語る姿を思い出し、杉田は、背中に冷たさを感じた。


    「梅林寺さん、よく気付いたよね」


    　松波の言葉に、ふたりで、会社を訪れた時の事を思い返す。窓に残る液を拭きとり、つたって落ちただろう壁を確認していたのだ。鑑識に回され、供述にあった液の反応が出たのは、倉庫に向かう前日だった。


    　急がせていたら、被害者が減っていた。


    出口の取り調べの途中。眠りにつき、起きたリリコが杉田に言った。自分の責任だと、無表情な顔で。


    「杉田君さ、『セブン』って映画観た事ある？」


    向かいからの声に、止まっていたのに気付く。「いいえ」と答え、両手を動かす。


    「キリスト教の七つの大罪になぞらえて、七つの遺体を作る男と、それを追う刑事の話なんだけど。あ、ごめん」


    大丈夫ですと杉田が言い、松波が続けた。


    「悲惨な遺体を、次々と見せて、刑事が捜査に必死になってる間に、犯人は目的を果たして、映画は終わるんだけど。刑事になって見返したら、ムカついた」


    松波の、いつもと違う声と顔。杉田は何も返せず、静かな部屋に響いた。


    「小包を作る前に、捕まえます」


    気配無く現れ、リリコが言った。


    「見た事あるんですね。あ、最悪。電話してくるね」


    表情を緩めた松波が席を立ち、リリコが代わりに座った。


    「どうして、松波さんの家でなく、うちなんですか」


    「……こっちの方が、落ち着くって」


    「あちらの方が、広いのに。私も、やっていいですか」


    「教えてください」と言われ、杉田はこうやってと、餡の包み方をやってみせる。


    ほうほうと言いながら聞く顔が、少しこけたのに気付く。


    「……柳下さんと、上手くいってますか？」


    手を洗って、戻ってきたリリコに聞く。


    「上手くとはどの状態を指すかは分かりませんが、声の大きさと、言葉に、少し慣れてきました」


    そう言って、リリコは下を向き、両手を動かし始める。この一週間、杉田、山上、田淵の三人は、七人の被害者の身辺の洗い。リリコと柳下は、要星の居場所を追っていた。


    杉田たち男でも、柳下の下で動くのは辛いが、リリコは、顔色を変えず昼夜一緒に過ごしている。


    ……柳下さんもやけど、……大丈夫なんやろか。


    そう思ったが、杉田は聞けず、手を動かした。


    「杉田さん、もう具がありません」


    気が付くと、ボウルの餡が無くなっていた。綺麗に並んだ形の良い餃子の横、ふたつの歪(いびつ)な形が寄り添っている。


    「杉田さんて、器用ですよね。羨ましい」


    　杉田が口を開く前に、松波が戻ってきた。


    「梅林寺さん、戻りましょう。神戸空港で、幹部のひとり確保です」


    一瞬で、部屋の空気が張りつめたのを感じる。リリコが席を立ち、「行きましょう」と松波の横を過ぎる。


    「ごめんね、杉田君。片付けしてから、すぐに来てくれるかな」


    顔付きが変わった松波に、「はい」と返す。


    「『この世は素晴らしい、戦う価値がある』って、杉田君は思う？」


    杉田が、少ししてから「多分」と答える。笑顔を残し、姿勢のいい背中は部屋を出て行った。ひとりになった部屋で、杉田は、椅子に深く掛ける。にんにくの匂いを感じ、目の前に並んだ餃子をぼんやり眺める。


    戦うと口にし、近く感じた。立ち上がり、洗面所に向かい、手を洗う。


    目の前の鏡に映っている顔は、疲れているが、キモいとは思わなかった。


    　


    　　４


    　


    杉田が、大阪府警で一番大きな会議室の扉を開くと、ずらりと皆着席していた。山上が手招きしているのが見え、小走りで向かう。


    「神戸空港で確保した幹部のひとりが所持していたノートＰＣを押収し、発見した資料がお手元のものになります。今、兵庫県警で取り調べを行っています」


    遠い壇上で、松波が、リリコの部屋とは違う声で喋っている。隣に座る山上、田淵を挟んで、柳下が、杉田に資料を渡す。表紙を見て、大きく目を開いた。


    「資料にある、宗教団体『カタメ』による、大規模テロは、半年ほど前から計画されていたそうです」


    資料には【大阪地下浄化楽園計画】とあった。


    「二年前から関西で活動する『カタメ』に入信している人間は、約１５０人。数は少ないですが、教祖である要星を盲信し、指示には絶対に従う様です」


    松波の言葉に、杉田は、連日の調べで分かってきた事を重ねる。遺体となった七人の若い女性は、皆、問題を抱えていたと、関係者が証言した。そして、悩み相談のサイトを頼っており、オフ会に足を運んでいる。


    会の主催者は、『カタメ』の信者で、皆、勧められるまま入信していった。


    「……ざけやがって!!　あの子ら、イワシの頭でもおがんどったら良かったんや!!」


    柳下は、大きな声でつぶやいた。資料の端を強く握り、鬼の形相をしている。


    「本当に、その通りですね。信者の多くが、財産、社会的地位、対人関係を奪われ、要星につくす事だけが生きがいだと、強くマインドコントロールされています」


    壇上から返ってきた声に、柳下がふんっと鼻を鳴らす。


    祈りと言っていた、道場での異様な光景。薬物の力ではなかった。『クマグロ水産』の社長、遺体で発見された女の子たち。皆、どうして、そこまでと杉田は思う。


    「だから、この計画を、実現出来ると思ってるんでしょう。……舐めてますよね」


    松波はぐるりと辺りを見回し、笑顔で言った。


    「皆さん、ムカつきませんか？　こっちの力、見せつけてやりましょう」


    二時間を超え、会議は終わった。その場に居た人間は、厳しい顔をして、各々の持ち場へ向かう。柳下達とともに、杉田は四係の部屋に戻る。


    「俺、これ終わったら、ケンタの食べ放題行くんだ」


    田淵が、荷物をまとめながら言った。


    「それ、死亡フラグですやん。俺は、キララちゃんに会いに行こうかな」


    今、一番気に入っている嬢の名前を、山上が言い、パソコンの電源を落とす。


    「杉田君は？　終わったら、何したい？　すみれちゃん引退してもたから、一緒にキャバクラ行く？」


    全てを知られたが、山上は、「気持ち分かるわ、俺も、キャバクラ好きやから」と言い、田淵は、「みんな、もっと食べればいいのに」と言った。


    笑顔の山上に、杉田は答えた。


    「……みんなで、ご飯行きたいです」


    「なんぼでも連れてったるわ!!　明日は徹夜なんやから、はよ帰れ!!」


    そう言って、柳下はどかどかと部屋の外に出て行く。残された三人が、顔を見合わせ吹きだしたとき、聞こえた。


    「杉田さん、帰宅前に、少しいいでしょうか」


    顔を向けると、大きな柳下と対照的な姿が、開け放されたままの扉にあった。「お疲れさまです」と、杉田はふたりに頭を下げ、狭い背中を追う。部屋を出て、階段を上っていると、初めて一緒に向かった現場を思い出した。


    ……怖かったし、同じ人間やと思えんかった。


    杉田が、最初からしばらくの感情を思い出した頃、ふたりは屋上に着く。


    大きなヘリポートがあり、大阪の街が元気に光っている様子が見渡せる。


    「預かって欲しいものがあるんです」


    春の冷たさを感じなくなった風。それに消えそうな声が、杉田に聞こえた。振り返ると同時に、リリコは片腕を伸ばす。


    「……あの、ないと、仕事で不便なんじゃ」


    手の中を見ながら、杉田が言った。うす暗く、髪の毛に隠れて、リリコの表情はよく見えない。


    「府警からの支給がありますし、当日は、無線でのやりとりになりますから」


    先ほどの会議で、明後日の計画が発表された。松波とともに、リリコは、現場の捜査員に指示をする。


    説明はちゃんと聞いたが、規模が大きすぎて、杉田には現実感がない。


    「持っていたら、甘えてしまい、計画が成功しないんです。お願いします」


    杉田は、リリコの手から受け取った。


    「私が、暴走してしまった後は、捨てて下さい」


    言葉に、背中が冷たくなる。


    「……暴走、……させませんから」


    松波と、神戸でもふたりに頼まれた。


    「余計な事は、考えないで下さい。明後日は、自分の事だけ考えて行動し、危険を感じたら、すぐに逃げて下さいね。では、お疲れ様でした」


    そう言って、リリコは背中を向ける。杉田が名前を呼んだが、足は止まらない。手の中のものをポケットに入れ、地面を蹴り、止まった。


    かさりと、忘れていた存在を取り出す。昨晩、借りたスウェットを、洗濯しようとした時に出てきた。杉田は、大きく名前を呼んだ。


    『これを、渡してくれませんか』


    　そう言い、右目に眼帯をした姿。誰に、何の為か。言葉はなかったが、今日、他の誰にも言っていない。


    　ぞくりと全身が冷たくなり、杉田は、男の正体が分かった。


    「……すいません。……僕、二度も、会っていました」


    　止まった背中に追いつき、振り向くのを待つ間。杉田は、白い封筒に描かれた赤い目を見ていた。


    　


    　　※


    　


    地下鉄東梅田駅の改札を出て、すぐに広がる地下街。阪急百貨店の地下売り場に続く道は、飲食店が並んでいる。昼時の今、様々な食べ物の匂いが漂い、杉田の顔をどんどん歪めていく。


    「杉田君、大丈夫か？」


    山上の声に、杉田は白い顔を上げる。


    「……はい、すいません。……トイレ行ってきていいですか」


    「行ってくればいいよ、あ～ここ居ると、腹減る～」


    田淵にすいませんと頭を下げ、杉田は近くのトイレへ走る。ファッションビルに続くエレベーターからすぐ、大きな男子トイレに着き、個室に駆け込む。


    鍵をかける前に、杉田は便器に顔を突っ込んだ。げえげえと声を出し、こんな大事な時にと思う。


    『杉田さん、大丈夫ですか』


    耳につけたイヤホンから、平坦な声が聞こえ、頭を上げる。


    「すいません、大丈夫です……」


    『無理はしないで下さい。人数は揃っているので』


    リリコの声に、ずきりと胸が痛んだ。


    「……大丈夫です。すぐ、戻ります」


    そう言って、杉田は立ち上がった。個室を出て、洗面所で顔をざぶざぶと洗う。


    昨日、丸一日掛けた、入念な打ち合わせと、対策の講義でいっぱいの頭。少しだけすっきりした気がした。顔を上げ、作業服姿で、帽子を被った自分に少し驚き、現実なんだなと思った。


    捜査員、特殊班合わせて２００人。早朝から、変装をした府警の人間が、複雑で広い梅田駅の地下に配置されている。


    昨日神戸空港で確保した『カタメ』の幹部。テロのリーダーであり、兵器を用意する役目も兼任していた。押収されたノートＰＣにあったのは、半年前から練られていた計画書。


    本日、正午に開始予定の、大規模テロ。


    ＪＲ、私鉄、地下鉄が集まり、大阪一のターミナルに位置する、巨大な地下街での実行方法と、一日約四十万人が訪れる場所での被害が書かれていた。


    取り調べにより、書かれていた生物兵器の用意は間に合わず、海外から輸入したふたつの爆薬の所持が分かった。その為、教団からの糾弾に耐えられず、海外へ逃げようとしていた事も。


    神戸で捕まった、幹部の自白を、リリコは出口に伝えた。指示を受けていた人物が捕まって安心したと、喋り始める。


    認証したものしか見られない、出口のＳＮＳ。すみれへの気持ちや、神戸で呑み歩く様子、ライターの仕事の愚痴を呟いていた。


    一ヶ月前、顔見知りではないが、好意的なコメントをいつもくれる人物から、ダイレクトメールが届く。メールには、時任とすみれの関係、ふたりが仲良く写る写真。


    そして、依頼が、法外な値段とともにあった。


    嫉妬にかられた出口は、依頼を受ける。前金を受け取り、言われたとおり動いた。


    すみれを脅して杉田に接触させ、報告の電話を掛けた時、状況が変わった事を知った。


    教団の中の過激派が、用意は整っていないが、大阪でテロを行う。自分は逃げると、依頼人の『カタメ』の人間が言った。


    これまでの事を、警察に言えば、別の人間が殺しに来る。そう言われ、神戸の自宅で震えていた出口は、松波に確保された。


    　それから一週間後、計画を知った警察は、過激派の人間たちと要星を見つける事は出来ず、決行日が訪れた。


    「自分が、もっと早く気付いていれば」と、一昨日、府警の屋上で杉田は漏らした。それを否定したリリコに、手紙の存在と接触を口外しない約束をさせられた。


    そして、なぜか、「すみませんでした」と頭を下げられる。


    『おい!!　白い顔しやがって!!　無理やったら、休んどけ!!』


    突然、耳を突いた声に、杉田は我に返る。


    『杉田さん、大丈夫ですよ。男子トイレの映像は、私は見ていません』


    『おい!!　聞いてんか!!』


    続いて聞こえたリリコの声に、柳下の大きな声が重なり、杉田は「大丈夫です」と返す。


    『杉田さん、無理はしないで下さい』


    もう一度「大丈夫です」と返す。ふたりの様子を思い浮かべると、少しだけ顔が緩んだ。


    杉田、田淵、山上は、早朝から、電気系統を点検する振りをしながら地下街を回っていた。その間、リリコと柳下は、地下街を監視するカメラが集まる場所で、指示を出している。松波の姿は、会議から見ていなかった。


    『京大!!　お前、村長の事、梅林寺に言ったやろ!!』


    また聞こえた声に、杉田は「えっ」と返す。


    『府警に、今、しょっぴかれて行ったわ!!　終わったら、ゆっくり話聞かせてもらうからな!!』


    歯が無い、くしゃりとした顔を思い出すと聞こえてきた。


    『杉田さんは、言ってません。『クマグロ水産』の、元経理部長さんから聞きました。柳下さん、マイク切りますよ』


    耳元の声が消え、杉田は、びしょ濡れの自分の顔に気付く。ポケットを探り、固い感触に邪魔され、ハンカチを落とす。下を見ると同時にくらりとし、しゃがみ込んだ。


    ……情けないなあ。


    首謀者は捕まえられず、実施された、地下街テロ実行阻止計画。緊張で、昨日から食べられず、仮眠もほとんど取れなかった。


    自己嫌悪に襲われながら、床のハンカチに手を伸ばしたとき。がらがらと、音とともに、目の前を横切った。首をもたげると、マスクをし、帽子を被った男が個室に入っていった。


    杉田は立ち上がり、もう一度、隣の個室に入る。どっどっと、心臓の音が、耳元でうるさい。携帯を取り出し、今朝、一斉送信されたメールの画像を見た。


    携帯画面に映る、布製の黒いキャリーバッグは、さっき見たものによく似ていた。


    隣から、がらがらという音が聞こえ、杉田は、すぐに個室から出た。洗面台で手を洗う姿を見て、足元を見る。やはり、間違いなさそうだった。


    男が、トイレから出て行き、杉田は少し後に続く。人が行きかう地下街を、東梅田駅に向かって歩く後ろ姿。見失わない様に続きながら、胸元にある、外から見えない様つけたマイクに小さく言う。


    「……キャリーバッグを持った男が、東梅田駅に向かっています」


    『どんな方ですか』


    イヤホンから聞こえたリリコの声に、小さく答える。


    「……格好は、全身黒で、帽子とマスクをつけています」


    『あと、どれぐらいで駅に着きますか』


    「……今、左手にある宝くじ売り場を過ぎて……」


    少し先にある背中が止まり、携帯を握ったのを見て、杉田は口を閉じた。男は、辺りをきょろりと見回してから、画面を指で触ろうとする。床を蹴ると同時に、杉田の被っていた帽子が落ちた。


    「……すいません、今、何時ですか」


    周りの音が聞こえず、練習していた、自分のセリフだけが耳に響いた。


    肩を掴まれた男は、杉田に振り返り、くしゃみを大きくする。


    「……すいません、花粉症で。十二時、少し前ですよ」


    持っている携帯の画面には、今居る地下街の地図が映っていた。「ありがとうございます」と言って、杉田は男から離れる。帽子を拾い、大きくため息を吐いた。


    ……これで、10人目や。


    朝から、梅田の広い地下街を巡回し、声を掛けた人数に、杉田は両肩を落とす。


    計画書にあった、テロの実施方法。海外から調達した、高性能爆薬に雷管を取り付け、携帯電話を繋ぐ。それをバッグに詰め、人通りが多い場所に持って行く。繋いだ携帯に電話を掛け、起動させる。


    目的地まで安全に運べ、簡単に爆発が起こせる。近年、海外でも頻発している、テロリストの手口だ。


    幹部の証言から、予想されるキャリーバッグを、捜査員たち全員で探している。杉田だけでなく、地下街のいたる所で、誤報が飛び交っていた。


    『杉田さん、東梅田駅に居る田淵さんたちに声を掛けてから、少し休憩して下さい。まだ、時間はありますから』


    イヤホンから聞こえた声に、情けない気持ちが重なり、後ろから衝撃を感じた。


    「……す、すいません……」


    振り返ると、ぎろりと睨まれる。杉田が口を閉じると、がらがらという音とともに進み出した。目線を下にし、背中の痛みを感じながら歩き出す。飲食店から漂う匂いに眉をひそめ、地下街で、人が一番多い場所に着く。


    地下鉄梅田駅南改札から泉の広場まで、一直線に長く延びる。両脇に店がずらりと並んだ、地下街のメイン通り。通りを横切り、地下鉄東梅田駅の入り口が見え、杉田は気付いた。


    さっき、ぶつかってきた男。多くの人間が行きかう中、立ち止まっている。


    五月に入り、今日は晴天で、外は初夏を感じる温度だ。目の前の男は、長袖で、フードを頭から被っている。そして、脇には、黒いキャリーバッグがあった。


    目を離さないでいると、男が携帯を取り出し、にやりと笑う。杉田は、ぞくりと背中が冷たくなった。


    『杉田さん、どうかしましたか』


    言葉を返すより、両足が動く。


    画面を操ろうとした手が止まり、男が、顔を上げる。


    『杉田さん、返事をして下さい』


    「……何を、してるんや」


    杉田は、男の手首を握ったまま言った。どこかで見た顔だと、気付いた時。腹に、黒いブーツが埋まった。


    男は舌打ちをしたあと、キャリーバッグとともに、走りだす。地面から起き上がり、杉田は叫ぶ。


    「……見つけました!!　追います!!」


    『杉田さん、待って下さい』


    リリコの制止を聞かず、杉田は強く踏み出した。目指す黒い体に向け、両足を動かす。先ほどまで、とても重かった体が、嘘のようだ。左右に人がよけていくのが、スローモーションで見え、何も聞こえない。


    『……杉田さん!!』


    初めて聞く、リリコの大きな声。


    『『ムータン』には、ならないで下さい!!』


    男の片腕を掴んだ時、聞こえた。もみ合いになり、同時に、床に転ぶ。男が、大きく叫んだ。


    「……残念やな!!　もう、スイッチ押してもうたわ!!」


    横にある、立ったままの黒いキャリーバッグ。杉田は、ごくりと喉を鳴らす。こんな時に、頭に浮かんだのは、ハムスターの姿。


    【クロラン】の『ムータン』が、パーティーが窮地に追い込まれた時だけ、発動する力。攻撃を、全て自分に吸収し、仲間を守る。モモンガの様に体を伸ばす姿に、感動した。


    「……大阪府警、ナメんなっ!!」


    　叫び、杉田は立ち上がる。片手を伸ばし、持ち手を強く握った。


    ……起爆は、十五秒後やったよな。


    キャリーバッグを手に、地面を蹴る。頭でゆっくり数えながら、両足を動かす。心臓は、壊れそうな程鳴り、背中にはびっしょりと汗をかいている。だが、足は止まらない。


    『杉田さん!!　噴水に、投げて下さい!!』


    10で聞こえた声に、景色が見えた。目の前に、立派な噴水。重さを手放す。


    弧を描き、ばしゃりと大きく音を立て、キャリーバッグが水に沈む。


    「……みんな!!　伏せて!!」


    周りの人間が、とまどいながらも言われた通りにする。


    『……杉田さん、もう大丈夫です』


    しばらくして聞こえてきた声に、瞼を開けた。


    閉じる前と、景色は何も変わっていない。杉田は、両膝を床につけた。


    『……『ムータン』にならなくて、良かった』


    聞こえた声は、小さく、震えていた。本当に、想ってくれている。そう思った時、大きな声が聞こえた。


    「お前ら、警察はあほや!!　これで、みんな、楽園に行けんくなった!!」


    杉田が振り返ると、フードを取った男が立っていた。キャバクラに居た、ボーイだと思い出したとき。男が、ズボンのポケットから取り出した。周りから悲鳴が上がる。


    「悪いけど、俺だけ行くわ。お前ら、後悔せえ!!」


    叫び声が辺りに響き、大きな塊が、杉田の横を通った。


    先に、包丁が音を立て床に落ち、男が仰向けに倒れる。


    田淵の巨漢に乗られ、両腕を押さえられた男は、苦しそうに顔を歪めている。


    「ああ見えて、田淵さんて、全国大会でいい成績残してんのよ」


    杉田の隣に立ち、大きく肩を上下する山上が言った。


    「寝技神のぶっさんってね～、山上君、手錠かけて～」


    男を押さえたまま、田淵が言う。ふたりとも息を切らしていたが、笑顔だった。体の力が抜け、杉田は、顔が緩むのを感じた。


    『杉田!!　ようやった!!　お前、根性あるやないか!!』


    イヤホンからの大きな声に、耳が痛くなる。


    『すみません。柳下さんが、勝手に』


    「いえ」と言いながら、杉田は顔を下に向け、必死で我慢した。喉の奥が痛く、両目から、すぐにでも零れそうだった。


    「……これで、解決しましたよね」


    気付けば、辺りに、捜査員たちが集まっていた。山上が手錠をかけた男を囲み、噴水から遠ざける為、周りの人間を誘導していく。


    その様子を見ていると、声がやっと返ってきた。


    『私も、杉田さんの様に頑張って来ます。預けたものの処分、よろしくお願いします』

  


  
    第５話　カミサマは居ない
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    午後二時過ぎ、南改札口と違い、地下鉄梅田駅の北改札口は静かだった。


    自動改札機を通り、リリコはホームに降りる。高い天井のせいか、地下に居るのに、圧迫を感じない。電車の来るアナウンスが流れ、髪の毛が風に揺れた。


    伸ばしても意味は無かった。肩を越しそうな長さを、耳に掛ける。


    ……こういう時は、必ず、余計な事を考えてしまう。


    そう思った時、到着した電車の扉が開き、人が降りてくる。時間通りなのを腕時計で確認し、リリコは電車に乗った。


    最後尾の車両には、ひとりだけ残っている。向かいに座ると、扉が閉まり、電車は動き出した。


    「初めまして、要星さん。梅林寺凛々子です」


    薄い唇の左右を上げた顔に、リリコは続ける。


    「喋りづらいので、サングラスを取ってもらっていいですか」


    カナメは、真っ黒なレンズを、ゆっくりと顔から外した。


    「綺麗ですね。両方とも、本物ですか」


    カナメは、右が白く、左が赤い目を細めた。


    「右は、一年前から、左は、生まれつきです」


    「カナメさんに、世界は、どの様に見えますか」


    答えは返ってこず、リリコは、目の前の姿を眺める。シワが見当たらない、黒い、喪服の様な細身のスーツに。ネクタイも、艶のある尖った靴も黒。


    「右は、もう見えません。左も、もうほとんど視力がありません」


    白いシャツに締めた、細く、黒いネクタイを見ていると、聞こえた。


    「杉田さんは、右目に眼帯と言っていました」


    カナメは、長い足を組んでから答えた。


    「普段は、左目にコンタクトを着けています。サングラスに度を入れていますが、夜間は危ないので」


    膝の上に組んだ両手の爪は、綺麗に整えられている。髪の毛は黒く、耳が出るぐらいに、小まめにそろえているのだろう。歳は、四十ぐらいだろうが、喋り方も、見た目も、全く隙がない。


    「杉田さんが、白蛇の様だと言ってました」


    返事はなく、リリコは続けた。


    「柔らかさを、私は全く感じません」


    「梅林寺さんは、ずい分、柔らかくなったそうです」


    リリコの右眉がぴくりと動き、カナメは続けた。


    「神戸に帰ってきた時と、今は、別人だと。あの人が、嘆いてましたよ」


    「あの人は、鳥居(とり　い)さんが言っていた人と、同じ人物ですか」


    「どうして、カオル君を殺さなかったんですか」


    返された質問に、リリコは口を閉じる。


    「大阪府警に異動された事も、予想外だと、悲しんでいました。これ以上、梅林寺さんを辛い目に遭わせたくはないと」


    　ぴりりと、首の後ろに走った。リリコが口を動かす前に、カナメは語り出す。


    「再び、周りが傷つけば、壊れてしまうかもしれない。それでも、可能性にかけると仰(おっしゃ)ってました。なのに、私が至らないせいで、意に添えませんでした」


    「それは、残念でしたね」


    　言葉を返し、リリコは、体の奥から熱さが灯るのが分かった。


    「都合良く、同僚の方を傷つける材料がそろっていたので、慢心していました。安易だったと反省し、目の前で壊そうと思っていたのに、梅林寺さんはひとりで現れてしまった」


    　一昨日の夜、杉田に渡された手紙。内容は、伝えていない。


    「手紙のとおり、爆弾を偽物にしていた事、驚きました。半年の時間と大きな費用を使った計画が、頓挫したのはどうしてですか」


    　その代わりにと、指定の時間と場所。杉田も一緒にとあった。


    「梅林寺さんは、自分と関わりのある人間以外、あまり興味がないと。あの人が言ったので」


    「ひどい言われ様ですね」


    　しかし、そのお蔭で助かったのだ。あれが本物なら、杉田は。


    「もっとも大事な人には、監視の目が行き届いてます。お蔭で、手出しが出来ませんでした」


    　手紙の最後。他言し、現れなければ、壊すとあった。


    「そう思い、ひとりで来ました」


    　昨晩から、事情を知る桜田が、県警から出さないでいる。


    「なかなか、上手く事は運ばないものですね」


    「運ばれては、私達、警察が居る意味がありません」


    「警察組織を辞めなければ、周りの人間が傷つきますよ」


    「辞めません。あの人を、捕まえるまでは」


    「とても心配しています。復讐を支えに生きてきたのに、今、何の為に生きているか、分かっているのかと」


    「あなたは、何の為に、生きてる人間を、自殺する様に仕向けていたんですか」


    質問を返すと、カナメは、口を一度閉じてから開いた。


    「あの人の、言う通りにしていただけです。それに、彼女達は、この世界で生きるのに苦悩していた。解放され、喜んでいるのでは」


    リリコは、口を開きかけ、やめた。


    「娘を手なずけ、倉庫にたどり着けたのを、あの人が褒めていましたよ。梅林寺さんのために用意した死体が、無駄にならなくて良かったと」


    「何の罪もない女性を、七人殺した犯罪者に、評価されたくありません」


    「私は、犯罪者ですが、あの人は違います」


    「違いません。あの人は、何を考えているんですか」


    「あなたを、とても欲しがっています」


    「それは、どうしてですか」


    「梅林寺さん、ここで、私と一緒に死ぬか、あの人のものになるか、新大阪に着くまでに決めて下さい」


    「どうして、事件を起こし、私を試す様な真似をするのでしょうか」


    「それは、私には分かりません。しかし、あの人の考えは、絶対ですから」


    「どうして、そう、言い切れるんですか」


    カナメは、両目を深く垂れた顔で言った。


    「私を、絶望から救ってくれた、神様と同じ存在だからです。これからどうしていいか分からず、迷っていたところを、手を引いてくれ、正しい道を教えてくれた。法や倫理よりも、あの人の考えが、私にとって唯一なんです」


    カナメの言葉に、鳥肌が立っていくのを感じた。すうっと息を吸ってから、リリコは口を開く。


    「『カタメ』というインチキな宗教を作り、信者達にした事。今回の事件で、犠牲になった女性達や、傷ついた人達。連日の捜査で、疲弊した刑事達。全て、カナメさんにとって、どうでもいいんですね」


    「はい、あの人以外は」


    「立派ですね。私は、そこまで、神様につくす事は出来ません。そちらの中身は、本物でしょうか」


    カナメの傍にある、布製の黒いキャリーバッグ。指でさし、リリコが言った。


    「中津駅から、新大阪に向かう時の景色が綺麗だそうです」


    そう言って、カナメは、上着のポケットから携帯を取り出す。


    「失敗した、役立たずな私に、素敵な死に場所をくれました。こんなに嬉しいプレゼントは、ありません」


    「ロマンチックなお話ですが、あの人以外を、舐めすぎましたね。残念ながら、景色は見れませんし、起爆装置は作動しませんよ」


    カナメは、携帯に視線を落とし、固まった。


    「カナメさんは、カオル君と同じ病院で最後を迎えて下さい。あなたは、もう、神様とは会えません。なぜなら」


    リリコの言葉に、金属音が重なる。電車は中津駅に停まり、扉が開く。ホームで待機していた、大勢の警察の人間が、中に入ってくる。


    両脇を押さえられ、カナメは、ゆっくり席を立った。


    「梅林寺さん、会った時に、伝えて下さい」


    周りの人間を制し、リリコがどうぞと言った。カナメは、短い言葉を小さく零した。


    「分かりました。必ず、伝えます」


    カナメは頭を下げ、捜査員とともに笑顔で電車を降りた。
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    「お疲れ様です。今回のお手柄で、階級、上がっちゃうんじゃないですか」


    助手席に座ったリリコに、運転席の松波が言った。


    「それは、松波さんですよ。そういう約束でしょう」


    松波は笑顔を返し、リリコに水のペットボトルを渡して、車を出した。まだ日が高い窓の外、地下鉄中津駅が遠くなる。


    「やっと、まともな生活出来ますね。今日は、何食べたいですか」


    明るい声に、リリコは答えない。


    「どうしました。カナメさんの言葉に、傷ついてるんですか」


    返ってこないが、松波は続けた。


    「同じだと思ってるなら、馬鹿ですよ」


    リリコは、隣に顔を向ける。


    「言われたとおりに動いているのは一緒ですが、梅林寺さんは、ちゃんと、周りが見えてます。神様だけじゃない」


    松波は、前を向き、真面目な表情を浮かべていた。


    「『クマグロ水産』の娘さんの協力がなかったら、一昨日の、神戸空港での確保は難しかったです」


    「信じられません。ご自分の娘を、捧げようとするなんて」


    「親に裏切られるって、本当、キツいですからね。僕は、寝とられでしたけど」


    松波に返さず、リリコは、神戸で泣きながら訴えていた姿を思い出す。


    『カナメ様が、神様に、お前を神様にする様にと言われたらしい。儀式をするから、お風呂に入って用意をしてきなさい』


    父親に、笑顔で言われた。その後すぐ、教えてもらった神戸の住所まで逃げた。


    『クマグロ水産』の社長の娘は、倉庫での儀式を、以前に見せられていた。口外するなと言われたが、ひとりにだけ打ち明ける。


    突然の交通事故で母が死に、『カタメ』に入信した父親を見捨てず、会社を切り盛りしていた男に。


    「だから、松波さんは、恋愛表現が歪んでるんですね」


    「初めての彼女が、父親の愛人になって、長い事二股かけられてましたから」


    「横溝の世界ですね」とリリコが言うと、松波は「そんな、いいもんじゃないです」と返した。


    「カナメが捕まったの知って、『クマグロ水産』の社長さん、壊れたらしいです。良かったですね、神様と同じ病院に入れますよ」


    話題を変え、松波は表情を緩めた。


    「元経理部長さんの、疑惑は晴れたんですか」


    「持って逃げていた帳簿がありますし、社長自らが『カタメ』の口座に振り込み、帳簿を改ざんし、税理士に虚偽の申告をしていたと、口止めをされていた社員が話しました。元経理部長さん、娘さんを引き取って、面倒をみるらしいですよ」


    半年前、相談された経理の男は、社長に自首を勧めたが断られた。秘密を知った男は、『カタメ』の人間に脅され、姿を消す事を選んだ。


    「自分が、早い段階で警察に相談しておけば、犠牲者の数が増えなかったと。ふたりは、罪には問われないので、安心して下さい」


    喉を鳴らす音を聞きながら、松波は続ける。


    「村長さんが、『カタメ』に府警の情報を流していたそうです。すみれさんが持っていた爆弾を、神戸に運ぶ手筈を整えてたのが分かりました」


    水が喉を流れる感触に、生きているのを、リリコは感じる。


    「それと、四ヶ月前に、拳銃を神戸まで運んだらしいです。『カタメ』の人間に頼まれたとまで聞いて、柳下さんが気絶させたそうですよ」


    キャップを締めてから、リリコは口を開く。


    「あべのハルカスで、娘さんに向けられていたもの、同じだったんです」


    赤信号で車を停め、松波は隣に向く。


    「私が、傷をつけられたのと、同じカッターナイフでした。だから、自殺体の事よりも、『クマグロ水産』の件を調べていました。松波さんに止められなくても、私が、自分の事を優先したから、犠牲者の数が増えたんです」


    いつも以上に、リリコの横顔は、何も浮かんでいない。


    「こちらに来てから起こった事は、全て、私のせいです。十年前から、私は、周りを不幸にしてばかりです。カナメさんの言うとおりにした方がいいんでしょうか」


    車が動き、少ししてから聞こえた。


    「僕はね、罪にならないから、誰かひとり殺していいと言われたら、すぐに父親を殺します。梅林寺さんは、誰にしますか」


    「自分です」と、リリコはすぐに答えた。


    「それ聞いたら、竹さん、すごく傷つくと思いますよ」


    リリコは口を閉じ、松波は続けた。


    「この一週間、不眠不休で、確保してくれたみたいですよ。ここだけの話ですが、地下街での捜査員、希望していたんです。桜田さんが、却下したそうですが」


    言葉を返さず、リリコは窓に顔を向けた。再開発中の高いビルが並び、眩しく光っている。目を細めていると、車はＪＲ大阪駅近くに着いた。


    「捜査員と特殊班、合わせて二百人。地下鉄の一区間封鎖に、携帯の電波圏外。その他色々で、明日から、報告書類どんだけ提出しなきゃいけないんだろ」


    「大変ですね」と言ったリリコの肩に、片手が乗る。


    「梅林寺さんは、あちらに行かないで下さいね」


    いつもと違う声に、リリコが顔を向ける。頬に長い指が刺さった。


    「梅林寺さんの鞄、持って来てないんで、取りに戻って下さい。今日は、このまま直帰で、明日から、書類手伝って下さいね」


    そう言って、松波はにっこりと笑った。阪急百貨店とＪＲ大阪駅の横断歩道の近くで車が停まり、リリコは外に出る。「お疲れ様です」と言って扉を閉め、背中を向け歩き出す。


    その姿を眺めてから、松波が車を出したとき。携帯が鳴り、イヤホンをつける。


    「何か、ありましたか。十分ほどで戻れますが」


    聞こえてきた声に、危うく、急ブレーキを踏みかけた。


    「運転中で、着信を確認出来なかったんです。今日は仕事が立て込んでいて、府警からの連絡かと。折り返し電話を頂いて、嬉しいです、お父さん」


    松波は、返ってきた声に表情を硬くする。


    「忙しいのは、こちらも同じです。仕事上、聞きたい事があっただけで、雑談をしたかった訳ではありません」


    梅田新道の交差点で、信号に止まる。耳元の声に、松波は眉をひそめた。


    「ご存知だったんですね。なぜ、こちらに『カタメ』の情報を教えてくれなかったんですか」


    返事に、松波は少ししてから口を動かした。


    「……どれだけ、被害が出たか。長くなりますが、お話ししていいですか」


    返って来た答えに、かあっと全身が熱くなった。


    「分かってましたけど、お父さんて、本当に糞ですね」


    そう言って、松波は通話を切った。信号が変わり、車を出すと、また着信音が響く。


    「何ですか？　お暇じゃないんでしょう？」


    返ってきた声に、松波は、顔を緩めた。


    「すみません。今、運転中で、着信相手見てませんでした。梅林寺さんなら、少し前に、大阪駅で降ろしましたけど。……ああ、携帯、杉田君が持ってるみたいです」


    通話が切れ、目を丸くしたあと、細める。


    「……いいなあ。ふたりには、未来があって」


    すぐに思い浮かぶ、必死な姿。松波は少し笑い、すぐに表情を硬くする。


    「……うらやましい」
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    「……梅林寺さん!!　どこ行ってたんですか!!」


    野次馬が集まっている中、黄色い進入禁止のテープを乗り越える姿に、杉田が近づいていく。


    「まだ、こちらに居らしたんですね」


    作業服姿の杉田を見て、リリコが言った。


    「……山上さんと、田淵さんも一緒です。周辺の聞きこみと、見回りと……あと……」


    杉田の言葉が終わる前に、リリコは封鎖された通りを進む。昼過ぎだが、辺りの店はシャッターが下り、場は閑散としている。数時間前、スーツケースが投げ込まれた噴水を過ぎ、リリコは、壁の扉の中に入る。


    後を追いかける杉田は、扉からすぐの部屋に入る。監視カメラのモニターが並び、映像をチェックしている捜査員。杉田は「お疲れ様です」と言い、リリコは隅にあった鞄を持ち部屋を出る。


    「……梅林寺さん、待って下さい」


    杉田が狭い背中に追いつくと、止まった。


    「どうして、指示を聞かなかったんですか。本物だったら、水につけても、爆発していたんですよ」


    「えっ」と言った杉田に、リリコは言葉を重ねる。


    「偽物で幸いでした。自分の事だけ、考えて下さいと言いましたよね、どうして逃げなかったんですか」


    明らかに、怒りが滲んでいる声に驚き、言葉を返す。


    「……勝手に、体が動いて……」


    振り向かない背中に、杉田は続けた。


    「……逃げるの、嫌やったんやと思います」


    何も言わない隣に立ち、ポケットから、リリコの携帯を取り出す。


    「返せて、良かったです」


    片手から重さが消えた。顔を上げ、自分を見る表情に、杉田は大きく目を開く。


    「……ありがとうございます」


    ……違う人、みたいや。


    初めて見る笑顔に、そう思った。


    「松波さんに直帰と言われたんですが、みなさんのお手伝いをしてもいいですか」


    平坦な声で、我に返る。杉田は顔を背け「はい」とだけ返す。


    ……何で、顔、熱いんやろか。


    片手で頬を押さえ、外に出たリリコに続く。どんと、前にある体にぶつかり、下がっていた顔を上げる。


    「……おまえは、何で。……携帯、他人に預けてんだ!!」


    リリコの前に立つ、大きな声を上げた人物。


    「……どうして、竹山さんが、ここに居るんですか」


    「おまえな!!　約束守れねえやつが、刑事やってんじゃねえぞ!!」


    小さな声に、大きく叫ぶ顔。あっと、杉田は思い出した。


    「……竹山さんに、言われたくありません」


    「ああっ!?　俺が、いつ……」


    そう言って、竹山は口を閉じる。杉田は、リリコの携帯に着信があった名前だと思う。


    「……あの、おふたりとも。周りの目があるので……」


    警察の人間や、野次馬たちの目がこちらに向いている。杉田の前から、リリコがいなくなった。


    「……すいませんでした。少し、借ります」


    そう言って、頭を下げ、大柄な竹山がのしのしと歩き出す。腕を掴んでいるリリコを、引きずりながら。杉田が、その場で動けないでいると、肩を左右から叩かれた。


    「杉田君、アイドルに続き、また振られたなあ」


    「あの人、兵庫県警の竹山さんでしょ～。『瞬殺の竹』だからね、勝ち目ないね～」


    左に山上、右に田淵が立ち、生ぬるい視線が向いている。


    「そんなんじゃ」と、杉田は真っ赤な顔で言う。


    「まあまあ、さっさと終わらせようや。東通のキャバクラおごったるからな」


    「じゃあ、僕は～、近くの上手い焼肉を」


    ふたりはそう言って背中を向ける、杉田は、赤い顔のまま、それに続いた。


    　


    　　４


    　


    「……腕、痛いです」


    泉の広場から階段を上がり、地上に出ると、隣から聞こえた。


    竹山は我に返り、手を離す。顔を向けると、黒い頭が見えた。居酒屋や飲み屋が立ち並ぶ、東通商店街の入り口。夕方に差し掛かり、人が溢れている。


    立ち尽くしているふたりは、通行の邪魔だった。


    「……おい、移動するぞ」


    竹山の言葉に、リリコは頭を上げず、反応を返さない。ふうっと息を吐き、視線を外して気付いた。もう一度、先ほどより弱く腕を握り、竹山が歩き出す。


    電子音が大きく響く、ゲームセンターに入り、リリコが顔を上げる。竹山は何も言わず、入り口からすぐの機体の中に、連れて入った。


    「……最近のって、５００円もすんのか」


    ぶつぶつ言いながら、竹山が財布を取り出す。


    「……何で、嫌がってたじゃないですか」


    リリコに向かず、竹山は小銭を機械に入れていく。


    「あのな、三十五のオッサンは、撮るの恥ずかしんだよ。……おまえは、黒くて、ふりふりしてるし……」


    退院し、初めて、仕事以外で待ち合わせをした日。三宮の東急ハンズで待ち合わせ、現れたリリコに、竹山は驚いた。


    「あれは、ゴスロリというんです」


    実家の祖母が愛(め)でている、ガラスケースに入った人形の様な格好。竹山には、仮装に見え、嫌がらせに思えた。


    「……何で、ゴスロリで来たんだ」


    「母に事情を説明したら、送ってきたんです。私に、一番似合うからと」


    確かに、似合ってなくはなかった。しかし、一緒に神戸の街を歩く事は、出来なかった。人通りの少ない道を、お互い無言で歩き、行先を迷ううちにＪＲ新神戸駅に着いた。


    「……何で、撮るの断ったら、帰ったんだよ」


    やはり無言で、駅に隣接した商業施設を歩いている時だった。リリコがゲームセンターの前で止まり、『プリクラが撮りたいです』と言った。


    「竹山さん、カメラどこですか」


    ばしゃりと、目の前がまぶしく光り、答えは聞けなかった。


    「竹山さん、変な顔をしてます」


    モニターの中に、下を向いた自分と、横を向いているリリコが居る。「うるせえ」と言う前に、『もう一回、撮るよ』と聞こえた。リリコの腕を強く掴むと、まぶしく光ったあと、視線が合う。


    竹山が手を離し、ふたりは、同時に顔を背けた。『出来るまで外で待ってね』と聞こえ、中から出る。らくがきという選択を知らないふたりは、シールが出て来るのを並んで待つ。


    「……おまえさ、最近ちゃんと喰ってんのか？　細くなってんぞ」


    「竹山さんこそ、髭、そったらどうですか。痛かった……」


    片手で頬を押さえたリリコは、言葉を途中で止め、顔を背ける。肩まで伸びた髪からは、耳たぶは見えず、竹山は口を動かす。


    「……さっき居たの、杉田ってやつか」


    「……呼び捨てにしないで下さい。杉田さんです」


    竹山は、眉間にシワを寄せた。


    「仲良さそうで、良かったな」


    「何ですか、その言い方。何か、不満でもありそうですね」


    「何で、家に入れてんだよ。俺が行くのは、嫌がったくせに」


    勢いで出た言葉に、竹山も顔を背けた。


    「松波さんが、連れて来いと言ったんです。それに、竹山さんがうちに来たら、絶対、松波さんが来るから……」


    リリコの言葉が、最後、とても小さくなった。ふたりが無言で居ると、『シールが出来たよ』と声がした。竹山が顔を向けると、リリコが素早くシールを取った。


    「……おい、見せろよ」


    こちらに向く、相変わらず狭い背中から、返事はなかった。正面に回り、竹山は大きく目を開く。下を向く顔は、小さく、笑みを浮かべていた。


    「……見たいですか？」


    上目遣いの顔に、竹山は背中を向ける。


    「……お前さ」


    「竹山さん、どうして、神戸の時のように苗字で呼んでくれないんですか」


    振り向く前に、言葉が重なる。


    「十年前の約束は、もう、いいですから。私は、生きますから、大丈夫です」


    「お疲れ様です」と言い、リリコは足を踏み出したが、止まった。


    「……リリコ」


    名前を呼ばれ、振り返ると同時だった。


    「お前!!　本当に、ムカつくわ!!」


    そう叫び、竹山は肩から離した手で、リリコの片頬をつねった。


    「お前が、大丈夫でも、俺は、大丈夫じゃねんだよ!!」


    目を丸くするリリコに、竹山は大きな声を出す。


    「もう少し待て!!　それまでに、肉もっとつけろ!!」


    まっすぐに向けられる目と言葉に、リリコは、強い蹴りを返した。


    「……いって、……おい!!　……何で、逃げるんだよ!!」


    ゲームセンターを出て、走る背中が小さくなる。竹山は蹴られた腹を押さえながら、追いかけた。ふたりを、周りの人間が避けて行く。商店街の始まりの、阪急百貨店に続く信号は赤だった。


    止まったリリコは、背中を上下させ、追いついた竹山もぜえぜえと息を吐く。


    「……疲れました。……早く、死にたいです……」


    聞こえた声に、竹山は隣に並ぶ。握った手は小さくて、とても熱い。


    振り払う事無く、リリコは大きな手を握り返した。


    


    


    ＥＮＤ

  


  
    エピローグ


    　


    　　※


    　


    　嫌な夢を見た。


    　がっという自分のいびきとともに起き、そう思ったが、内容は思い出せなかった。見える天井の柄と、背中の固さから、県警の仮眠室に居るのに気付く。上着のポケットが震えているのにも。


    　携帯を手に取り、体を起こす。着信相手に、咳払いをしてから通話ボタンを押した。


    「何か、ありましたか」


    　いつもより、更にしゃがれた声を出し、耳元からの言葉に顔を緩める。


    「なんや、まだ、何かあるんか思ったわ」


    　体の力を抜き、返ってきた声に、目を大きく開いた。


    「ちょっと、意味分からんから、もう一回言ってくれ」


    　溜まった疲れの為だろう、いつものように、大きな声が出なかった。くり返された静かな言葉に、少ししてから口を動かす。


    「……俺のせいやな。もっと、竹山を」


    　言葉途中で、否定された。


    「お前らと違うつもりやったけど、俺のが、最低やな」


    　仕方ありませんと聞こえ、奥歯を食いしばった。


    「あれやな、赤に交わればなんとか」


    　正しい慣用句を言われ、それやそれと言う。


    「ほんで、これから、ふたりをどうするつもりや」


    　答えに、大きく息を吐いてから返す。


    「いつ辞令出すんや。あのボンと一緒でも、竹山、今度は止めるんちゃうか」


    　部屋は禁煙だが、タバコを咥える。火を点ける前に聞こえた。


    「俺、めっちゃ悪もんやな」


    　口からこぼれ、タバコが床に転がった。


    「十年前から、ずっとか」


    　通話相手にではなく、確認するように言う。耳元の声が、小さく言葉を重ねていく。


    「……分かった。公安のやつらに、心配すんなって言っとけ」


    　分かりましたと聞こえ、通話を切る。くしゃりと曲がった箱から、一本取り出す。


    「ごめんな、『メンヘラ』ちゃん」


    　そう、小さく言ってから、咥える。火を点け、煙を吸い込むと、とても苦く感じた。

  


【電書籍版特典短編】　メンヘラのしりとり


呼び鈴を鳴らしたが、返事はなかった。

ドアに手を掛けると、鍵が掛かっておらず、慌てて中に入る。靴を脱ぎ散らし、どかどかと部屋を進んだ。ベッドの上で丸まった姿に、駆け寄る。

「……おい！　リ」

竹山は、言葉を途中で止める。目の前の横向きに寝転がる体は、小さく上下し、寝息が聞こえてきたからだ。肩を落とし、大きく息を吐く。

……子供か。

今日は、日勤の定時で県警を出る予定だった。だが、今、自宅に帰れたのは八時過ぎだ。竹山は静かにクローゼットに向かい、着替えを漁る。

「おかえりなさい」

聞こえた平坦な声に、竹山は振り返った。

「……た、……お前、鍵閉めろよ」

「私が、そんな不用心な状態で、仮眠をとる訳ないでしょう」

ベッドの上、上半身を起こしたリリコが言った。

「そうかよ。着替えるから、ちょっと待ってろ」

「なぜ、着替えるんですか」

「あ？　メシ喰いに行くのに、お前と居たら仕事中みてえ……」

言葉途中で、竹山は気づく。紺色のロングスカートに、白だが、いつもとは違うシャツの上カーディガンを羽織っている。初めて見る、リリコの普通の私服姿。

「そんなに、変な顔をするほど似合ってませんか。脱ぎますね」

そう言って、リリコがシャツのボタンに両手を掛ける。竹山は、慌てて近づく。

「やはり、この間の服を着てくれば良かったですね」

相変わらず細い手首を握り、顔を上げる。

「……お手洗いに行きたいので、手を離して下さい」

下に向いていた顔に言われ、竹山は手を離す。ベッドから降り、スカートの裾を揺らして、いつもと違う後ろ姿が扉に向かう。

……この間って、あの、仮装の事か。

もう一ヶ月近く前、初めて待ち合わせし、現れたリリコの姿。普段のリクルートスーツと比べても、今日の格好は。

「竹山さん、お手洗いの電球交換したほうがいいですよ」

「わ、分かった！」

戻ってきたリリコに、竹山は無駄に大きな声で返す。背中を向け、どかりと座る。後ろの気配も、座ったのが分かった。

「竹山さん、先月お誕生日でしたよね」

ああと答えると、がさがさと音がする。

「遅れましたけど、どうぞ」

後ろを向くと、小さな包みを伸ばす手。目を大きく開き、受け取り、竹山は中を見る。

「昨日、行ってきたんです」

「……これ、お前が選んだのか？」

「もらったら嬉しいですかと聞いたら、はいとおっしゃっていたので」

誰にだよと聞かず、無言で見つめる。

あべのハルカスの建物が、銀色のプレートに描かれたキーホルダー。目の前で揺れる姿に、竹山は、今時、小学生でも嬉しくねえだろと思ったが、口に出さなかった。

「何がいいか分からなくて、遅くなりました」

そう言って、リリコが顔を下に向ける。部屋が静かになり、竹山はテレビに向き、リモコンで電源を入れた。

「暇だったので、観てました」

DVDのチャプター画面を見ながら、竹山は口を開く。

「ブラッド・ピット格好良かっただろ」

声が返ってこず、リモコンで画面を変える。バラエティ番組の大きな笑い声が聞こえ出したが、後ろからの声はない。

「腹減ってるだろ。外行くか」

「今、空腹を感じていません」

竹山は、返す言葉が見つからず、そのままテレビを観続けた。その間、リリコからの声はない。格好もだが、神戸に居た時とは違う雰囲気に耐えれず、竹山は口を開く。

「……りんご」

「ゴルゴンゾーラ」と、すぐに返ってきた声に、振り返らず続ける。

「らっぱ」

「パンチェッタ」

「たんこぶ」

「ブーランジェ」

カタカナばかりだなと思い、続ける。

「えちごや」

「……やよい」

「おい、さんつけろよ」

『季節の方です、何勘違いしてるんですか』と返すだろうと、竹山は後ろに向いた。

「……やよい……さん」

予想外の、言葉と、こちらを見ている顔。竹山は固まり、少しして、立ち上がる。

「外、行くぞ」

そう言って、リリコの荷物を持ち、ずかずかと玄関に向かう。

「竹山さん」

靴をはいていると、後ろから聞こえ、鳴っている胸が止まりそうになった。

「……手を繋いで、歩いてくれませんか」

少しして、竹山は振り向かないまま答えた。

「お前、今日は、もう帰れ」

そう言って、竹山は先に外に出る。死んでも、今の顔を見せたくなかった。

ＥＮＤ
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